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はじめに 



日本語 Disk BASIC 

日本語 Disk BASIC は、 基本的な BASIC を もとに 強力な 日本語 処理 機能、 グラフ ィ ッ ク 機能、 スクリーン エディ 

タ 機能、 倍 ffl 度 計 K 機能な ど を 拡張した BASIC です。 日本語 Disk BASIC を 理解す る ことによって、 自分で 自由 
に プログラム を 作成して、 さまざまな 処理 を 行わせる ことができます。 

B 本^ Disk BASIC の マニュアル は 次の 2 冊から 構成され ています。 
日 本^ Disk BASIC ユーザー ズ マニュアル 
II 本 Disk BASIC リファレンス マニュアル 

日本語 Disk BASIC ユーザーズ マニュアル 

曰 本 Disk BASK: ユーザーズ マニュアル は H 本^ Disk BASIC を 機能 ごとに 解説した もので、 次の 3 部 構成に 
なって います。 

解説 編 

+,; fi Disk BASIC の & 動と 終 f の 方法、 プログラム 作成の ための^ 礎 知 *、 キーボード や グラフ ィ ック 機能 
など を 解り やすく^ 明して います。 



BAS に ユーティリティ 

H 本^ Disk BASIC ユー ティ リ ティ ディ スクに 人って いる ユー ティ リ ティ ソフ ト r BMENUj と r SYSSET」 
の 使用方法 について 说 明して います。 BMENU によって ディ スクの フォー マツ トゃ メモリ スィ ツチの 変お 
など を 行う ことができます。 

付 a 

曰 本^ Disk BASK: の M 足 的な 技術 資料 を まとめて 説明して います。 PC-286U/US シリーズの サウンド 
機能に ついても 解说 しています。 

日本 B Disk BASIC リファレンス マニュアル 

tl Disk BASIC リファレンス マニュアル は、 日本 さ S Disk BASIC を * 成す る 命令 を 具体的に 解説した もので 

す。 bask: の 命令に はコ マン ド 'ステートメント' ra» の 区別が あり、 これら を、 引き やす さ、 探し やす さ を m 
说 して、 アルファべ ッ ト顺に 説明して います。 また、 馋 能面からの 検' おの 際に 役:、 z つよう に、 機能 別の *リ| もつ 
け ま した。 それぞれの ケースに 応 じて 活用して ください。 

これらの マニュアル は EPSON PC シ リーズす ベての 共通 マニュアル になって おり、 機種に よって は 使用で きない 
機能 も 一緒に 解説して いますので ご注意く ださい。 このような 機能に は 次の ものが あります。 

サゥン ド馋能 PC-286U/US シ リ - ズで 使用 W 能です。 

数倘 i«« プロセッサ PC-286L/LE シリーズ 以外の 機楝 は、 才 ブショ ンで数 プロセッサ を 取り付ける こ 

と 力 < で さま 1% 
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コマンド 'ステートメント '関数 



第 1^ では、 日本 措 Disk BASIC を 構成す る コマンド • ステート メン ト • 閱 玖な ど を 個々 に 説明して います。 こ 
れら は、 引き やす さ、 探し やす さ を敢視 して、 アルファべ ッ ト顺 になって いますが、 機能 面からの' お 引に 役立つ 
ように、 機能 別の * 引 を 付けて います。 それぞれの ケースに 応 じて 活用して ください。 

第 1 章の 見方 

コマンド' ステート メン ト • ^» は 次 ページの ような 害 式に 從っ て说 明して いきます。 

nmmu f-. 係 液》 チ、 ^iiiii (算チ について は r n 本^ Disk basic ユーザー ス マニュアル」 を釤照 してく 
ださい。 



® 

® 
® 

© 



ASC 



© 【アスキー 1 




Cl_») STM の の 1ST の ST コー え 》 す 



■ ^ ASC (文字 



A-ASC ASCir 



-'A』 め に， ド 6itAl:ft 人し 1 す + 



n 



tumttvA い a，- になり if 

• t 卞ソ- ド から. を w い l « 

• ト 义卞 め t 卞 ：》 — ト' it* ベ 4 に ijjisjrsatttw い it, 

CNMOt 卞 a-rfrJCYUMl 

，i、t ジ' < ト t#i ふ 



(iO プ o グラム 《 



l%6 * AST 

n# • ，•• 貪， n! 雷 ま ••• 
t» rmi t，i n "mi"» 

HO ゆ"" *|*| 唯 

ntmt mm •* ， fit ;»t;Afr4Mi 

IM WtlT 



®W 能 命令の 仏ィ、 的な K 能 • fli 川す る H 的な ど を uii ^します 



®W 式 命令の ^しい «! 义をボ します。 その いている おひ は、 次の ような. な 味 を 持ちます。 

•*gft の 大文字 や #、 $、 カンマ？、 丸 かっこ' （•、 は そのままの 形式で 人力し ます。 

爽^の 人文 卞 は 小文字で 人力 しても 構いません。 
• それ 以外の H+,《ft などに は 伃«£ の パラメータ を 指定し ます。 バラ メータの; &味は 解 ^を 

^照して ください。 

•ft かっこ [ 1 で M まれた JHH は仟: ffi に 指^で きる です。 したがって * 介に よって 
は？? 略 する こと もで きます。 

でリ H まれた JfiH は、 それぞれの 中から 1 つ を«択 して 桁 定 します。 

i く项 B は、 お « の 項目 を- 行の 範囲 内で、 必要な H 数 だけ 繰り返して 栴定す 

る ことができます。 

(M! 川 例 プログラムで 使 川す る ％ 介の^ 本をホ します。 



ft 令の それぞれ について ぼ 細な 解,; ii を 行って います 0 



- it I 



® 参照 ^連 ft の^い ほかの 命令 や、 連す る 《h を 紹介し ます 



o 



® プログラム 例 ^行 を 前 K と した プログラム 例をポ します。 

プログラム 例 や^む '例 はヅリ ン タで 印' i: した ものです。 したがつ 
て Wifti 上の *>ぉ と^なる 場 介が あ り ますので 注 S して く ださい。 

4 



① 名称 命令のお 称 を 示し ま 

す。 

② WW: 命令が コ マン ド ■ ス 

テート メント 'ijy 数 
のい ずれに w する の 
かをポ します。 

③ ^ み 方 略称 を ^ め、 いく^ 

りかの ^みん をポし 

ます。 

®%m 略されて いられ 
る ことが 多い ので、 
^令な つつ' りと 九の 
^^の s 味 を^ 際の 
命令との 迚で ^介 
します。 
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A 



tl t &奪攀 • 暴 



t C 



f f 0 ^ 



ABS 



【アブ ソ リュート】 



ABSolute 

絶対的な、 《 粋 という 意味から 絶対値 を 意味す る。 



し 機 能」 絶対 储を 計算し ます 



O 



害 式 1 ABS (数式) 



使用例 j A=ABS (— 70) — — ァ0 の 絶対 f め マ0 を 求めます 



O 



[解 説] •( ) 内の 数式の 絶対 侬 を^ K します。 

• ABSIW 数の 結果の ® と 数式の S は一 致します。 ただし 数式が 整数で その他が 一 32768 の 
ときに 限り、 単 W 度 《 数の 32768 を 返します。 

【 プログラム 例 1 

100 ' ABS / SQR 

110 ' -一 の IftWW をと り T お ffl を 求める 一- 

120 INPUT ' R 鐘 は "； I 

1 30 IF I く 0 THEN F=ARS( I ) 

140 rRINT TABU り；' 絶 《 鎖 -"; I, "甲お 根 ビ'； SQR(I» 
150 GOTO 120 

RUN 

数 健 は？ -12 

絶対 鍵： ： 12 平方 《 - 3.4641 

ft 讓は ？ 2 

Ift W 鎖 = 2 平方 « = しむ 421 

B (續 は？ 



ABS 5 



AKCNV$ 



【エー ケ— コン バー 卜】 

Ank Kanji CoNVert 

ANK 文字 （1 バイ ト 文字） を 漢字 （2 バイ ト文宇 )(: 
味。 




IbJ 文字列に 含まれる 1 バイ 卜 文字 を、 2 バイ 卜 文字に 変換し ます 



O 



* ^ I AKCNV$ (文字 歹 IJ) 



ほ 



A$=AKCNV$(B$) 



—文字列 B$ に 含まれる 1 バイ ト 文字 を 2 

ィ ト 文字に 変換し、 A$ に 代人し ます。 



o 



( ) 内の 文字列 屮の 1 バイト 文字 を、 2 バイト 文字に 変換し ます 

変換した 2 バイ ト 文字の 前後に は KI (澳卞 シフトイン）、 K0 (澳字 シフトアウト） コ 

を抻 人し ます。 

KI コー ド &H1B4B 

K0 コ一 ド &H1B48 



一 K 



厂 参 照〕 KACNV$(2 ノ、' ィ ト文卞 を ， バイ ト义卞 に' & 



r プログラム 例】 



ト文卞 を 2 バイ ト 文字へ « 換 
アイ ゥ 澳卞" 



100 ' AKCNVI 

1 10 ' … 1 パ 

120 KI = "AB 

130 PRINT K* ； " 

140 END 

RUN 

A B CABC ァ ィ ゥ アイ ゥ澳宇 一- 
OK 



ABCABC アイ ゥ アイ ゥ澳字 



6 AKCNVS 



ASC 



【アスキー】 

ASCii 

米国 til 報 交換 用 樣* 文字コード (ASCII) の 短縮形。 



[mm) 文字列の 先頭の 1 文字の 文字 コ一 ドを 与えます。 



「害 式) ASC (文字列） 

I 使用例 】 A=ASC("ASCII") 



― r A」 の 文字コード 65 を A に 代入し ます 



「解 説 I 



文字列の 先頭 1 文字 （1 バイ ト） の、 文字コード を 10 進数で^ えます。 

文字列の ft さが 0、 すなわち 空 文字列 （ヌ ルス ト リング) の 場合 は、 Illegal function call (it 

法 fW 数 呼び出し) エラーになります。 

文字 コー ド から、 文字 を 得る に は CHR$M 数 を 用います。 

2 バイ ト 文字の 文字 コ— ド 澳卞コ 一 ド） を 調べる に は JIS$M 数 を ffl います。 



J CHRS (文字 コー ドを 文字に ： 

J1S$(2 バイ ト 文字の 文字 コー ドを 得る） 



( プログラム 例 ： 



100 ' ASC 

110 ' ― 文字 を 文字コードに 変 後 -" 

120 A$= M COMPUTER" 

130 FOR 1=1 TO し EN(A 拿） 

140 B*-MID 拿 （A 拿， I,l» 

1 50 PRINT USING " ！ = 看 ; B ，； ASC ( B* » 

160 NEXT 

170 END 



79705492 

67788868 



N = r 一 一 = - 一一 = 一- 

RCOMPUTER 



ASC 7 



ATN 



【アーク タン ジェン 



Arc TaNgent 

三角関数の tarr ，（逆 正接) の 意味。 



[機能) 逆 正接 (アーク タン ジェン 卜） を 計算し ます。 



1* 式) ATN (数式) 



吏 用例 1 PI # =3. 14159265358979323846 - 1 • 5 の逆正 接 を ,汁«： し、 それ を ぼ に 変換 し 

A=ATN(1.5)*180/PI# ます。 



「解 説 1 •( ) 内の 数式の 逆 正 接 を 計《: します。 

• 数のお ^は ラジアンで， 一び /2 から" /2 の *E リ 《 の 似になります。 ラジアン を 

度に 変換す るに は 180/* を 掛けます。 "に は 次の ような 侦を 使/！] すると W も 柳& の れい 
itttt: を 行う ことができます。 
依 精度 荬数 (PI お を " の 使 を 持つ 変 J* と します) 
PI#=3.M1 59265358979323846 

•» 式が 依 精度 荚 数のと き は、 IS 果も 倍精度で 針 « した 傲になります。 他の 場合 は、 雜 

度で 針 » した いになります。 



参 照つ 



COS (^弦） 
SIN ぼ 弦） 
TAN (正接) 



(" プログラム 例 1 



100 ' ATN 

にに" ^^おお 3 ァ, ンと * で" 縛す る 

1 30 FOR 1 = 0 TO 3 STEP - 5 

MO 〖、RINT I,ATNU),180/PI 拿 ATN(U 
150 NKXT I 

160 RNI) 



RUN 
0 
.5 

2.5 
3 
OK 



0 



■ 10715 
•19029 



0 



45 

56.3099 
63.4349 
68. 1986 
71-565 
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ATTR$ 



【ァ 卜リ ビュー 卜 • ダラー】 

ATTRibute 

厲性、 特性の 息 味から ドライブ、 ファイルの 属性 を W ベる こと。 



指定した ドライブ や ファイルの 厲性を 調べます。 



(書式 1 ATTRSf 


ドライブ 番号 


) 




# ファイル 番号 






ファイル 指定 子 





[MEMJ PRINT ATTR$(1 ) 



—ドライブ 1 の W 性 文字 を i 由 j ifii に m し ま 

す。 



r 解 ifti • ドライブ 番号で 指定した ディスク ドライブ 中の ディスク、 ファイル *^ で 指定した 才ー 

ブン している ファイル、 ファイル 推定 子で 桁定 した ディスク 上の ファイルの 《 性 を^べ 
ます。 

• « 性 は 3 文 ザの 文卞列 "REP" で 表し、 それぞれ 次の 《 味 を 示 します。 



« 性 文字 


W 能 


« 味 


R 


E 


P 








蒙き 込み 禁止 


SKT 4： で P 指^ (ft き 込みお 11.) をす ると、 ここ 
に P を * 示します。 

IB 定 しない 場合 は 空白 （一 一） になります o 








ブ ロテク ト セーブ 


SAVE コ マン ドで P 桁 ^(ブ ロテク ト セーブ） をす 

ると、 ここに E を^ 示します。 

指定し ない 場合 は 空白 （一 —) になります。 








リード' ァフ夕 'ライト 


SET 文で R 指定 （リー ド' ァ フタ • ライ ト） をす 
ると、 ここに R を^ 示します。 桁定 しない 埸介は 

空白 （" _) になります。 



リ一 ド'ァ フタ' ライト ft き 込みの 際に、 齊 き 込んだ 內お と、 メモリ 上の 内お の 比敉チ ユック を 行 

うこと。 



[参 照） SAVE (プログラムの セーブ） 

SET (ft き 込み 《 性の 設定 '解除》 



r プログラム 例 1 

SAVE "TEST",P 
OK 

PRINT ATTRK 'TEST") 
OK 



A TTR$ 9 



AUTO 



【才ー 卜】 

A し' TOmatic 

自動的、 機械的の 意味から、 自動的に 行 番号 を 発生す る こと。 



[機能 j プログラム を 作成す る 際に、 自動的に 行 番号 を 発生し ます。 

( 書 式）— AUTO [最初の 行 番号] [，[増加分]] 

用例， AUTO — fti 初の^ * 'り-を 10 とし、 以後 20, 30. • ■ 

と で 行 番サを 表^ していき ま す。 
AUTO 100, 20 初の 行 # サを 100 とし、 以後 120， 

140* • • と 20IWfR で 行 赉兮を 表示して い 
きます。 



LS_J»j • a い to コ マン ドを^ むする と、 r ^ 1 キ— を 押す たびに 桁 定 した 内お で ri 勑的に 行 

番兮 * 表示し ます。 

• 行 *V の 兌 卞は [ STOP j キー または ( CTRL ) + ( C ) キー を 押す と 終 f しま 

す。 このと きに お^して いた 行 * ゆの 行 は、 プログラムに 含みません。 終 r 後 は 

bask; のコ マン ド 人力 きちになります。 

• 最初の 行 番号 や、 増加分の 指定 を？? 》ft した * 介 は、 それぞれ 次の ような 行 *サ を 発' k し 

ます。 



外 式 


» 初の 行 番号 


W 加 分 




10 


10 


w 初の 行 番号， 坩加分 


指' ぶした 行 番リ- 


指^した W 加 分 


« 初の 行番兮 


指定した 行 番号 


10 


iii 初の 行 赉 兮， 指定 した 行 # ゆ 


直前の AUTO の 坩加分 


. « 加 分 


10 


指定した W 加 分 



• 最初の 行 番号に ピリオド (.） を 指定 するとめ:^ に修 iF -、 人力、 ^り; した 行 を 指定した こ 
とになります。 

• 行 *ひ の 後ろに アスタリスク （*) を衣ホ したと き は、 その 行 ^ ひ を 持つ 行が すでに プロ 
グラム 中に^ 在す る こと をポ します。 これに 絞け て 何ら かの データ を 人力す ると、 その 

内お で 行の 内お を 変 ui します。 何も 人力せ ずに 〖 ^ 】キ —を 押す と、 その 行 を 削除 

します。 

• Al;TO 文で プログラム を 作成して いる 問 も、 スク リーン エディ タ 機能 を 使って ブ ログ 
ラムの 修正 を 行う ことができます。 修正 後に [~^~) キー を 押す と、 リ| き絲き 新しい 
行 番号 を 表示し ます。 



10 AUTO 



ステー 卜 メン卜 



BEEP 



[機 能〕 スピーカ を 鳴らします 



o 



使用例 



【ビープ】 

BEEP 

S 笛 を 鳴らす ことから、 本体の スピーカ を at らす こと。 



B 




IF A>100 THEN BEEP 



— A 力 、'100 を 超える と r ピー」 とス ビーカが 
おります。 



「解 説つ • 機能が 1 で スビ一 力 を 《 らし (鳴り^け る）、 0 で 止めます。 

• 機能 を ^略した とき は、 PR1NTCHR$(7) と 同じで、 一^時 問 スピーカ を * らします 



W 能 


e 味 


1 


ス ビーカ を ® らす 


0 


スビ一 力 を ii. める 




PRINTCHR$(7) と |"】« 能 



厂 プログラム 例"] 

100 • BEEF 

110 ' -" BKKP を 《 らす -一 

120 INPUT "リタ一 ンキ一 を ff す "； R» 

130 BEEP 

140 GOTO 120 



BEEP 11 



BLOAD 



【ビー ロード】 

Binary LOAD 

binary は 2 進と いう 意味で 0 と 1 のこと。 すなわち、 コン 
ビュー タが直 ぼ JI 解す る 機械! S のこと。 load は W む、 乗せる 
という 意味から、 メモリに 書き込む こと。 



[m m I 機械 詰 プログラム や データな どの ファイル を 直接 メモリに 読み込みます （ロー ド) 



o 



BLOAD "ファイル 指定 子" し ロード アドレス] [， R] 



使用例 



10 DEF SEG=&H8000 



20 BLOAD "mouse, cod" 



解 説 



—ファイル を^み 込む セグメ ント アドレス を 

I" えしよ^ o 

— mouse, cod とレ、 っファ 1 ル^ 冗み 込み ま 

す。 



ファイル 指定 子で 桁お した ファイル を ロード アドレスで 桁' >U した ァ ドレスから 顺次说 み 
込みます。 

桁' ぶします。 この アドレス は、 め: ift に * 行した DEFSEG 文で 桁お した セグメント アド 
レスの オフ 七：/ ト アドレスです。 

ロード アドレス を««» すると、 この フ アイ ルを BSAVE 文で セーブした BfS に 桁^した 1»1 
始ァ ドレスから 说み 込みます。 

R を 拊定 すると プログラム を 口一 ド した 後、 ただちに プログラムの 先 * からぶ 行 を 1»1 始 
します。 このと き、 すでに オーブン している ファイル は クローズ しません。 

bask; は 桁^した ァ ドレスから 無条件に データ を ロー ド していき ます。 したがって、 
口— ド 

注意して ください o 

BASIC の システム 領域 
BASIC の スタック？ ft 域 
BASIC の 変数? fi 域 
BASIC の プログラム 領域 
メモリの 範リ H 外な ど 



照 



BSAVK (機械, Ift フ アイ ルの セーブ） 
CALL (機械,; ft プログラムの^ 行） 
•F SI'XJ (七 グメ ント アド レスの 設走： 

:f usr (機械 lift プログラム^ 行 IJ3 始ァ ド レスの 定莪) 
EgS プログラムの * 行） 



(1 本お Disk BASIC ユーザーズ マニュアル 



ログ ラム 



12 IHOAI) 



ステー 卜 メン卜 



BSAVE 



【ビー セーブ】 

Binary SAVE 

binary は 2 it という 意味。 メモリの 内？? を そのまま セ 

こと o 



ーブ する 



B 



[機能] メモリの 内容 を、 そのままの 形式で ファイルに 保存 （セーブ） します。 



[害 式) BSAVE "ファイル 指定 子' 



ドレス， バイ 卜 数 



使用例 , BSAVE "DEMO. COD", 0， 255 



DEMO. COD という フ アイ ル 名で ァ ドレス 
0 から 255 バイ ト分を セーブし ます。 



説] 



ファイル 指定 子で in 定 した ファイルに、 開始 アドレスから、 バイ 卜 数で 桁定 した バイ ト 

数 分 を セーブし ます。 

開始 アドレスに は- 32768 から 32767(&HOOOO から &HFFFF> までの？! t 侦 または 数式 を 桁 
^します。 この アドレス は、 め: lii に' 行した DEFSEG 文で 指定した セグメント ァ ドレ 
スの オフ セ-/ ト アドレスです。 

セーブす る バイ 卜 数に は— 32768 から 32767(&H0000 から &H ト' FFF) までの 数 W または！ 4 
式 を fit 定 します。 この バイト 》 分の データ を セーブし ます。 

BASIC は 指^した ァ ドレスから 無^ ft に データ を セーブして いきます。 したがって、 
メモリ 外の ァ ドレス を IS 'ぶしない よう 注意して ください。 



「参 照 1 BLOAD (機械" S フ ァ ィ ルの ロー ド） 

DEF SEG (セ グメ ン ト アドレスの お） 

H Disk BASIC ユーザーズ マニュアル 》;10^ 機械 ^プログラム 



BSA VE 1 3 



ステー 卜 メン卜 



CALL 



【コール】 

CALL 

呼ぶ。 そのこと から 機械 S き プログラム を 呼ぶ、 つまり 実行す る 

レ と ◊ 



H-fej BASIC プログラムから 機械 詰 プログラム を 実行し ます 



CM_£) CALL 変数 名 [(引数 [， 引数 • • •])] 



( 使 ffl 例」 



【说 



，' 



100 CLEAR ,&瞻00 
110 DEF SEG-&H8I 
120 BLOAD "mouse. 
130MOUSE=0 



140 CALL MOUSE(AX%, BX%. CX%, DX%. ES%) 



—機械お プログラム？ fi 域の 確保 

—fiS 械^ プログラム セグメ ン 卜の S 定 

— t»W,;S プログラムの^ み 込み 

—機 《 ^プロ グラ ムの |JH 始ァ ドレス を^^ し 

ます。 

^プログラム を ^行し ます。 



'変数 名に ふい ぶした アドレスから 機械, ほ プログラム を^ 行し ます。 したがって、 cai 丄文 

を' ぶむ する 前に、 'おむ は I 始 アドレス を この 変数に リ. えてお きます。 この アドレス は 
IM '下 SIX; 义で, は'ぶ した セグメント アドレスの オフ セプ ト アドレス です- 

引数 は、 侬械 ^ プログラムに 渡す' のお が/ です。 これ は 力 ンマ （.） で |メ:リ」 つて 必^な 

数 だけ 桁^し ます。 引数の 機械^ ブ n グラムへの 引き渡し 方法 は、 r'》 10 や 機械^ ブ 
ログ ラム」 を 参照して ください。 

BASIC ブ 口 グラムから 機械^ プログラム を' お 行す る 方法と して、 ほかに usRIK] 数が あ 

ります。 



mxMi) (機 プログラムの ロー ド） 

1)KF SKG (セグメント アドレス の^^) 

I) ぼ USR (機械お プロ グラ ムの '太: 行 始ァ ド レスの 定^) 
USR (機械^ ゾロ グラ ムの^ 行） 

口 本^ Disk BASIC ユーザーズ マニュアル eftio や 機械^ プログラム 



14 CALL 



CDBL 



【コンパ 一 卜 • ダブル】 



Convert DouBi-c 

2 倍の、 2 貧のと いう 意味の double から 倍 は 度、 すなわち 倍 
は 度に 変換 (convert) する こと。 



機 m 整数、 単 W 度 H 数 を 倍 《 度 実数に 変換し ます。 



(害 式） 


CDBL (数式） 




( 使用例 i 


AJt=CDBL(A!)-2 


— A: の 2* を ffttt«g で 求めます c 


1 解 説 1 


• ( » 内の 数式の W を は Wft 'お^に' S 


：換 します。 



•CDBLMft は、 )» 僚を侬 に W«» する だけです。 W そのもの は& 化しません 

• 変 » に 代人す る とさ や、 i おれの 力が wttDitt: のとき に は rift 的に fftt/ni" お 

& への や.' &換を 行います。 したが') て A::-CDBL(3042. 12!) と AS =3042. 12! c;)^ ^ 
は |"1 じに なり ます。 

• また ゆ Miii'iitt を' &換 すると、 換し たは W^'JiSi と ft しない ことがあります これ 
は * 精 坨&の ほうが、 WWlffSt よ り も Yi 幼 Wtt が 小さ く、 より A: きな ぉ糸 を ft んで いる 

からです。 

例 PRINT CDBL(0.1!) 

.1000000014901161 
OK 

() 1 » い (U ： ) である ことに i に & してく ださい。 

f 参照 1 C1N'T< お St に' &換） 

CSNG ひ ぶ钕 に' &换) 



CDBL 1 5 



ステー 卜 メン卜 



CHAIN 



【チェイン】 

CHAIN 



， 
し 



とから、 プログラム を ディスクから 统み 込み、 実行 

する こと c 



( 機 IT] 


指定した プログラム ファイル を 読み込み、 実行し ます。 


(害 式 1 


CHAIN [MERGE] ファイル 指定 子 し 行 番号] [， ALL] 




[， DELETE 削除 範囲] 


f 使删 ) 


CHAIN "PROG" —ドライブ 1 から を^み 込み、 'Ji 行 




します。 




CHAIN MERGE "2 ： PROG", 1000, A しし 500-900— メ モ リ 上の プロ グラムと ドライブ 2 の 




PROG を接« し 1000 行から * 行し ます。 




• フ アイ ル 指定 子で 桁 定 した ファイル を ^み 込み 、 ^行 します。 



• 行 番号 は メモリ 上の プログラムと、 ディスク I. の プログラム を^み 込んだ 後、 '太む を IJJ1 

始 する 行 *'ふ です。 行 番号 を ftlft すると、 ^み 込んだ 後で一 * 小さい 行 I り-から' Ml 'し 



ます。 

• MERGE を をす ると、 メモリ 中の プログラムと ファ ィ ル jfi 'ぶ 丫で jft'/ii した ブ ログ ラ 
ム をお 介して ^行し ます。 この W 介、 ^み 込む プログラム は アスキー セーブした ブ ログ 
ラムで なければ なり ません。 メモリ 中の プログラムで Vi:,i した' &钕の '«! は、 お i 介した 後 
でも^ 効です。 

• MERGE をお "ft すると、 メモリ 中の プログラム はフ マ ィ ル抬' ぶ ィ で 桁定 した プログラム 
で^き 換わります。 このと き、 変 84 の ゆ は^み 込んだ 後の プログラム では 無効に なり ま 

す。 

• A しし を 指^す ると、 メモリ 屮のブ ログ ラムで 使用した すべての 変数の 内 を、 说み込 
んだブ ログ ラムに' JI き 渡します。 

• ALL を 1*T 略す ると、 メモリ 屮のブ ログ ラムで、 COMMON 文で' した 変数 だけ を 引き 

渡します。 

• 削除 範囲 は MERGE を 桁^した とき だけ. な 味 を 持ちます。 速 fit する 前に、 メモリ 屮の 
プログラムの、 削除 範囲で 桁' ぶした *EUH を 削除し ます。 削除 範囲の 指 'ぶ 方法 は DE- 
LETE 文と |"1 じょうに、 行 *''J と 行 *'ふ の |:U を ハイフン （一） でつ なげて^ します。 また 
行 番号の 代わ り に ラベル を 使 用する こ と がで き ま す。 

• ファイル は、 CHAIN 文の 突 行に よる^? P を' 2： けません。 メモリ 屮のブ ログ ラムで ォー 
ブン した ファイル は そのまま、 ^み 込んだ プログラムに 引き 讲 ぎます。 

• おみ 込んだ プログラムに、 ON ERROR などの ON で 始まる 割り込み 処理の, 设定は 引き 
镞 ぎません。 



lo C7/.\/.V 



• is み 込んだ プログラムに、 ユーザー 定義 閱 数の 設定 は 引き継ぎません。 

み 込んだ プログラムで READ 文 を 実行す ると、 プログラムの ft 初の DATA 文から デ 
タを 読み出します。 

•OPTION BASE 文の 設定 は、 》 条件に 読み込んだ プログラムに 引き継ぎます' 

• RENUM コマンドで 行 番号 を 変更した 場合、 CHAIN 文中の 行 番号 は 変更 I 



O 



C 



[参 照] COMMON (引き 渡す 変数の 指定) 

し OAD (プログラムの 読み込み） 
MERGE (プログラムの 連結） 

[プログラム 例 J 



メモリ 十の プログラム 



100 
I 10 
120 
130 
140 
ISO 
160 
170 
180 
190 



• niMN 

ch a l n を m 

ぶ M のブ ログ ラム 



C$= M EPSON M 
P»INT A f B # C« 
PR I NT 

INPUT "ブリン タに 出力し ます か？ （Y/N) •';!>* 
IF D* = M V" OR r> 拿-' 

IF D$="N M OR D$= 

CIIA〖H "PRINT. BAS' 



220 END 



y ' THEN 210 
n" THEN END 
• A しに 



ディ スク 上の プログラム （PRINT. BAS) 

100 ' CHAIN 

1 10 'I* ばれる M の プログラム 
120 し PRINT A,B f C$ 

no END 



RUN 
2222 



3333 



EPSON 



プリンタに 出力し ます か？ （Y/N) 

3333 EPSON 



CHAIN 丄 7 



CHR$ 



【キャラクタ • ダラー】 

CHaRacter 

文字 (character) から 文字 コ一 ドを 求める こと。 



HI 能 1 指定した 数 ffl (文字コード) に 対応す る 文字 を 与えます 



o 




使用例 1 PRINT CHR$(12) 

KEY 1 ， "RUN"+CHRS(13) 



園 面の データ を 消去し まず ^ 
ファンクション キ一 1 に RUN+CR コー ド 



^ 〕 キー > を ^定 します 



o 



〔解説） 



文字コード でお & した 数 IB に 対応す る 文字 1 字 （1 バイ ト 文字) を 与えます さ 文字 コ 

は 0 から 255 の の 》Sc です。 

これと は 逆に 文' i: の 文' ドコ— ドを JH ベる に は、 ASCM» を 用います 《 



一 ド 



[参照 j ASC (文' i: コー ドを, M ベる） 

付 あ AA 文字コード^ 



〔プログラム ff] 



loo ' cunt 

ho ' 文卞 コート' から 夂卞に 《» 

120 PRINT " 23456789ABCDE 
130 FOH 1=0 TO 15 
140 PRINT IIFX$(I) に' ••： 
I 50 FOR J = 0 TO 13 
I GO PRINT 
170 NI':XT ： PRINT 
1R0 NKXT 
190 RNO 



D ミん メモ tncnll'r'* レ ン 

c タチプ テトナ 二 7 



聿 ノ 



A 

9 

CO 



I ォ 



二： ■ ■ ■ 

7 p n- r 8 1 u V w 

6 t n b c H c f 8 

5PQRSTUVW 



AJOI23456789 



N 2 ！ 

R 0123456789AB 



/ ヽ 



ヒ フ 



ァ fc* H ォカ キク ケ 37 シス 



t 



ュ 



V 



X y Z — ： J 

h i j k 1 E 

X Y z [ V J 

M I J K 



く II 



M $ % A > ( ) * + , 



n o 



o 

/ 



ク 



c D G 



K 

F o 



18 c 赠 



関数 



CINT 



【コンパ 一 卜 インテジャ】 

Convert INTeger 

ea(iWegw) に 変換 (convert) する こと 



0 



C 



{mm} 単 《 度 実数 や 倍 《 度 実数 を 四捨五入 



変換し ます 



0 



• 式] CINT (数式) 



使用例 



— X！ の侦を 》 数の 百分率で * ホ します 



[解 説 



* 



t ) 内の 数式の W を 《 玖に' します。 

'&換 した も 1 i*: の は、 ^St の telW (— 32768〜32767) になり ます。 これ を 超えた *介 は、 
Overflow (桁 あふれ） エラーに なり ます。 

す、 これに W し、 钕、 1NTIW 钕は 55cW (の 小 敉邠 を W り^て て^ 敉 化します リ ゆの 

'&換 や 》SI»H チュ ックは 行いません o 

«Si ゆ' に 代人 するとき や、 ステー ト メ ン トゃ が パラメータ として ゆ を 

している ときには 的に へのず &换を 行います c A%=3042J2! と A%=CINT 
(3042J2I) の粘果 は M じに なり ます。 



» 照] 



CDBL (倍 W 度 * 数に * 換) 
^数に 変換) 
FIX (小数 部の 切り^て） 
1NT (小数 部の W り^て） 



プログラム 例] 

100 • CINT / FIX I INT 

1 10 ' --- C】 NT/F I X/I の 連い --- 

120 PRINT "C I NTZF I XZT NTWJH の 達い'' 

130 INPUT JRfll は ："：A 

I 10 PRINT "CINT=":CINT(A»,""X-":"X<A に' INT=':INT(A» 

150 GOTO 130 



RUN 

CINT/FIX/INTM 数の S い 
»W は ：？ に 

CINT- 12 FIX= 12 INT= 12 

ft 镇は ： ？ 12.5 

CINTr 13 FIX= 12 INT= 12 

B 镇は ：？ -12-S 

CINT=-13 FIX=-12 INT=-13 

ft 鎮は ：？ 



CINT 19 



ステー 卜 メン卜 



CIRCLE 



【サークル】 



CIRCLE 

円の こと。 したがって 円 を 描く こと 



機 位置 や 大きさ、 形な ど を 指定し、 画面に 円 や 栉 円 を 描きます 



o 



害 式 



「解 説〕 



CIRCLE (Wx， Wy)， 半径 [， [描画 色] [， [開始 角度] [， [終了 角度] [， 

[縦横 比] [， F [, ： 

タイル ストリング 




CIRCLE(200, 100), 50 



—賴 (200. 100) を屮 心と して、 .'|'.^50 の | リ 
を 描く。 



ゆ は (Wx， w y ) で 桁定 した 点 を 中心として、 半怪の 人き さの 円 を 描きます。 W ひ S の 桁^ 
は、 ワール ド H (はの 絶 《はか、 《 終^！! リ^ はからの ひ. m ひ S で 指定し ます。 

半怪 は、 1リ の w 合 a^a の 長さ、 » 円の 場合 は g 輪の 半分の 《 さになります 0 格 円の 短 
もさ は縱横 比から 決まります。 

カラー モードの ときに ィ! 効で、 線の 色 をパ レツ ト * り-で 桁' ぶします。 ^略し 

た^ 介 は COLOR 文で 指定 した lift W 色に な ります。 
• 開始 角度、 終了 角度 は' I リの 描き 始めと 描き 終わりの を ラジアンで 桁^し ます。 ffi 

定 できる *EDH は 一 2" から 2"("=3.1^593)になります。関始角度をれ略すると 0 を、 
終了 角度 を すると 2 " を 桁' ぶした ことになります。 









2 








\0 




ノ （2" 







X 



、 終了 角度に r! の w( を桁定 すると、 始点 または 終 r 点 を I 



屮' し、 



j; 

U 



形 を 描く ことができます。 このと き、 m 始夠 度、 終了 « 度の 値 は it 対 値 を 用います 
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« 横 比に よ り 格 円 を 描く こと がで きます。 縱横比 は、 

した ものです 。縱桷 比が 1 より 小さい 場合 は、 X«l 方お が投袖 となり、 1 より 人き ぃ垛 
合 は、 Y 铀方 ぬがお 袖になります。 

« 横 比 をお 略す ると、 解像度 力 《640X200 ドッ トの ディ ス ブレイで は 0.5 を、 640X400 ドッ 
トの ディ ス ブレイで は 1 を 指定した ことにな り ます。 

«« 比ぐ〗 の 《 円 縱橫比 >1 の 円 




X 



C 



• f を 桁' ぶ をす ると、 描いた I リの内 ^を 塗 色で «r ぶした パ レツ ト *リ の^、 または タイル 
ストリングで 桁定 した 校 ^ で^りつ ぶします。 塗 色お よび タイル ストリング を？? 略す る 

と、 h を 描いた 色で^ りつぶ します。 

•CIRCLE S: を类行 後、 ft 終參照 « 標は 円の 中心に 移り まサ i 



、参 照 j に \INT(» け 4 內^ の ゆりつ ぶし） 



r プログラム 例 1 

100 ' CIRCLE 

HO • ― 円 を m く ― 

120 SCREKN 2 

130 C し S 3 

140 PI=3. 14159 

150 CIRCXE に 00, 100) , 100 

160 CIRC し E(200, 100 し 100 5 

170 CIRCLE<200, 100》 ， 100,,, ,2 

180 CIRCLE STEP( 100,0 し 100, , - •OOOCM , - PI/2 

190 END 

OK 




CERCLE 乙丄 



CLEAR 



nun 



【ク リア】 

CLEAR 

— » する、 取り除く という 意味から 変数 を 初期化す る こと 



能] すべての 変数 領域 を 初期化 します。 



；、 スタック 領域、 配列 変 



Ci^J CLEAR [[ダミー] [， [プログラム 領域] [， [スタック 領域] し 

[配列 変数 領域]]]]] 



tea 



CLEAR 



'すべての' を 初! W 化します 



I 解 —説 



CLEAR 文 は、 BASIC プロ グラ ム 中で 使用 した «» の 内容 をす ベて 次の よ う に 初朋化 し 
ます。 ただし ブ u グラム は 消ぶ しません。 

0 

ゃ义卞 グ ij (ヌ ルス トリング） 

fill 列の 定 文) 鵃効 

ft! 列の »Jg (OPTION BASE 文) 0 

変数の SrtS te 幼 

ユーザー 繊 a to 幼 

配列 変数 だけ を 初期化す るに は ERASE 文 を 川い ます。 

• ダミー は、 どんな W を ffi' ぶしても. な 味 を 持ちません。 《 略してく ださい。 
' プログラム 領域 は' BASIC インター プリ タ のれ:^ ?fi 域と プロ グラム ゃデー タ を; に ts す 
る 》け4 の 人き さ を セグメント アドレス で 桁^ します。 この アドレス 以降 は BASIC ィ ン 
タ―ブ リタの 使 川^ WI 外にな:)、 機械,; ft プログラム などの データ を, に ffi する ことができ 
ます。 プログラム^ 域 を？ T»ft すると、 W 人 の プログラム 領域 を 確保し ます。 

スタック 領域 は、 B.AS1C プログラムで 使用す る スタックの 人き さ を バイ ト 数で, し 

* ，•。 この スタック は プログラム 屮のド OK〜NEXT 文の ル一ブ や GOSUB 文の 多, R 化 （ネ 
ス ティング)、 《i*6 な グラフィックの 描 肉-などで 使 川し ます。 プログラム '太: 行屮に 0m 

of memory (メモリ '缝 小足) エラー が ％ 生 したと き な どに 、 この 鎖 域 を 大きく すると ェ 
ラーが 兌 しなくなる ことがあります。 スタック 領域 を^ ^すると、 5 に バイ トをス タツ 

ク と して, S 定 します。 

配列 変数 領域 は、 数 侦巧? 配列の データ を, ヒ傥 する^ 域の 人き さ を 設定し ます。 ここで 衍 

定 した 僮の 16 倍の 大きさ （バイ ト 数) 力 数 » 域に なり ます。 



参 照 ] ERASE (fli! 列 変 

NEW (プログラムの 消ぶ) 



22 CLEAR 



ステ一 卜 メン卜 



CLOSE 



【クローズ】 

CLOSE 

閉じる という 意味から、 

る こと o 



ファイル を 閉じて 入出力 処 3 を 終了す 



c 



) 指定した ファイルの 入出力 処理 を 終了し ます 



o 



「書 ^ CLOSE [[#] ファイル 番号 [， [#] ファイル 番号] 



] 



1 ほ 用例 j CLOSE «1 



解 言 $0 



—フ アイ ル *'ふ 1 の ファイル を クローズ しま 

す。 



ファイル 番号で 指定した ファイルの 終了 処理 （クローズ） を 行います。 力 ンマ （，） で | メ: 切つ 
て * ベて、 » 数の ファイル を 指定す る ことができます。 

ファイル 番号 を？? 略す ると、 その 時点で オーブン している すべての フ アイ ルを クローズ 
します。 また、 この * 介 は ハードディスク ドライブの 磁乂 ヘッドの リ トラ ク 卜が 行われ 
ます。 

クローズ すると、 ファイルと ファイル ft ひの 間 係が 切り離され、 その ファイル り-を 別 
のフ アイ ルのフ ァ ィ ル » りと して 指定で きます。 

フ アイ ルを 出力 モー ドで才 一ブン していた 坳 介 は、 フ アイ ルバブ ファに 残って いる デー 
タを ファイルに 出力し ます。 

CLOSE 文の ほ 力、、 END, NEW 文お よび RUN, LOAD 文で も ファイル を クローズ します。 
STOP 文 あるいは END 文な しで プログラムの K 終 行に^ り、 プログラムの^ 行が 終 r 
した W 介 は、 ファイルの クローズ は 行いません。 



[# 照〕 OPEN (フ- パイルの オーブン） 



CLOSE 乙 3 



【シ一 • エル' エス/ ク リア • スクリーン】 

CLcar screen 

園 S(screen) を 消去 （clear) する こと 《 



0» 宵き〕 画面の 文字 や グラフィック を 消去し ます。 



r» 式つ cls [機能] 



使用例 ） cls 3 —テキス ト Wifii と グラフ ィ ック rtifti を 消ぶ-し 

ます。 



解 説 J • 機能で fi^ii した を ii'i ぶ し ま す。 

• 機能 は I から 3 までの 数 W( を ifi 定 します o 1 ?? 略した 場^ は 1 を 指^した ことにな り ます。 



機 能 


ft 味 


1 (省略時) 


テキスト ま 而 を 消去し ます。 テキス ト Wffli が 13 黒 モー ドで 文字が リバ 一 
ス モードに なって いる 場合 は、 麵 は 白く な り ま す。 


2 


グラフィック Wiffl を 消去し ます。 カラー モードの * 合 は、 ffJ;t 色で 消去 
します。 


3 


テキス トゅ iifd と グラフ ィ ッ ク麵面 を 消去し ます。 



• テキス ト画 ifii の 消去 «两 は、 CONSOLE 义で^ 'ぶした スクロール^ リ H 内です。 

• グラフ イツ ク I 由 hfii の は、 view 文で S'/U した ビュー ボー ト 内です。 

• グラフ ィ ック蘭 ifii の 消去 を 行った 場合、 お 終お 照 * 樣は ビュー ポー ト のん: 上の 点に 移り 

ます 0 

• ( CLR ] キー は テキスト i*iifd を 消ぶ します。 
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CLS 



ステートメント 



COLOR 1 

■ 氣 


【カラー】 

COLOR 
色の 息睐。 


\m m) 表示す る 文字の 色、 画面の 色 


、 グラフィック 画面で 使用で きる 色の 設定 を 行います。 


【書式） COLOR [[文字の 色] [， [背景 色] [， [境界 色] [， [前景 色] し 

[カラー モード]]]]]] 


1 使用例〕 COLOR 4 . 7 . 5 


—文字の 色 を 緑、 ffS 色 を 白、 グラフ ィ ック 
の 描 Ift'fe を 水色に します。 



[解 説] • 文字の 色 は、 テキスト 凼曲' に^ 示す る 文卞の 色です。 テキスト 凼面 が カラー モード か a 

m モー ド かによ り 機能が K. なります。 



文字の 色 


カラー モー ド （文字の 色） 


白黒 モード (文字の 機能） 


0 


黑 


ノーマル （通 の 表示） 


1 


育 


ヒ ドン （表示し ない） 


2 


赤 


ブ リンク （点 械 ぉポ) 


3 


紫 


ヒ ドン 


4 


緣 


リバース （反転 表示） 


5 


水色 


リバース ヒ ドン （反転 無 表示） 


6 


黄色 


リバース ブ リンク （反お 点滅 表示） 


7 


白 


リバース ヒ ドン 



カラー モード、 白； M モードの 指定 は CONSOLE 文で 行います。 テキスト ゆ ilfii の文卞 の 色 
は、 この 文字の 色に よって 決定し、 COLOR 文で 指定す るパ レツ ト番 -り-と は 無|« 係です。 

• 背景 色 （バッ クグ ラン ド カラー） に はパ レツ ト番^ で、 グラフ イツ ク Wifii の rfK の 色 を 指 

定 します。 cls 文で グラフ ィ ッ ク »r 面の 消去 をす ると、 この 色で i 由 「面 を^り つぶします。 
• 境界 色 （ボ一 ダ一 カラ一） は 標準 ディスプレイ を 接 絞して いると き だけ «： 味 を 持ちます。 

ディスプレイの 全 領域のう ち、 bask; の 使用し ない ffj 域の 色 を、 カラ —コード （パレ ッ 

ト * り-ではない） で 指定し ます。 离解像 ディ ス ブレイ を接統 している とき は 《 略します。 



COLOR 1 25 



• 前 景色 （フォア グランド カラー） にはバ レツ ト淞リ で、 グラフィック i 由 iifii に^ゃ 線 を 描く 
ときに 用いる 色 を 指定し ます。 グラフィック 関 係の 命令 を实 行す る 際、 色の 指定 をお 略 

すると、 ifty: 色で 描 is します。 




ディスプレイ 面面 



• 刀 フー モード は、 グラフィック N までお^す る の ff ぼ | を、 0 から 2 の钕侦 で 桁^し ま 
す。 グラフィック rtlfti を カラ一 モードに する に は、 SCREEN 义 を'； i 行し ます。 また、 
W ( J6 色屮 8fc モード、 または^ 96 色屮 16 色 モード を 使うた めに は 本 休の ディ ッ ブス イツ 

十 s\n-8 を on にしてから bask; を 動し ます。 



カラー モー ド 


.0: 味 


0 


8 色屮 8fc モ一 ド （81W の パレ ッ 卜に 8ti を对^ づける モ一 ド） 




40%Cl 巾 8 色モ— ド （8 個の パ レツ トに 4096 色 中の 8 ^ を对^ づける モード） 


2 1 


4096 色 中 16 色 モー ド U61W のパ レツ 卜に 4096fc 中の 16 色 を 対応 づける モー ド） 



& モードに おける パ レツ 卜と カラ 一コードの》 れ づけ は、 O) し OR 义で 行います。 また 
カラー モードの,! 3： 定が W り わると、 カラー コードと パ レツ トの な お づけ は 初朋 化され 
ます WKflifi おに ついては COLOR 2 交 を 参照して ください 0 



COLOR (力，， パレ プ トの 桁^) 
COI.OR(« (お ホ义' の 色の' お Oi) 
CONSOLE (テキス ト WW の モー ド^^) 
SCKKEN (グラフ ィ ッ ク麵而 のモ— 卜ず ぶ) 



ステー 卜 メン卜 



COLOR 2 


置 _ ■ 

【カフ 一】 

COLOR 
色の; 8 味。 


I m BeJ カフ 一 J 一 卜と ノヾレ 


ッ 卜の 対応 づけ を仃 います。 


1 害 coior r= り 


ヽ。 レツ 卜 番号， カラー コー ド)] 


( 使用例 1 COLOR 

COLOR=(2,4) 


—カラー コードと パ レツ トの J 'ナ応 づけ を 初期 

化します。 

—パレ プ ト 2 に 4(») を 対応 づけます o 



「解 説つ • 桁定 した パレット 番号に、 指定した カラー コード を吋応 づけます。 グラフィック |«] 係の 



命令で 描 iii 色の 指定 を 行う 場合 は、 W 接 カラー コード を 指定す るので はなく パ レツ ト ft 
号 を侑定 する ことになります。 
• パレット 番号 は、 パレットに 付けた 番 ゆで、 カラ一 モードの 連い により 指^で きる 範 iffl 
が K なります。 



カラー モー ド 


指定 ewi 


8 色 モード 




4096 色 中 8 色 モー ド 


0 から 7 


4096 色 中 16 色 モー ド 


0 から は 



• カラ一 コード は、 'お 際に * 示す る 色 を衔定 する もので、 8 色 モードと 4096 色 モードで^ 
定 方法が 異なります。 
8 色 モード 



n 


0 


i 


2 


3 


4 


5 1 


6 


7 


色 


m 


n 


'ん、 


紫 


u 


水色 


貧 色 


白 



4096 色 中 8 色 モー ド • 4096 色 中 16 色 モー ド 

カラ— コ―ド を、 光の 3 K (色 (赤 '緑' 靑) の 混ぜ合わせる 量 (輝度） によって 表現し ます。 
赤、 綠、 靑は、 それぞれ 16 段陪の « 度 を 表現す るする ことができ、 3 色、 16 段 PS の咪 度 
を 組み合わせる ことによって 40% 色 を 表現す る ことができます。 

(赤の 16 埤度） X (緑の 16» 度） X (青の 16 揮 度） =4096 色 
カラ 一コード は 0 から F ま での 16 進数 3 桁で 表 します。 

カラー コー K=&hdCCD 

' #の« 度 （0〜F) 

赤の 輝度 （ 0 〜 F ) 

緑の 揮 度 （ 0 ~ F ) 

0 は その 色がない こと を 意味し、 F は g も 明るい 色になります。 

輝度 |— 0 

| 暗い 

COLOR 2 乙 7 




赤、 U、 W の 組み 介 わせで 表現され る 基本的な 色の 閱係は 次のようになります。 




* カラー コ一 ドは 10 進数で X 现 する こと もで きます が、 16 進数で * した ほうが わかり やすいく なり ま 
す o 

• パレット 番号、 カラー コ一ド を？? 略す ると、 パレットより'、 カラー コードの IKJ 係 を 次の 

ように 初期化し ます （bask: 起動時の, 没 定) 0 



\ iWifii モー ド 










パ レツ ト 番号 \ 


8 色 モー ド 


4096 色 中 • 8 色 モード 


4096 色 中 • 16 色 モー ド 


0 


0(ffi) 


&議0 (思） 


&HOOO(ffi) ' 




1 


1 (#) 


&HOOF(ff) 


&画 ト、 （W) 




2 




&HOFO(*) 


&HOFO(*) 




3 


3 (紫） | 


&賺ト 、（紫） 


&HOFF (紫） 


明 


4 




&HFOO (綠） 


&HFOO (な） 


る 

い 


5 


5 (水色） 


&HFOF (水色） 


&HFOF (水 fc) 




6 1 


6 (お 色） 


&HFFO (お 色） I 


&HFFO (黄 tt) 




7 


7 (白） 


&HFFF(l'l) 


&HFFF (白） ^ 




8 






&H777(W 色） 




9 






&議 A(Vf) 




10 






&隱0(*) 


昧 


11 






&HOAA (紫） 


12 






&HAO0 (緑） 


し、 


13 






&HAOA (水色） 




14 






&HAAO(ffi 色） 




15 






&HAAA(l'l) ^ 





は 指定 不可 



[参 照〕 CO し OR 1 (カラ —モー ドの 指定） 

SCRREN (カラ— モ— ドの 設定） 

注意： 4096 色 中 8 色 モー ド および 40% 色 中 16 色モ— ドで アナログ RGB ディスプレイ を 接 
« していない 場合に は 指定 どおりの 色 は 表示で きません。 
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ステー 卜メ 



ノ 



COLOR® 



【カラー • アツ 卜 マーク】 

COLOR® 

画面 上の 文字に 色 や 機能 を 付ける こと 



C 



機 能] すでに テキス 卜 画面に 表示して いる 文字の 色 を 変えたり、 表示 状態 を 変えます 



o 




使用例 COLOR@(0， 0) — （39， 12)， 4 



—画面の 上から 13 行 目の 40 桁までに 表示して 
いる 文字 を 緑色に 変えます。 



解 説 



キャラクタ ゅ標 で桁定 した 2 点 (X1, Y1)、 （X2， Y2) を Wft とする IWft 形 内に 表示して 
いる 文字の 状態 を、 文字の 色で 指定した 状態に 変えます。 

指定した 領域 内に、 何も 表示がない 場合 は 何の 効果 もありません。 
文字の 色の 機能 は、 テキスト Wifii の モー ド （カラー モー ドか 白黒 モー ド 力、） によって W- な 
ります。 それぞれの モ―ド における ffi 能 は、 COLORi 文 を 参照して ください。 文字の 色 
を^ 略した 埸 介 は 7 を 指定した ことになります。 

COLOR® 文 実行 後に、 桁 定範 Iffl 内に 新しく 冉 いた 文字 は 何の 影 糠 も' 5： けません。 め: 前 
に * 行 した COLOR 文で 指^した 文字の 色で * 示 します。 



〔参 



J COLORi (文字の 色の 指定） 

CONSOLE (テキス ト幽' 曲' のモ— ド桁定 ） 



プログラム 例 



100 ' COLOR* 

M0 • ― 文 宇に 色 を ，る -" 
120 CONSOLE ,,,1 
1 30 CLS 

140 FOR 1=0 TO 16 

150 PRINT "PERSONAL COMPUTER' 

160 NEXT 

170 C=0 

J80 FOR 1=0 TO 16 

190 C=C MOD 8 

200 COLORd(0,0) - （ I , I) ,C 

210 C=C* 1 ： FOR W=l TO 100 

220 NEXT ： GOTO 180 



NEXT 
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ステー 卜 メン卜 



【コム • ストップ】 



COM ON にお 
COM OFF 
COM STOP 



コミュニケーション は 通 ほ を 意味す る。 これから 通 はに 朋 する 
制御 を むつこと。 



ra 用き j ) com on —割 り 込み 処理 ル 一チン を^ 行 し ま す。 

COM OFF り 込み 処理 ルーチンの * 行 を ^ト. します。 

COM STOP — M り 込み 処现 ルーチンの^ 行 を^ |に します。 



L1_J»J 線より データ を受 u したと きに * 行す る; w り 込み 処 ルーチンの 制御 を 行い ま 

す。 この 命令 を' 大: 行す る 前 に ilfifiiM 狳を オーブン していなければ いけません。 

• m り 込み 処^ ル 一 チン は ON COM GOSUB 文で' します 

• 回線 番兮は 次の? i 仏で ぉヒ し、 《 略した はすべ ての iiflUM 線が 対象になります。 



回線 番サ 


通侰 回線 


1 


内蔵 RS-232C インターフェイス 


2 


拡張 RS-232C インター フユ イス 1 


3 


拡張 RS-232C インターフェイス 2 



•COM ON は; W り 込み 処理 ルーチンの ^行 を, it- 町し ます。 この 命令 を * 行 後 は、 データ 

を^ fii すると ON COM GOSUB 文で 定^した ffl り 込み 処理 ル一チ ン を ^行 します。 
•COM OFFLt;W り 込み 処 ル— チンの' 太: 行 を 禁止し ます。 この 命令 を^ 行 後 は、 デー 

タ を'; H,f しても M り 込み 処理 ルーチン を * 行 しません。 ま た 殳 化デ一 タ の 受^ バ ッファ 
への iiiiffi も 行いません。 

•COM STOP は 割り込み 処理 ル— チンの^ 行 を 止します。 この 命令 を^ 行 後 は、 デー 
夕 を 受^しても 割り込み 処现 ルーチン は^ 行し ません。 ただし、 殳 ^データ は 記 悅 して 
おり、 その後 COM ON を' お 行す ると ただちに 割り込み 処理 ルーチン を^ 行し ます。 
• プログラムの 実行 を 終了 するとき は、 COM OFF を * 行して ください。 
• ON COM GOSUB 文で 指定 した 割 り 込み 処理 ルーチン' 太 行中 は、 门 動的に 割 り 込み 停止 
状態になります。 



[参 照 J ON COM (通^ |"1 線に よる 割り込み 処理 ルーチンの 定義) 



通信 回線に よる 割り込み 処理 ルーチンの 寞行を 許可、 禁止、 停止し ます。 



害 ま] COM [(回線 番号)] 
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ステー 卜 メント 



き 漏き ■ I 1 

COMMON 


【コモン】 

COMMON 

共同の、 公共のと いう 意味から、 異なった プログラムの 間に、 
共通の 変 ft を 持つ こと。 


[mm] 実行中の プログラムから、 c ト 


IAIN 文で 実行す る プログラムに 変数 を 引き渡します。 


[9 ま j COMMON 変数 名 [し 変数 名] • • •] | 



immm I 100 COMMON A, BS， C( ) —変数 A, B$. 配列 C の 使 を そのまま、 ブ 

： ログ ラム PROG に 渡します。 

2560 CHAIN "PROG" 



厂 解 説 ] • 変 数名に 指定した 変数 を、 CHAIN 文で 突 行す る プログラムに 引き渡します。 変数 は、 

カンマ （， ） で R 切 つて 必要な 数 だけ * ベ ま す。 

列 変数 を 指定 するとき は 変数 名の 後ろに かっこ （ ） を 付け加えます。 また、 引き渡す 
プログラム 中で fid 列の n は （DIM 义） を 行う 必要 はあり ません。 
•COMMON 文 は 非 ^行文で あり、 プログラム 中の どの 行に (« いても 構いません。 し 力、 し、 

プログラムの 初に 記述した 方が わかりやすく なり ます。 
•COMMON 文 は、 一つの プログラム 中で いくつで も 使う ことができ ますが、 変数 名 を) 

祓 して ffi 定 する こと はでき ません。 
• COMMON 文で 衔定 した 変数に 一度 も 代人 を 行わない と CHAIN 文 を * 行中に Illegal 

function call (違法 W 数 呼び出い エラーになります。 
•COMMON 文 は 変数 を 一つず っ街定 します 力 f 、 CHAIN 文で ALL 指定 を すれば、 すべて 

の' お数 を 引き渡す ことができます。 



参 照， CHAIN (プロ グラム を^み 込んで^ 行) 
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CONSOLE 



【コンソール】 



CONSOLE 

制御 装 》 の 意味から じて テキス 卜 画面の モー ド を投定 する こ 

と o 



1» ： テキスト 画面の 種々 の モード を 設定し ます 



o 



* ^"1 CONSOLE [スクロール 開始 行] [， [スクロール 行数] [， 

[ファンクション キ 一表示] [， [表示 モー 



體例 CONSOLE 0,24, 1 . 0 



解 説 J 



ロール と し、 ファ 

ン クシ ヨン キー を^ ポし、 r にお モードに, is 
^します。 



スクロール 開始 行、 スクロール 行数 は、 Wifti の スクロール 範 l»H を^'/ Ji します。 ス クロー 

ル 開始 行はキ ャラク タ * 標の 行の 位 ft を桁定 し ま す 0 CLS 文の テキス ト 園 ifii の ク リア は、 
この KliH 內を消 ぶします。 

ファンクションキー 表示 は、 Wifti の fti 下行の フ アンク ショ ン キーの^ ポの^ 無 を 桁 'ぶし 



ます。 




0 


ファンク ショ ンキ 一を^;^ しな レリ 




I 


フ'/ ン クシ ョ ン キー を^ ボ する。 


• 表示モ 


ードは テキス ト W 面の 白 SR/ カラー モー 




0 


I 白 SB モ— ド 




1 1 


丄 

屮 
1 



o 



bask: 起動 凼 後の 



うにな つてい ます 



o 



CONSOLE 0, 24， 

U 



0 

I ~ モー ド 

ファンクション キ一 衣 小 * 

—— m ぬソき 体 を スクロール^^ とする 

(20 行^ 示の )«• 介 は 0, 19) 



{ 



照 



COLOR 1 (^示す る 文字の 色） 

SCREEN (グラフ ィ フク のモ一 ド^ 定） 
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CONT 



【コント/コンテ ィ ニュー】 

CONTinue 

« ける 、継続す るの 息 味から プログラムの 実行 を; 



c 



[機能， 



キー を 押したり STOP 文 を 実行して 中断した プログラムの、 実行 を 再開し ます 



o 



害 ま] CONT 



「使用例 ] CONT 



—中断して いた プログラムの 实行を しま 
す。 



「解 説 J • プログラムの 突 行 を 「 STOP") キー （ 「 CTRL )+ [ C ") ) の 人力、 あるいは STOP 

文に より 中断した 後、 ダイレクト モー ドで CONT を 入力す ると 实行を 再問 する ことが 
できます。 

• プログラムの^ 行 は、 中断した 行の 次の 行から が 問し ます。 INPUT 文芡 行中に 中断し 
た 場合 は、 INPUT 文の 実行から 再開し ます。 

• プログラムの^ 行 を 中断して、 ダイレクト モードで 変数の 侦 を^べ たり、 変 ui したりす 
る ことができます。 

• ただし、 中断して いる (Hi に プログラム を 修正す ると、 CONT コ マン ドを^ 行しても、 
Can'tomtimie (継 絞不 Wflfe) エラ一 となり、 実行 を WW する こと はでき ません。 



厂 参 照 こ END (プログラムの 実行の 終了） 

STOP (プログラム の « 行の 停止） 
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ステー 卜 メン卜 




COPY 



【コピー】 

COPY 

複写の 意味。 Si 面の ハードコピー を 行う こと, 





画面の ハー 


ド コピー (画面の 表示 を そのまま プリンタに 出力） を 行います。 


1 害 式 1 


COPY 


[機能] 


I 用例 I 


COPY 2 


—グラフィック を 出力 します。 



〔解 説） 



• 機能に〗 から 5 までの 数侦を 桁^し、 ！ 由 油-の ハードコピーの 範 y H を 指^します。 こ 
能の 内容 は、 メモリ スィッチ SW6-4 の^^ ハードコピー 機能の 拡张) によって が 
なります。 

• 機能 を 《 略す ると 3 を 指定し た ことになります。 
• メ モリス イツ チ SW6-4 が 0 の 場合 



2 



3 



テキス ト Wifti のみの ハー ドコ ビー を 行います。 



ダラ フィ ック Biiii のみの ハー ドコ ビー を 行います。 



テキス トゅ mi と グラフィック 画面 を 重ね合わせ モ ハードコピー を 行います 

ァ ヤス ト Nifti の 文字 は、 プリンタ の印卞 体に なります 

ードの Jft 介に グラフィック 場面 を^ ^縮小して ハードコピー を 行 

レ、 ま 4 o 



5 



ffi* ，二 ドの垛 合に グラフ ィプ ク圈面 をみ 方^に 縮小して、 テキス 

二 r (ね 介 わせて ハ一 ドコ ビー を 行います。 



ド時に 《 能 4 または 5 を 指定 した 場 介 は それぞれ 饧能 2 と 3 と 
「 ツチ SW6-4 が〗 （画面 ハードコピー 機能の 拡張) の 場合 



2 



& 國味 

テキス ト陶 ifti のみの ハー ドコ ビ一 を 行い * + 



3 



2 フ に- 鬥のみ i'T '力 します。 カラー コピ-の 坳介 は、 ^を 反 おし 
ト コ ビー を 行います。 



5 



で ナス ト enw と グラフ ィ -ノク 幽' 山 i を, t (ね 介 わせて ハードコピー を 行い * す 
:=スニ！；？^ 文?: は. ビット イメージで 出力し ます。 * カラ -コピ-の な' 

な は、 ト卩ぉ を bc fe して 出力し ます „ ， 

グフ フィック 幽而 のみの ハード コビ一 を 行い 主す- ,^^K/ t ,, t w 



1^ ト翻 W と グラフ ィ フク 囿!《 を) R ね-わせて ハー ドコ ビー を 行います。 |Vf! を 

汷 おしません。 テキスト I 麵 i の ビッ ト イメージで 出力し ます 



* 



照 



* - 厂キ スト W ^力 モー ドで: を fefe^j;- して レ >る^、 m<D イメージと % な り ま す。 

カラ- コビ- は メモリ スィッチ SW5- 3 H にします 。 た だし 機 色 中 8 色 モードお よびお 色モ 

ド のとき は カラ 一コピー を^しても 白 黑コビ —になります。 

口 *^Disk BASK: ユーザーズ マニュアル 第 7 崁 プリンタ 
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COS 



【コ サイン】 



COS 

三角 M» の cos (余弦) の 息 味。 



C 



機 能〕 余弦 (コ サイン） を 計算し ます 




圆例 



PI » =3. 1 41 59265358979323846 
A=COS(30*PI#/180) 



30 £ の ^弦 を, i'tW します 



〔解 説〕 



( ) 内の 数式の 余弦 を ril-t): します。 の * 位 は ラジアンです。 ^ 度が IS で ひえられて 

いる tti 介 は、 ラジアンに' &換 する ためにが/ 180 を かけます。 

； r に は 次の ような W を 使 m すると K も M 度 の^い, を 行う ことができます。 
倍 W«t 《& (Pi# を " の W (を 持つ と します） 

PI#=3. 14159265358979323846 

ft 式が 倍精度 * 数のと き は、 IS 果も侑 精度で 針算 した 值に なります。 他の 埸合 は、 轉 
IS で 計算した 使になります。 



「参 照 1 ATN 《逆應 

SIN(lK 弦） 
TAN ぼ 接 > 

( プログラム 例 1 

1 00 1 COS I SIN 

no • --- sin. cos カープ を m く 一一 

1 20 SCREEN 2 
1 30 CLS 3 

140 n=3. 14 159 ： D=n/180 
1 50 MNE (0,50 卜 （3fi0,50» 
160 LOCATE 0,2 

170 PRINT "0 1/2 1 3/2 2 

180 FOR 1=0 TO 360 

190 S = SIN(I 拿！） » : C = COS( ItD) 

200 SY=CINT(50-St5O) 

210 CY=CINT(50-Ct50) 

220 PSET( I ,SY ) : PSEK I f CY) 

230 NEXT 
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CSNG 



【コンパ 一 ト • シングル】 

Convert iiNole 

単一のと いう 意味の single から 単 《 度、 すなわち 単 《 度に 変 
換 （convert) する こと。 



[機能) 整数、 倍精度 実数 を 単 《 度 実数に 変換し ます。 



1* 式， CSNG (数式） 

LlMiU A$=STR$(CSNG (A#)) —A it の 倘 を 度の 桁 数で 文字列に しま 

す。 



I ft» 5 兑 1 •( ) 内の 数式の 侦を^ 精度 灾 数に 変換し ます。 このと き、 ^ 効 桁 数 を 超えて いる 部分 は 

丸めます。 また 変換の 結 *、 ^精度 * 数で 表わす ことので きる 範州を 超えた 坳介は 0V 

(桁 あふれ) エラーになります。 

• CSNG 1«] 数 は、 数 を 有効 桁が 2 進数で 24 桁の 度灾 数に 変換 します。 

• 度 ^数へ 代入 するとき や、 ステー ト メ ン トゃ |«] 数が パラ メータと してや. ffiift: ^数 を 

変 求して いる ときには 自動的に * 精度への W 変換 を 行います。 Al=3042.1545452# と AI 
-CSNG(3042.1545452#) の 結 * は |"1 じになります。 



参 照 1 数に 変換） 

CDBL (倍 数に 変換) 
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CSRLIN 



【カーソル • ライン】 

CurSoR LINe 

line は 行の こと。 したがって 力一ソル (cursor) の 行 位 »。 



w~m } 画面 上の カーソルの 行 位置 を キャラクタ 座標で 与えます。 



「害 式） CSRLIN 



使用例 



A=CSRLIN 



—A に 現在の 力— ソルの ある Y 8*: 標の侬 を 代 
入し ます。 



「解 説 J • カーソルの ある 行 を キャラクタ^ 襟の Y 座標で^ えます。 

• カーソルの 桁 位^ を 知る に は、 POSIW 数 を 用います。 



参 



POS (カーソルの 桁 位 i ほ を^べ る) 



r プログラム 例〕 



100 * CRRI-IN 

no ' —― カーソルの 位 靄 を 知る 

120 CONSOLE 0,25, し 0 ： CLS 

130 FOR Y=4 了 0 M 
140 GOSUn tART 

150 NEXT Y 

160 FOR Y=14 TO 4 STFP -1 

170 GOSUB »ART 

180 NEXT Y 



200 ま ART 

210 LOCATE 10， 



230 
240 
250 
260 



： PRINT "EPSON 



LOCATE 40. 10 ： PRINT "CURSOR ュ I Nl? 
FOR 1=0 TO 300 : NEXT I 
LOCATE 10,Y ： PRINT •• 



== 10 ,";t 
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CVI 

CVS 
CVD 



【シ— 
【シー 
【シー 



ブイ 
ブイ 
ブイ 



アイ】 

エス】 

'ィ】 



Concert to Integcr/^inglc/Double 

それぞれ 整数 (integer^ 単 W 度 実数 (single), 倍 《 度 実数 

(double) に 変換 (convert) します。 



( 機 能〕 数储の 内部 コー ドの 形式 を 持った 文字列 を、 実際の 数値 データに 変換し ます 



o 



* ま ) CVI(2 バイ 卜の 文字列） 
CVS(4 バイ 卜の 文字列） 
' 卜の 文字列) 



「使咖 つ 八。 ぶ- cvi (ほ） 

B!=CVS(S$) 
C#=CVD(D$) 



— 1$ を « 数に^ 換 

— S$ を 中. Wffi'iiSE に' &换 



「解 脱 



MKI$、 MKS$、 MKD$|»1 数に よって、 内 》 形式の 文字列に ま換 した 数値 を、 もとの 数 做 
の データに 変換し ます。 



数^の ゆ | ScW (—文字列の iiy 数 


文'？: 列— 数 の 


文字列の K さ 


整数 


MKI$ 


CVI 


2 バイ ト 


* 精度 実数 


MKS$ 


CVS 


4 バイ ト 


は-も ぶ 数 


MKD$ | 


CVD 


8 バイト 



参 照] MK はん MKS$/MKD$ (数侦 から 文字列への 変換） 

日本お Disk BASK: ユーザーズ マニュアル mi な データの 內 SI; 構造 
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ステー トメ ン卜 



DATA 



【データ】 



DATA 

データと いう 息 味から プログラム 中に データ を 定義す る こと, 



能 1 READ 文で 铳み 出す、 文字 データ '数慷 データ を 定義し ます。 




D 



1 使用例 ] DATA ABC, 100, DEF, 200 



—READ 文で ABC から 順に 説み 出 します 



o 



し 解— 説〕 



•DATA 文に^ けて、 数 《 定数' 文字 定数 を カンマ (，） で 区切って 並べます。 

• 数値 定数 は、 整数 (10 進数 表記、 16 進数 表記、 8 進数 表記)、 固定 小数点 表記、 指数 小数 

点 衣, にの どの 形式で も 使用で きます。 ただし、 10*20 などのお 数式 は 使用で きません。 
• 文字 定数に、 カンマし）、 コロン （：） や 先頒に 意味の ある 空白が ある 場合 は、 文ネ 定数 

を 二重 引用符 （ " ） で 囲んで 指定し ます。 
•READ 文 は、 DATA 文で 定義した 定数 を 顺次统 み 出します。 このと き、 数 侦 変数に 文 

字 データ を^み 込もうと すると、 Syntax error (構文の^り） エラ一 になります。 文字 変 

数に 数 W 定数 を说み 込む と、 说み 込んだ データ は 文字 データと して 扱われます。 

•READ 文で^ み 出す DATA 文の 行 は、 RESTORE 文で 指定し ます。 RESTORE 文の ffi 定 
がない 場 介、 プログラムの 初に 現れる データから 说み 出します。 



： 参 



READ (データ の^み 出し） 

RESTORE (ぶみ だす DATA 文の 行の 指定) 



プログラム 例〕 



100 1 DATA ノ READ / RESTORE 

MO • -" データ を 定義して 《 み 出す - 

120 RESTORE 230 

130 READ M$,D« P Y$ 
140 PRINT M 拿， D 意， Y» 
150 ' 

160 RESTORE 
170 READ A，B,C,D,E,F 
180 PRINT A,B，C 
190 PRINT D，E,F 
200 END 

210 DATA 06,05, 1987 
220 DATA 07,10,1987 
230 DATA 月， B, 年 



RUN 

月 

6 

OK 



B 



10 



年 



■ - 
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DATES 



【デート • ダラー】 



DATE 
日付の こと。 



し 機 能 ] 日付 を 設定したり、 現在の 日付の 読み出したり します。 



「書 式) DATES 

DATE$= "年/月/日 



J PRINT DATES — JJift の U 付 を S 不 します。 

DATE$="87 ハ 2/19" 在の 日付 をお 定 します。 



解 説〕 



レ ン ダ時 iit に 次の 形式で 日付 を^ 定 します。 

DATE$="Y Y/MM/D D" ― 



日 ： 00-31 
• 月 ： 00-12 
年 ： 00-99 



年 は ゆ W の 下二桁です。 パ、 II の^ 定で 1 から 9 までの 数侦 の坳合 は、 0 を 袖って、 01 
から 09 の 形式で 桁 '4£ します。 

カレンダ 時計の 日付 を 8 文字の 文字列と して' j えます。 ^えられる 文卞 列の 形式 は、 II 
付 を^ 定する 形式と 1"1 じです。 



「参 照， 'HMKSW 刻の^^ • 说み 出し) 
[プログラム 例 j 



100 r DATE$ / TIME$ 

MO ' ― Bf ォと畤 《fl をは定 する ― 

120 HUNT "今日の 日付 は-; DATBt:" です • 一 

130 INPUT "EH ォを 人力して ください • YY/MM ハ) D - ； DT* 

MO DATK$ = DTS 

150 PRINT "現在の 畤 M は"； TIME$; "てす • •• 

160 INPUT を 入力して ください • 》»I:MM:SS "； TM> 

170 TIME$=TMS 



40 DATES 



ステー 卜 メン卜 



DEF FN 



【デ ファイン • ファンクション】 

DEFine FuNction 

W»(Umction) を 定義 (define) する こ と。 



「機 能】 ユーザ一 関数 を 定義し ます 



O 



9 ^) DEF FN 名前 [(引数 [， 引数] 



)] = 関数の 定義 式 



D 



100 DEFFNTRI(X, Y)=X*Y/2 
200 PRINT FNTRI(12.5， 7.3) 



閱 数ト、 NTR1(X, Y)=X*Y/2 をお 教 します 
L 12.5X7.3 
2 



を 計算し ます 




FN 名前と いう |«1 数 を 定義し ます。 
変 ft 名 

M» 名 

引数 は、 数の 定義 式の 中での みィ i- 効な 変数 名です。 プログラム 中に 问じ 名前の 変数 を 
使用しても^ 響 を 及ぼしません。 

M 数の 定義 式 は、 その 1«1 数の * 算の 内容 を, it! 述 した 式で、 プログラムの 1 行の 範1« 内で 
ffiiE します。 51 数で 指定した 変数 は、 IWK の 定義 式の 中の 変数に 纣応 します。 問 数の 定 
筏 式 中の それ 以外の 変数 は、 プログラム 中の 変数が 対応し ます。 
1«1 数 は 数 数、 文卞 l«J 数 いずれも 定義で きます が、 名前で 桁定 した 変数の 型と 閱 数の 
定莪 式で 計算した 結果の^ は一 致して いなければ なりません。 

で 始まる 文卞列 を * 数名と して は 使用で きません。 

»雑 な 118 数式 を 定^す ると、 * 行 時に Out of memory (メモリが 不足) エラ— になる こと 
が あ り ま す。 



プログラム 例 



100 ' DEF FN 

MO 三角形の 面積 ― 

120 ' 

1 30 DEF FNTRI (X,Y»=X»Y/2 
140 INPUT = *' ； W 

150 INPUT "高さ = ";H 
160 rRINT ： PRINT "i 
170 END 

RUN 

mm = ？ i2.5 

A さ = ? 7.4 



FNTRI (W, H) 



は 46.25 



OK 
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DEFINT 
DEFSNG 
DEFDBL 
DEFSTR 



【デフ アイ ン • ィ ンテ ジャ】 
【デ ファイン • シングル】 
【デ ファイン • ダブル】 
【デ ファイン • ス卜 リング】 

DEFine INTeger/SiNGIe/DouB し e/STRing 

整数 (integer), 単 《ft 実 》(sing le )、 ft 精度 案 数 (double) 

文字 (sWng) の髮を SS(define) する。 



「機 能) 変数の 型 を 宣言し ます 



0 



(害 式"] 


DEFINT 


英字 


[， 英字] • • • 




DEFSNG 




一英 字 




DEFDBL 








DEFSTR 







mm 



DEFINT A, Z 



DEFSNG A -Z 



— A, Z で 始まる 変数お を 持つ 変数 は 軟敉が 
変数です。 

—すべての 変数 は. 中. w 度 ^変数です。 



m 説〕 



、 指定した 型に^' ぶします。 



*8« した; 

^数' W ： DEFINT 
咻 精度 « ： DEFSNG 
fft 讀' W ： DEFDBL 
X-PV. ： DEFSTR 

英字 は、 A から Z までの アルファべ ッ トカ、 ら 1 文' を 桁^し ます。 英字 を カンマし） で 
【ズ: W つて ベた 《5 介 は、 その— #: ベた 英字 を 指定した ことになります。 また ハイフン （-) 

でつ なげる と、 その i»i のす ベての 英字 を ^定 した こと にな ります。 

これらの a 宜 © より、 «宣 雷 文字 (％、 ！、 #、 $) による a 宣 s が疫 先し ます。 また、 い 
ずれの 雷 も 行って いない 変数 は 単精度 s になり ます。 



「参 照， %、 ！、 #、 S(M:,'i: け 文 ひ:) 
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ステー 卜 メン卜 



DEF SEG 



I デ ファイン • セグメ ン 

DEFine SEument 

セグメント （segment) を 定義 (define) します。 



機 m 直接 メモリの アドレス を 指定す る 命令の、 セグメント アドレス を 定義し ます 



o 



D 



[省 式] DEFSEG [= アドレス] 



[ 使用例 J DEF SEG=&H8I 



—セグメント ァ ドレス を &H8000 に 設定し 

ます。 



解 説 



接 メモリの アドレス を 指定す る 命令の、 セグメント アドレス を 定義し ます。 このよう 
な 命令に は 次の ものが あ ります。 

BLOAD (機械 ^プロ グラムの ロード） 
BSAVE (機械, iS プログラムの セーブ） 
CALL (機械お プログラムの * 行） 
DEF USR (機 hUft プロ グラムの 定義） 
MON (モニタ W 能） 

PEEK (メモリから 1 バイ ト^み 出し） 
POKE (メモリへ 1 バイ 卜 ft さ 込み） 
これらの 命令で 指定す るァ ドレス は、 DEF SEG 文で 定莪 した アドレス （セ グメ ント アド 

レス） の オフ セッ ト アドレスになります。 て jm のァ ドレス は 次のように なり ます。 

例 DEF SEG=&H8000 …セ グ メント アドレス [E 回 

PRINT HEX $(PEEK(&H1234)) …才 フセッ ト アドレス + E El [E S 

* 際の ァ ドレス 8 12 3 4 

Pi-HK 1ぉ敉 で^み 出す メモリの ァ ドレス は &H81234 番地になります。 
• DEF と SEG の 間に はや ビ_1 を 1 つ 人れ ます。 

• アドレス を^ 略す ると CLEAR 文で 設定す る プログラム 領域で 指定した セグメ ント アド 
レス を 指定した ことになります。 



DEF SEG 4。 



ステ一 卜メニ 



ノ 



DEF USR 



【デ ファイン • ユーザー】 



DEFinc UScR 

ユーザーが 定義す る こと。 ユーザー 專 用の 機械 2S サブルーチン 
こと。 



能 」 機械 詰 サブルーチン を 定義し 開始 アドレス を 設定し ます。 




使用例 ] 100 DEF USR=0 —0* 地から 機械語 サブルーチン を; S^ii しま 

す。 

200 A=USR(5) —機械 >iS サブルーチン を灾 行し ます。 



[解 説] • 機械,; ft サ ブル 一チンの R) 始 アドレス を^ * します。 

は、 ^ 数の 機械,; ft サブルーチン を K 別す る もので、 0 から 9 までの 数 ひ: です。 した 
がって、 I"' 川 ふに の サブルーチン を 定^す る ことができます。 *v を？? 略した * 介 は 
0 を 桁' ぶした ことになります。 
• DEF USR 文で 定義 し た 機械, ift プロ グラム は USR IK] 数に よ り ^行 します。 
• 開始 アドレス は DEF SEG 文で' ぶ^した セグメ ン トァ ドレスの オフ セッ トァ ドレスで 
- す。 USRIia 数 を' お 行す る ri!f に I)EF SE (； 文に よ り セグメント ァ ドレス を^^ してお く必 
要が あります。 

(" 参 照 ) B し OAD (機械,; ff プログラムの ロー ド） 

CALL (機械, ifi プログラムの' 夫 行） 
DEF SEG (セ グメ ントァ ドレスの ^/ii) 
USK (機械, ift プロ グラムの^ 行） 

H^uftDiskBASK; リファレンス マニュアル 第 10iS 機械 ilft プログラム 



44 DEF USR 



DELETE 



【デリー 



DELETE 

削る、 削除す るの 意味。 プログラム を 削除す る こと。 



行 番号 を 指定して、 プログラム を 部分的に 削除し ます。 



「害 式， DELETE [始めの 行 番号] [一 終わりの 行 番号] 

[ ] DELETE 40-200 —10 わから 20U 行 を 削除し ます 



f 解 BM • 始めの 行番兮 から、 終わりの 行 番号まで を 削除し ます。 

• 始めの 行 番号と 終わりの 行 番号 は、 それぞれ 《 略 する ことができます。 《 略した 埸 介の、 

削除す る は 次のと お り です。 



人 


fill 除の 範 WI 


始めの 行 番号 一 終わ り の 行 番号 


始めの 行 * ひ から 終わ り の 行 * ひ ま で 


始めの 行 番号 


指定した 行の み 削除 


一 終わりの 行 *-ゅ 


プログラム のね 初から 終わりの 行^ ひまで 



• ピリオド （.） は、 直前に 参照した 行の 行 番号の 代り と して 使用で きます。 

• 指定した 終わりの 行 番号 を 持つ 行 カ*# 在し ない ときには、 Undefined line number (行 * 
ふが び 在し ない） エラーになります。 指定した 始めの 行 番号 を 持つ 行が^ ^しないと き 
は それより 人き い « 初の 行 *v を 桁^した ことになります。 



参 照 NEW (プログラム 令 体の 削除) 
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ステー 卜 メン卜 



DIM 




【ディメンション】 

DIMcnsion 

次兀. 容キ資 の 意味が te じて. S 列の 宣 S を 行う こと。 


I m BE ] 


K 列の 疋義 を仃 います。 




[害 式） 


DIM 変数 名 （添字の 最メ 


： 値 し 添字の 最大値] • • • ) 


( 使用例 i 


DIM し ％(100) 
DIM B$(50) 
DIM A(100, 100) 


— ^钕 や! 配列 を^^ します。 

—文卞 n?ftd 列 を^^し ます。 

—2 次元 K 列 をお 莪 します。 



し角舉 gfe i • 変 数名で^^ した' &敉を rtd タリ' &f!t と して 定^します。 



•( )w の 添字の 最大値の 倘& は、 ぉグリ の 次ん を^し ます。 2 次) t 以上の 配グ リ では、 m 

字 を カンマ (J で I？ (切って lft'>ii します。 

• 添字の 最大値 は、 指定で き る 添字の 大 き さ 示 し ま す。 添字の ft 小 德 は OPTION BASE 

文に よ り、 0 か 1 に 桁^す る ことができ ます。 指定した 《 小 做 や 《 人 他 を 超える 做 を 指 

g すると Subscript out of range (範囲 外の 添字) エラーに な ります。 

•dim 义で vr'i しなくても お 列' & 数と して 使 川す る ことができます。 ただし、 この ^ 介 

の^' のお 人 侦 は 10 になります。 

• ft! 列の 次ん は Ai 人 255、 '& 数の や. に よ る 添字の 最大値 は 次のと お り です。 

t?Sini および 文卞ゃ 16382 
'i^Wffi'^Sc^ 16382 
は W'fii' ぶ 数 *H 8190 

ただし、 これらの 倘は fti^mi 域の 大き さや、 文字列の^ さな どに よ り； |iij|;Ji を けます。 

• rti! 列 の filjf おに は ERASE 文 を 用います。 

厂 参 照 J ERASE(fti! 列' &钕の がび 求） 

OPTION BASE(^'?: の W 小 恥: の^' ぶ） 



46 膽 



ステートメント 



DRAW 



【卜-ロウ】 



DRAW 

線 を 引いて 0 形な ど を 描く こと。 



[機能) 作図 命令で 構成した 文字列に 従って、 E1 形 を 描きます。 




D 



MS1 



DRAW "R50D50L50U50" 



'右に 50、 下に 50、 左に 50、 上に 50 の 順にべ 
ンを 移動し 四 ft 形 を 描きます。 



解 o 



作図 命令 文字列で 指定した 図形 を 画面に 描きます。 

作 EI 命令 文字列 は 以下の 作図 命令に よって 構成す る 255 文字 以内の 文字列です。 

作図 命令に は 移動 命令、 移動 条件 を 設定す る もの、 変数 を 指定す る もの、 色 を 指定す る 

ものが あります。 

作図 命令 は、 アルファベット 1 文字 か、 さらに それに 対応す る 1 または 2 つの パラメ 一 
タで 構成し ます。 

バラ メータ はコ マン ドに する 数 《T>ii 数 または 数 ^変 》で す。 数 侦 定数に 指数 形式 を 
使 用 する こと はでき ません。 また ScW じ iiK を 16 進数^, ヒ する 垛介 は、 後ろに 必ず セミコ 

ロン （ ： ） を 付けて ください。 



作 M 命令 



命令の 機能 



Dpi (Down) 



Epl 



終 座標から 現 座標系の Y 袖の 正の 方向へ M 線 を 引きます。 ば 1 : 
線の 長さ は pl X 倍率です。 



S 終 座標から 現 座標 糸の X 袖の 正の 方向に 沿って p 1 X 倍率 
分、 Y 軸の 負の 方向に 沿って pl X 倍率 分 移動した 点 を 結ぶ 直 

線 を 引きます。 



XIS 



pl に は それぞれ 以下の ゆ は: 
系 を 0 から 3 ま での W (で 桁^ します。 



0 



X 



1 



Ax 



2 



Y 



X 



3 



Y 



X 



，' 



この 命令に よって 指定した ゅ標系 は、 DRAW 文の 作 M 命令に 
のみ 有効で、 ワール ドゅ標 は 変化 しません。 初期設定 は 0 です。 



B (Blank) 



移動 命令の 前に B を 指定す ると、 線 を 引かずに （ペン を 持ち 上 
げた 状態) 移動し ます。 



N (No transition) 移動 命令の 前に N を 指定す ると、 移動 命令の 位!?? まで 線 を 引き、 

その後. （0,0)の位9?まで^ 



* 7 Q 



座標 报定 移動 条件 
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作 M 命令 



Fpl 



Gpl 



Hpl 



Lpl (Left) 



命令の 機能 



；こ 沿って pi x 倍率- 

分、 Ytt の f! の 方^に 沿って pi X 倍^ 分 移動した 点 を 結ぶ^ 
線 を' JI きます。 



も i 終^ お から 現せ ^ 糸の X 袖の fi の 方向に 沿って p 1 X 倍-率 
分、 Y 袖の 正の 方向に 沿って pi X お^ 分移勑 した 点 を 結ぶ め: 
線 を 引きます 《 



hi 終 座 標 か ら 現 座 標 糸の X 袖の 正 の 方 | ら J に 沿って p 1 X 倍 率 

分、 Y 袖の 1ト: の 方 ドリに 沿って pi Xi?f-: お 分 移動した 点 を枯 ぶめ: 
線 を' JI きます。 



«' 終 ゆ 標 から 现ゅ 標 系の x 軸の n の 方^へ め: 線 を 引きます 

練の K さは pi X 倍率です 《 



o 



Rpl (Right) 



fi 終 から fli* 標 系の X« の 正の 方向へ ife: 線 を 引きます 0 め: 

線のお さは pi xff;-' 卞 です。 



Upl fi; P ) 



お 終痰標 から 現 座標系の Y 袖の 負の 方向へ 罫線を引きます。 U 

I さは pi X 佑 串です。 



HUT:: 系の 指^が 0 の i« 介の 例 ： 




pi X 倍率 



Mpl. p2 (Move 



Qpl. 1)2 



Wpl, p2 



Ai 終 ゆ: fS: から ヮ一ル ド H*:ffi 系の （ P 1 . p 2 ) ま でめ: 線 を' j| き ま 

す。 



お 終 ffifil から 現 * 標 系の X 輪の 正の 方向に 沿って p 1 X 侬率 
分、 Y 輪の 正の 方向に 沿って pi X 倍 串 分 移動した 点 を 結ぶ 直 
線 を 対 化綵 と す る K 力 形を描 き ま す。 



お 終 W.fil から 圾麼標 系の X 輪の 正の 方向に 沿って p I X 倍率 
分、 V 輪の 正の 方 肉に 沿って p2X 率 分 移動 し た 点 を 粘ぶ ま: 
線 を' JI きます。 



Spl (Scale) 



移! I* 命令の 距離 を 桁 定 し たは-中- p 1 で 拡大 ま た は 縮小 し て 描 き 
ます。 pi は 0 より 大きい 倘: でなければ なりません。 初朋侦 は 
1 です。 



P [pi] (Paint) 



fti 終^ 標を 含み、 pi のパ レツ ト * リで 描 かれて いる 線で |*H ま 

れた? fi 域 を^り つぶします。 pi を «略 すると、 c コマンドで 
指定 した パレット * り- を 桁 定し たこと になります。 



Ypl 



Cpl (Color) 



Q コマンドと M じょうに W 方形 を 描き、 さらに、 その 內邰を Z 
コ マン ドで 指定した で ^ りつぶ します。 

1)， E， F, G. H. し， M. Q, R, U, W コマンドで^ 
する^ 線 または W 方形の ライン スタイル を 設定し ます。 p l は 
&H0 か ら &HFFFF の 侬 で ライン スタイル を 設定 します。 初期 
ffi は &HFTFF です。 ライン スタイルに ついては LINE 文 を 参 
照して ください。 



パ レツ ト * ひで 作^命令で 描く fel 形の 色 を 桁 '走し ます。 初期 他 
は、 COLOR 文で 設定す る 前5 お 色です。 





作図 命令 


命令の 機能 


色 

の 


Zpl 


T および P コ マン ド で^りつ ぶす 色、 または タイ ルス ト リ ング 
の 模様 を 設定し ます。 pl は、 パ レツ ト 番号 または タイル スト 
リ ングを 衣す 文字' 5： 数です。 初期 f おは C コマ Z 卜て nx 疋 T るノ、 
レ ッ ト番兮 です。 タイル スト リングに ついては PAINT 文 を 参 
照して ください。 


s 


X = 文 & 数名 ： 


作お 1 命令 义了 列の— 部 を、 文 小変 数で 指疋 する しと かて さ ま 9 。 
指定す る 文字 変数に は、 DRAW 文 « 行 前に、 作! ^命令に 相当 

する 文字列 を 与えて お く 必要が あ り ます。 


= 数 ffi 変数 名 ： 


作図 命令の パラメータ pl 、 p2 など を 変数と して 与えます。 
DRAW 文实行 前に 数 使 変 玖に 数侦を ひえて おけば、 作図 命令 
は その 儘で 実行し ます。 

• D. E, F. G. H, L, M. Q, T. U. W コマンド を * 

行す ると 烃 終 参照 ゆ は、 * 行 後の 位^ に 移動し ます。 ただ 

し、 N コ マン ドを * 行して いる 場合 は （0， 0) に 移動し ます。 
. a r c v 7 つ" 7ン W (TiVfcvu it 新ハ 【二， iv な 1 iff すキ 

でも 効です。 これ を 初期 侬に 《 すに は SCREEN 文を实 行し 

ます。 



参 m I LINE (線 や 四 ft 形 を 描く） 

PAINT (指定した 》i 域 を^り つぶす) 



厂 プログラム 例 



100 9 DRAW 

1 10 SCREEN … 1 ： C し S 3 

120 A$= M R50D20L50U20" 

130 FOR 1=1 TO 9 

140 DRAW "S"+3TMU い' ；" 

150 NEXT 

160 LOCATE 0,23 : PRINT か キー を If すと W 了し ます • 

170 IF INKEW" THEN U0 

180 END 



【ディスク • ファンクション】 

DISK Function 

ディスク （disk) に関する 情報 を 与える 閣数 (f unct i 0n )。 
[機能 1 ディスク に関する 種々 の 情報 を 与えます。 

I 害 式）— DSKF (デバイス 名 し 機能]) 

SSffl PRINT DSKF( 1 ) —ドライブ 1 の ディスクの 残りの Sfj 域の 人き 

さ を 謂べ ます。 

「解 J • ドライブ 番号で jfi' ぶした ディ スクの tf: 々の t,，i 枨をリ 'えます。 

•« 能 は WfU の f もお I を K 別す る もので 0 から 10 までの ^ /(を 指定し ます。 



據 能 


1 人 J お 


m 


ディスクの 使 «1 ^能な 残 り の »1 域の 人き さ を クラスタ^ 位で リ. えます。 


0 


A4 人 トラック (片 iAi 当た り の ト ラ ッ ク | ) 


I 


1 ト ラ / ク 、リ た り の セクタ & 


2 


W 人サ 一 フ ェ ィ ス ^ひ （ディスク のサ 一フェイ ス 敉 一 | ) 


3 


1 トラ ツ ク、 1 '| たりの クラスタ 钕 

のハ一 ドデ ィ ス ク では I クラスタ 'リ り の トラック 钕 


4 


ディ ス ク^たり の クラスタ & 


；) 


ディ レクト リの ある ト ラ ッ ク^' ふ 


6 


I クラス タレ 1 たりの 七 クタ 玖 




PAT の BH 始セク タ * リ' 


8 


PAT の 終了 セクタ 番兮 


9 


FAT の 数 


10 


ディ スク Wtl: の 人って いる セク タ り '(ディ スク IDJ 



「変 ^ J ri^,i;ir>isk bask; ユーザーズ マニュアル ま な ディスクの ファイル^ 



DSKF 
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DSKI$ 



【ディスク • アイ • ダラー】 

DiSK Input 

ディスク (disk) から 直接、 データ を tt みだす (input)。 



機 m 1 ディスク 上の セクタ を 直接 指定して、 データ を a み 出します。 




[ 使用例 ] D$=DSKI$( 1 , 0,19, 1 ) —ドライブ 1 、 サー フェイス 0、 トラ ッ 

七ク タ 〗 の データ を ディスクから K 接 説み 
出します。 



[解 説] • ドライブ 番号， サーフ i イス 番号. トラック 番号. セクタ I 号で 指定した セクタの デー 

タを システム バッファに^ み 出します。 ディ スクの セクタの 大きさ は 256 バイ ト であり、 
256 バイ トの データ を^み 出します。 
*サ 一 フェイス 番号. 卜 ラック 番号. セクタ 番号で 指定で きる 侬の telffl は、 ドライブ 番^ 

で 指定した ディスク ドライブの tt» によって » なります。 範 W 外の 侦を 桁' ぶす ると bad 
track/sector (指定した トラック、 セクタがない） エラーが 発生し ます。 桁定 できる 範リ H 
について は 日本^ DiskBASIC ユーザーズ マニュアル 「ず; 13^ ディスクの ファイル ff 

理 j を 参照して ください。 
• システム バッファに^ み 出した データ は、 文卞 に 代人し ます。 しかし、 文字列と し 

て 扱える おさ は 255 バイ ト であるた め、 S 後の 1 バイ トの データ を说 みだす ことができ 

ません。 したがって、 次の ような 方法で データ を み 出す ようにし ます。 

1. ランダム ファイル を^み 出す のと 同じように、 FIELD 文に よって、 システム バッ 

フ t へ 钕 の 文卞列 を 割り当てる 方法 

100 FIELD »0， 128 AS A$， 128 AS B$ 
110 D$=DSKI$(D， H, T， S) 

A$ に 前半の 128 バイ トを、 B$ に 後半の 128 バイ トを 代人し ます。 ただし D$ にも 先 

頒 から 255 バイ ト 分の データ を 代入し ます。 

2. VARPTRIW 数 を 用いて、 システム バッファの 位 (R を ift 接 調べ、 PEEKlffl 数な どで、 
メモリ から I も: 接デー タ を^み だす 方法 

100 SEGADR=VARPTR(«0,1) ： OFFSET=VARPTR(fl 0 .0 ) 

110 DEFSEG=SEGADR 

120 BUFADR=PEEK(OFFSET+32)+256*PEEK(OFFSET+33) 

130 D$=DSKI$(D,H,T,S) 

140 FOR 1=0 TO 255 

150 PRINT HEX$(PEEK(BUFADR+0); 

160 NEXT 



厂参 照 j DSKO$ (セクタ 指定の 【き: 接 害き 込み） 

FIELD (バッ ファの 割当) 
DSKF* (ディ スク に関する 情報 を 調べる） 
VARPTR (変数な どァ ドレス を 調べる） 



DSKI$ 5 丄 



プログラム fin 



100 ' DSKF / DSKIS 

110 ' ― ディレクトリの ダンプ -— 

120 DIM DS(255) 

130 INPUT "Drive No.= ";D 

140 T=DSKF(D,5) ； MAXS=DSKF( D , 1 ) 

150 FOR 1=0 TO 255 

160 FIE し D #0,1 AS DUMMY$,1 AS D$(I) 
170 NEXT 
180 ' 

190 FOR S=l TO MAXS 



200 PRINT "Drive : M ;D; # ' Surface ： 0 Track ； - ； 

210 PRINT T; " Secter :";S 

220 DUMMY$=DSKI$(D，0,T,S» 

230 FOR 1=0 TO 255 STEP 16 

240 ASCDATS = B,<1 

250 FOR J=0 TO 15 

260 C=I+J 

270 PRINT RIGHT$r O' +HEX$(ASC《D$(C) ) ) ,2) に •' ： 

280 IF D$(C)<" " THEN LSET D$《C)="," 

290 ASCDAT$=ASCDAT$+D$(C) 

300 NEXT ： PRINT " " ;ASCDATS 

XT : PRINT : IF INKEY$<> M " THEN 330 
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DSKO$ 



【ディスク • 才一 • ダラー】 

DiSK Output 

ディスク (disk) に 直接 データ を 省き 込む (output). 



〔機能） ディスク 上の セクタ を 直接 指定して、 データ を 害き 込みます。 



I 書 式 1 DSKO$ ドライブ 番号， [サ ーフ i イス 番号，] 卜 ラック 番号， セクタ 番号 



使用例 j DSKO$ 1 ， 1 ， 19, 1 



解 説 



—ドライブし サ一 フェイス 1 、 トラック 19, 
セクタ 1 に K 接 データ をれ' き 込みます。 



ドライブ 番号， サー フェイス 番号， トラック 番号， セクタ 番号で 指定した セクタに シス 
テム パノフ ァの データ 256 バイ トを 弁き 込みます。 

サー フェイス 番号， トラック 番号， セクタ 番号で 指定で きる 侬の範 ^ は、 ドライブ 番号 

で 指定した ディスク ドライブの I* 類に よって 與 なります。 範 1« 外の 侦を 指定す ると bad 
^ ac k/ S m or (jfi' ぶした トラック、 セクタがない） エラ一が 《 'む-します。 指定で きる 範 Iffl 
について は 日本^ Disk BASK: ユーザーズ マニュアル 「第 13 章 ディスクの ファイル 符 
S.j を 参照して ください。 

システム バッファに は、 次のように 害き 込む データ を 準備し ます。 

1. ランダム ファイル を说み 出す のと M じょうに、 HELD 文に よって、 システム バッ 

ファへ 》 数の 文字列 を 割り当てる 方法 

FIELD #0, 〗28 AS A$， 128 AS B$ 
LSET A$=D1$ 
120 LSET B$=D2$ 
130 DSKO$ D, H， T， S 
A$ に 前半の 128 バイ トを、 B$ に 後半の 128 バイ トを 設定し ます。 

2. VARPTR RJSk を ffl いて、 システム バッファの 位 W をめ: 接 ベ、 POKE 文で、 メモ 
リ へ め: 接デー タを « き 込む 方法 

100 SEGADR=VARPTR(#0, 1) ： OFFSET=VARPTR(#0， 0) 

110 DEF SEG=SEGADR 

120 BUFADR=PEEK(OFFSET+32) +256* PEEK (OFFSET+33) 

130 FOR 1=0 TO 255 

140 POKE BUFADR+I, D(l) 

150 NEXT 

160 DSKOS D, H, T， S 



「参 照 j DSK は (セクタ 指定の K 接 読み出し） 

FIELD (バッファの 割当） 
DSKF (ディ ス ク に 閣 する W 報 を 調べる) 
VARPTR (変数な どァ ドレス を^べ る） 



DSKO$ 53 



コマンド 



EDIT 



【エディ ッ 



EDIT 

編集す る 意味。 プログラムの 



、 



修正 をす る こと。 



[機 能 1 プログラム 中の 一行 を 表示し 修正し ます。 




使用例 



説 



EDIT 10 
EDIT. 



こ * 示します。 
直前に、 参照した 行 を 表示し ます 《 



• 



テキスト を 消去し、 《 上 行に 行 番号で 指定した 行 を 表示し ます。 カーソル は 行の 先 
頭に 移動し ます。 

行 番号 を 《 略す ると、 プログラムの 先 頒の行 を 桁^した ことになります。 

行 番号に、 ピリオド (•） を 指定す ると、 直前に 参照した 行 (修正したり、 人力した 行) を 

指定した ことになります。 

ブ ロテク ト セーブした プログラムに 対して、 EDIT コマンド を ％ 行しても Illegal func- 

tioncalKiS 法 機能 呼び出し） エラ一 となり、 修正す る こと はでき ません。 

LIST [行 ft- ゆ〗 コマンド も 行の 表示 を 行います が、 l*M のれ 1 (去 は 行いません し、 カー 

ソル は 行の 先 M に 移動し ません。 



(参 



J DELETE (プログラム 行の 削除） 
LIST (プログラムの * ポ） 



54 EDIT 



END " >K1 



終わりの 意味。 プログラムの 実行 を!? 了す る こと 



0 



〔機 能 1 プログラムの 実行 を 終了して、 BAS にの コマンド レベルに 屎 ります。 




WW] IFA$="E" THEN END —A$ 力ぐ E — なら プログラム を 終了し ます。 



〔解 説 1 .END 文 は、 すべての ファイル を クローズして、 プログラムの 実行 を 終了し ます。 

• プログラム 中に END 文が な くても プロ グラ ムの S 終 行に 達すれば プロ グラムの 実行 は 

終了し ます。 ただし、 この場合 は ファイルの クローズ は 行いません。 
•STOP 文で も プログラムの 実行 を 停止す る ことができます。 END 文と STOP 文で は 次の 
点で-! * なります。 



'臾 行の 中断 を 表す メ ッ セージ 


END 
表示し ない 


STOP 

表示す る （Break in 行 番号) 




クローズ する 


クローズ しない 



[参 m ] stop (プログラムの 実行の 停止) 



プログラム 例] 

100 ' END 

no 9 —— 条件 （i«30> を灣た すと 終了す る —— 

120 CLS 
130 1=1 

140 rRINT ，■»" ； 

150 IF 1=30 THEN END 

160 1=1*1 

170 GOTO 140 



RUN 




END 55 



EOF 



【ィー • 才ー • エフ/ 
エンド • 才ブ • ファ 

End Of File 

ファイルの 終わり。 すなわち， 終わり を as 別す る こと。 



[機能] ファイルの 終わり を 調べます。 
C^T^l EOF( [#] フ アイ ル 番号） 

("使用例， IF E0F(1) THEN CLOSE —ファイルの 終わりに 速したならば クローズ 

します。 



[解 説] • ファイル 番号で 指定した ファイルの 終わり を^べ ます。 ファイル 力 《終わりで あれば- I 

ぱ 0 を、 そうでなければ 0( 偽） を 返します。 
• F-OF IKI 数 は、 ディ スク 上の シ一 ケン シ ャルフ アイ ル、 ま たは 線に W しての み： な: 
味 を 持ちます。 

• シーケンシャル ファイル では、 ファイルの 終わりに 逨 して 次に^ み 込むべき データが な 

くな つたと きに 一 1 ( 真)、 そうでな レ 、 W 介に 0 (ft) になり ま す。 
*通« 回線で は、 通信 パ 7 ファに 受信 データがない 場合に 一 1 (真) に、 そうでない 場合に 

0(A) になります。 

[参照] L0F (フ マ ィ ルの 人き さ） 

LOC (次に^ み 込む データの 位れ） 



56 EOF 



ステ一 卜メン 



ERASE 



【ィレ 一ズ】 



ERASE 

消す、 削除す る ことから、 K 列 を 消去す る こと。 



[_ 機 m) s 列 変数に 割り当てられ ていた メモリ 領域 を 開放し ます 



0 




E 



I ィ史 用例 】 100 DIM A(100) 

200 ERASE A 
300 DIM A(200) 



-DIM 文で 配列 変数 A を m1 〖します。 

—- -度定 14 した 配列 を 消去 します。 

—新しく 定義す る ことができます。 



「解 説] 



配列^ 钕 名で 指定した 配列 変数 を 消去し ます。 （お^した 配列 変数 用 の メモリ Si 域 を 別 
の K 列 変数が 使用で きる よ う に IW 放す る） 

ERASE 文に よって K 列' &敉を 消去す ると、 その後、 DIM 义と M じ 名 IW の fit! 列 を 新たに 
^^する ことができます。 ERASE 文で 消去せ ずに、 1"1 じ 名前の 配列 変数 を定 * すると、 
Duplicate Definition (二重 定義) エラーに な ります。 

お 列' &玫 だけでなく、 すべての 変数 を 消去す るに は CLEAR 文 を 使います。 



「参 照 j CLEAR ぼ敉の illie) 

DlM<fW'i ぼ 数の 



ERASE Z>7 



【エラ— • コード】 
【エラ一 • ライン】 

ERRor code 

エラー コードの 意味。 ここで は その コード を 保持す る こと。 
ERror Line , 



機 g|j エラーの 発生した 行の 行 番号、 および その エラー コード を 保持し ます。 



• 式 j ERR 
ERL 

使用例 1 IFERR=53 ANDERL=1000 THEN 2000— エラーの 発' k した 行が 1000 行で、 かつ File 

not found (ファ ィ ルが 存^し ない） エラー 
であれば、 2000 行からの 処理 を 行います。 



関数 



ERR 
ERL 



「解 脱 I • エラーが 兌^す ると、 ERRW 数に、 エラーの rtSI を^す エラー コード を, ffi おします。 

ERUJaii に は、 エラーの? 6 生した 行の 行 ft- り-を, s 定 します。 
• エラー コード は、 それぞれの エラーに 付けた ft' ふです。 エラーと エラ 一コードの 吋^ は 

「エラーメッセージ J を 参照して ください。 

• ERR, ERL IK] 数 は ON ERROR (； OTO 文で エラー 処 ffl の 制御 を 行う と き に 使用 します。 

• IF THEN 文の 中で ERL と 行 番号 を 比 « する 場合、 次の 2 点に 注意して く ださい。 

• IF ERL=100 THEN のよ うに ERL を^り- (=) の 左辺に した 坳 介、 RKNUM コ マン ドで 

行 番号 を 変 5! すると、 右辺の 行 番号 100 も 変 JK します 0 (fe 奪め 100 行が 変更され た 行 

•y- になる） 

•IF ，00=ERLTHEN のように ERL を 等-ゆ （=) の も 辺に すると、 RENUM コマンドで 行 
ゆの 変お を 行っても、 左辺の 行 * サ 100 は^おしません。 



「参 照， KRKOK (エラ一 の 兌' k) 

ON ERROR GOTO (エラー 処理 ル— チンの^^) 
エラ 一メッセージ 
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ステー 卜 メン卜 



ERROR 


【エラー】 

ERROR 

エラ 一 （》 り ）。 ここで は エラー を 発生す る こと。 


1 機能 1 エラー を 発生し ます。 


( • ま) ERROR エラー コード 


[ 使用例 ) IF A>100 THEN ERROR 6 


— A〉100 のとき に Overflow (桁 あふれ） ェ 
ラー を 発生させます。 



「解 説 I • エラー コードに 対応す る エラー メ ッ セージ を 表示して 、プログラムの 荬行を 終了し ます。 

• ただし、 ON ERROR GOTO 文に よる エラー 処理 ルーチンが 用 « されて いる 場合 は、 通 
'おの エラー 発/ k と问 じょうに、 その ルーチン を 実行し ます。 



• エラー コー ドは 0 から 255 までの 数 W です。 エラー コ一 ドと エラー メ ッセ 一の 対^ は 「第 
21S エラーメッセージ」 を 参照して ください。 



【参 照） ERR (エラ- コ- ド） 

ERL (エラー 発生 行） 

ON ERROR GOTO (ヱラ 一処理 ルーチン） 

m エラーメッセージ 



ERROR b9 



iiniim mm n mil i iimi iiiimtim imm iimiiiiii iimi n iiiii nniiimi imi m 

【イクス ポ ネンシ ャル】 



EXP 



EXPonential 

指 S [の ft 味。 指 S 閣数を 計 》 する こと。 



「機 能〕 指数関数 ( "（ 自 然対 数の^の x 乗） を 計算し ます。 

r* 式つ exp (数式） I 

r 使用例 j A=EXP( 1 ) —e の 1 乘、 すなわち H 然 W 数の^の を 求 

めます。 



[M U\ " の （ ） 内の 数式の べき * を,;; します。 fe#2.718281828459(M5) 

• » 式が 倍精度 突 数のと t«*、 接 果も侬 精度で 針算 した 使になります。 他の * 合 は、 m 
«e で 針 w した 4« になります o 
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ステートメント 



FIELD 



【フィ 一 



FIELD 

区画した 範囲の 息 味。 



〔機能] ランダム ファイル 用の ファイル バッファ を、 文字 変数で 分 割します 



o 



[» FIELD [#] ファイル 番号， 文字 数 AS 文字 変数 

[, 文字 数 AS 文字 変数 • • • ] 




使用例」 



100 OPEN "TEST" AS せ 1 

FIELD #1， 1 28 AS A$, 1 28 AS B$ 



—TEST- という ファイル を オーブンして、 
ファイル バッファ を A$. B$ で 分割し ます。 



[解 説〕 



ファイル 番号で 指定した ファイルの ファイル バッファに、 プログラム 中で 使 ffl する^ 数 
名 を 定義し ます。 プログラム 中で はこの 変 玫 を 介して、 ランダム ファイル IHj との データ 

の？ r き 込み、 ^み 込み を 行います。 

文字 数に は、 文字 変数に 割り当てる バッファの 人き さ を、 バイト 数で 指定 します。 ファ 

ィル バッファの 人き さは 256 バイ 卜の ため、 文卞 数のお さの は 256 バイ ト 以下で なけ 
れば なりません。 これ を 超える と、 HELDoverHow (フィールドの 桁 あふれ) エラ一 にな 
ります。 

ランダム ファイルと プログラムの Blj での データの 入出力に は GETS. PUTS 文 を 使 川 
します。 また 文字 変数で 桁定 した 変数に W を 代入す るに は し SET. RSET 文 を 使 ffl します。 
l"J じ ファイル バッファに、 複数の FIELD 文 を^ 行す る ことができます。 AFIELD 文 は、 
フ アイ ルバ ッ ファの 先 淤 から 変数への 割り当て を 行い、 すべての 割 り お てが 1"1 時に も-効 
です。 したがって、 M じ ファイルから 形式の W- なる データ を说み 込む 場 介 も、 あら かじ 
め、 その 形式に 合う 変数 を 割り当てて おく ことにより 処理す る ことができます。 



「参 照 J GET* (データの^ み 込み） 

LSET (フ ァ ィ ルバ ッ フ ァ への デ―タ の 設定) 

OPEN (ファイルの オーブン） 

PUT# (データの 冉き 込み） 

RSET (フ ァ ィ ルバ ッ フ ァ への データの 設定) 
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コ マン ド 

mm IIIIIIIIHH 1IIIHIIIIIIIIIII UIIIIHIIIII mim I mil iiiniiiiiiiiiHiiiiitiiiini 



FILES 
LFILES 



【ファイル ズ】 
【エル • ファイル ズ】 

FILES 

整理した 害 類の 意味から、 プロ グラム や データ を 記録した もの 
の 集まり。 ここで は それ を 画面に 表示す る こと。 

List FILES 

表 を 作る といる 意味から 転じて、 ここで は プリンタに 出力す る 
こと ◊ 



「機 能 ] ディスク 中の ディ レク トリ 情報 （ファイル 名、 ファイルの 種類お よび ファイルの 大きさ） を 

画面 上 あるいは プリンタに 出力し ます。 



「香 式つ FILES [ドライブ 番号] 

LFILES [ドライブ 番号] 

1 使用例 1 FILES 1 

LFILES 



— ドライブ 1 のす ベての フ マ ィ ルケ， を iniiifti に 

■M< します。 
—ドライブ 1 のす ベての フ ァ ィ ルお をブリ ン 

タに 出力し ます。 



解— ijy し Esi は、 ドライブ ゆで 折定 した ディスク 上にな^ している すべての ファイルの 

ディレクトリ M 報 を、 次の 形式で * ホ します。 

X X X X X X. X_ x X 20 

1 ファイルの 大きさ 

ファイル 名拡张 了- 

フ ァ ィ ルの 類 

フ ァ ィ ル名 

ファイル 名： 人 6 文卞。 作成 するとき に 付けた プログラム や ファイルのお 前 

フ アイ ル名 拡張 子 ： 44 人 3 文字。 一般 にファ ィ ルの 《»i を ユーザ— が K 別す るのに 使 

用し ます。 

ファイルの 種類： フ アイ ルの械 Si を 示す 1 文字の 記号 



記号 1 ファイルの 




アスキー セーブした プログラム ファイル、 また 

は 义で 作成した デー タ ファイル 


ピリオド (•） 


バイナリ セーブした プログラム ファイル 


アスタリスク （*) 


BSAVE 文で 作成した 機械語 フ アイ ル 



フ アイ ルの 大き さ ： クラスタ^ ft: 



• ドライブ 番号 を 省略す ると 1 を 指定した ことになります。 

•LFILES 文 は、 ディ レク トリ 愤 報 を プリンタに 出力し ます。 



[参照] BSAVE (機械語 プログラムの セーブ) 

OPEN (デ一 タフ アイ ルの 作成） 
SAVE (プログラムの セーブ） 
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【フィックス】 

FIX 

fi す. 整理 するとい う 意味から. ここで は 》 值を 整数に する こ 

と •> 



1 機 


能 1 


数储の 小数 部 を 切り捨てて I？ 数に します。 


[ 害 


式 1 


FIX (数式) 


( 使用例 1 A=FIX(78.56) —78.56 の 小数 部 を 切り捨てます。 


1 解 


説 1 


•( ) 內の 数式の 他の 小数 を 切り捨てます。 






数 は、 数侦が 正の 数で も 負の 数で も、 単純に 小数 部 を 切り捨てて 反故にします。 






—方、 M じょうに 小数 部 を 切り 抬 てる INT|«1 数 は、 数侬を 超えない 人の 核 数 を 求め 






るた め、 SSc 侬が ft の * 合に は 紡! ft が W. なります。 






FIX( 1.28)— > 1 INT( 1.28)-^> 1 






FIX (-1.28) ^ >- 1 INT (— 1.28) ~ > - 2 






• CINT M& と は 異な り 8 の 変換 は 行いません o 


1 参 


照 | 


CINT (小 »邰 の I^Hfi 五 入） 



int (小数 部の w り^て > 




FIX OO 



【フォー • 卜 ゥ • ネクス 卜】 

FOR-TO-NHXT 

〜から〜 までの 問 を〜 まで »り 返す、 といった 意味。 したがつ 
て、 プログラム を 繰り返し 実行す る こと。 



(機能） 


FOR 文から NEXT 文の 間にある 一 


- 連の 命令 を、 特定の 回数 だけ 緑り 返し s 行し ます。 


(害 式 1 


FOR 変数 名 = 始めの 値 


TO 終わりの 値 [STEP 増分] 




NEXT [変数 名] 




使用例 ） 


100 FOR 1=1 TO 10 


-PRINT に を 1 が 1 から 10 までの 問 綠り返 




110 PRINT 1; 


し * 行し ます。 




120 NEXT 





ほ 説】 ，找 り 返す- 迚の 命令の ili 初に I'、OK 文 を、 fti 後に NEXT 义を おきます。 この^まり^ 



ド (ル〜 NKXT ループと 3 います。 
• FOR 文の 後ろの 変数 名 は、 FOR -NEXT ループ を 何回 綠り 返し たかを 数える 変数の 名 

iw です。 ffift に は 整数 a、 あるいは # 精度 実 »a を 指定し ます。 

• 変数の は、 始めの 値 を として、 FOR~NEXT ループ を 裸り 返す たびに、 增 分で 
指定した fi« で itti'fct します。 If) 減 後の 変数の Wi: を、 終わりの 值 と比敉 し、 終わりの 値より 
も 人き く （または、 小さく） なると、 プログラムの '太: 行 は NEXT 文の 次の 文に 移ります。 
增分 を？? 略す ると I を 桁^した ことになります。 

•NEXT 文の 後ろに は、 FOR 文で 桁^した ものと M じ 変数 名 を^き ます。 NEXT 文の 後 
ろ の 変数 名 を ft 略す る と 、 め：前 で' Ji 行 している FOR 文の ^数名 に纣' お します。 

• 操り 返しの は. 始めの 値、 終わりの 僮、 增分 によって 決定し ます。 次の 坳介 は、 
FOR — NEXT ル一ブ は 度 も 実行し ません o 

始めの Wi〉 終わりの W かつ W 分 >0 
始めの 侦 ぐ 終わりの かつ ifl 分 <o 

• 始めの 値 二 終わりの 値で、 力、 っ增 分が 0 でない 場 介 は FOR~NEXT ループ を一 度 だけ 

* 行し ます。 

分が 0 の 垛 介、 FOR〜NEXT ル―ブ を 無阱に緣 り 返します。 したがって、 何ら かの 条 
件に より ループの 外に 分岐させる 必 が あり ます。 

• FOR〜NEXT ル―ブ は、 一つの FOR〜NEXT ル―ブ の 中に、 いくつかの FOR〜NEXT 
ループ をお いて、 人れ 子 構造 (ネスティング） を 作る ことができます。 このと き、 内側の 
ループ は完氽 に 外側の ループに 含まれて いなければ なりません。 



ステ一 卜 メン卜 

FOR 〜丁 0 
-NEXT 
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正しい 入れ子 《 造 



誤った 入れ子 構造 



FOR 変数お 1 



FOR 変数 名 2 = 
NEXT 変数 名 2 
NEXT 変数 名 1 — 



FOR 変数 名 1 

FOR 変； 

NEXT 変数お 1 - 
NEXT 変数 名 2 



また、 それぞれの 

FOR 変数 名 1 = • • • • 
FOR 変数 名 2= • • 
FOR 変数 名 3 = 
NEXT 変数 名 3 
NEXT 変数お 2 — 
NEXT 変数お 1 



NEXT ループに は與 なった 変数 名 を 使用し なければ なりません 



o 




複数の FOR〜NEXT ループが 同一 行で 終わる 場合に は、 ft 々の NEXT 文 を カンマ （,） で 
区切って 一つに まとめる ことができます。 

FOR ■ マ、 1 = • • • 

FOR H 2= 

FOR 変数 名 3= 1 

NKXT 変数 名 3， 名 2, 'Stm. 1 —— \— 



FOR 文と NEXT 文が 》U し: しない 埸介、 FOR without NEXT (NEXT 文の ない FOR 文) 
ラー、 あるいは NEXT without FOR (ト' OK 文の ない NEXT 文） エラ一 になり ます。 



[参 照 1 wmu' ：〜 (操り 返し） 



F0 〜下 0〜NEXT 6d 



FPOS 



【ファイル 'ポジション】 

File POSition 
ファイルの 位 » の 意味。 



機 能 1 ディスク 上の 物理的な 現在 位置 を 知らせます。 また プリンタ 出力の 論理的な 現在 位置 を 知 
ら せます。 




妾 用例 , FP=FP〇S( 1 ) — li'ii に^み, 1 ^ した 七ク シ f ケに (を- 4： ^ぼ 

に 代入し ます。 



I 解 説 1 • ファイル 番号で 指定した ファイルが ディスク ファイル であれば、 i め ii に 説み^ きを 行つ 

た セクタの * 兮を 返します。 このと きの セクタの # ふ は、 サー フユ イス 0、 トラック 0、 
セクタ 1 を 0 として 通し *' ふで 付けた 他です。 
• ファイル 番号で 指定した ファイルが プリ ンタ であれば、 プリ ンタ 出力の, iSifl! 的 位 W を 返 

します。 Lposisa 数と i"i じ 機能になります。 

「参 照 1 LOC(7 ァ ィ ル屮の 現在 位! め 

し pos (プリンタ 出力の 瑰 
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FRE 



【フリー】 



FREe 

自由な、 S3 放 的な という 息 味から、 空いて いる ユーザー エリア 

のこと。 



厂 機 能 I BASIC で 使用可能な 作業 空間 (ユーザ一 エリア） のうち、 現在 使用して いない 領域の 大き 

さ を バイ 卜 数で 示します。 




、 使用例 ，： PRINT FRE( 1 ) 



—プログラムの 人る 領域の 大きさ を 表^し ま 

す。 



解 説 



« 能に は 0 から 3 まで 赘敉 を 指定し ます。 それぞれの ffi 味 は 次のと おりです。 



»能 


S 味 


0 


変数 領《 (単純 変数お よ 0 ^字 列） として 使用す る 領域の 残り バイ ト数 


1 


プログラム 領域と して 使用す る 領域の 残り バイ ト数 


2 


'&数 領域と プログラム 領域で 使用す る^ 域の 介 計 バイ ト数 


3 


領域と して 使 用 する 領域の 残り バイ ト数 



能が o または 2 のとき は、 鎖 域の 圧 《 ぉ理を 行うた め、 ra 数 他 を 返す まで、 時間が か 
かる ことがあります。 bask: では 文字列 を" r 変^と して 扱って いるた め、 文字列のお 
さが 変わる と、 無駄な や HU を' に じる ことがあります。 I 十: 縮 処理 は、 この 無駄な^ 域 を^ 



し 参 照つ CLEAK ( *Sc の iiU つ 
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ステー 卜 メント 



GET# 



【ゲッ 卜】 



GET 

得る、 手に入れる ことから fe じて、 データ を み 取る こと 



o 



1 機能 1 


ランダム ファイルの データ を ファイル バッファに 住み込みます。 




(書 式 1 


GET[#] ファイル 番号 [， レコード 番号] 




rss 例 1 


GET* 1 , 1 —ファイル ふ 1 の ファイルの 1 番 


S のレ 




コー ト' を 説み 込みます。 





[解説 1 • ファイル 番号で 桁' ぶした ランダム ファイルから、 レコード 番号で 指定した レコー ドを 

ファイル バッファに 説み 込みます。 

• レコード 番号 をお 略す ると、 め: 前の GET 文 あるいは PUT 文で 指定した レコー ド *ひ 
の 次の レコ一 ド * ''J を 指定 した ことになります。 ランダム ファイル を オーブンし ため: 後 
は 1 になります。 

• レコード 番号 は 1 から 65000 までの 数侦を 指定し ます。 

•GET 文で 说み 取った データ は、 FIELD 文で ファイル バッファに 割り当てた 変数から、 
プログラムに 引き渡します。 

• キーボード ファイル (KYBD:) に対して も、 GET 文 を 使 JII する ことができます。 このと 
き、 レコード # せ はキ一 ボードから^ み 取る 文卞数 を； 6 味し、 0 から 255 までの 数倘を 
指定し ます。 敉侦 を' 略した とき、 または 0 を 指定した とき は 256 文卞 を^み 取る こと 
をな 味し ます。 キー ボー ド ファイル は あらかじめ、 人力 モー ドで オーブンして ください 0 



〔参 照 j I、 瞻 （ラ ン ダム フ 7 i ルのバ , ソ 7 の', り J り '"'て) 

OPEN (ファイルの オーブン） 

PUT # (ランダム フ アイ ル への^ き 込み） 
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ステー 卜 メン卜 



GET® 



【ゲッ 卜 • アツ 卜 マーク】 

GET 

得る、 手に入れる ことから じて、 データ を tt み 取る こと。 



し 機 能 J 画面 上の 指定 領域の グラフィック パターン を、 数值 列 変数に 摘み取ります 



o 




厂 使用例 



100 DIM A(1058) 

110 GET® (100, 50) — （150， 200), A 



-(100, 50) -(150. 200) を 対角 座標と する 
> パターン を fill 列 A に^み 取ります。 



「解 説） 



スクリーン ゆ: <?; 上の 2 点 (Sx1, Sx2), (Sx2， Sy2) を 対 ft ゅ標 とする 四 ft 形 内の 領域の 
グラフ ィ フク パターン を、 配列 変数 名で 指定した fid 列に 说み 取ります。 2 番目の ゆ: 標は、 

相 WH^JS で 指定す る こと もで きます。 

配列 変数 名 は、 グラフ ィ ック パターン を^み 取る ための、 数 W (ゆのお 列' え : 数の 名前です。 

说み 取った グラフィック パターン は、 指定した 《 列の^ (整数、 mwis:, 倍 w 度) に 応じ 
て 分割され、 w 列の ぶ-に 収められます。 このため、 ^み 取り 範^に に じた 配列の 人 

きさ を、 DIM 文で YC はして おぐ があります。 

必要な ft! 列の 人き さは み 取り 睫 Iffl の 人き さ、 ゆ iifti モー ド （カラー か 白 黑 モー ド） に 《 な 
ります。 まず 必《 な バイト K を; け》 し、 抉け て M 列の^ に it じて 必要な fid 列の 大きさ を 

求めます。 

® 必《 な バイ ト » 

X ： 指定 範 WI の X« 方 K'j のドッ ト数 (Sx2-Sx1+ 1) 
Y ： 指定 範 Iffl の Y 袖 方お のドッ ト数 (Sy2 — Sy1+ 1) 

M モードに よる 係 K 

I' に 'A モー ド M = 1 

8 色屮 8 色 モー ド M = 3 

4096 色屮 8 色モ— ド M = 3 
中 16 色モ一 ド M= 4 



e! によ り 必^な fiii 列の 人き さは « なり 

(^列の 大きさ （添字の 姣人 ffi)= 必要な バイ ト 数/ fid 列の 1 
K 列の « ： K 数お 2 

度^ 4 
倍精度 《 8 

(Sd 列の 人き さは、 1 次元 K 列で 添字の « 小 使が 0 のとき の 値です) 
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説み 取る グラフィック パターン に比べて、 指定した 配列の 人き さが 小さい 場^ は、 

Illegal function call (違法 阒 数 呼び出し） エラ一 にな り ます。 



K 7 卜 数 X 



(X1, Y1)| 





(X2 Y2) 
ドッ 卜 数 Y 



スクリーン 



GET@(X1, Y1) — (X2， Y2), A 

K 列に グラフィック パターン を 分割して 納める 



0 




A(0 
A(1 



A(3) 



A(n 



• 要素 番号 は、 指定した 配列の どの サ から データ を^み 込む のか を 指定す る もので、 
^^すると 配列 変数の fct 初 （0 または 1) になります。 尜 ふの 指^ を 行う と、 —つの 
ぉ列 に衩 数の グラフ ィ ック パターン を^み 込む ことができます。 



厂 参 照 J OPTION BASE(ftd 列の i お の ifi 小^) 

PUT @ (グラフ ィ ッ ク パターンの 表ポ) 



r プログラム 例 



100 f GET« / rUT« 

no 1 ― 0 形 を «み» り、 W マす る 一— 

120 CONSOLE ,リ1 ： SCREEN 0,0 ： C し S 3 
130 DIM AX((((51*7)¥8)«20t3+4)V2*l) 

110 ' 

150 1,INE(0,8 ト （50，27> ，5,BF 
160 UINB(4il2)-H6i23)»liBP 
I 70 し INE(8， 16 卜 （42, 19) ,6，BF 
180 QBTt(0 i 8)-(50 t 2?) 9 AX 
190 ' 

200 FOR Y=50 TO 150 STEP 50 
210 FOR X=50 TO 500 STEP 50 
220 PUT«{X,Y) ,AX 

230 NEXT X 
240 NEXT Y 
250 END 
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ステー 卜 メン卜 



GOSUB- 
RETURN 



【ゴー サブ】 【リターン】 



GO to SUBroutine 

サブルーチンへ 行く こと。 プログラム 中の サブルーチン を 実行 
する こと。 

RETURN 

戻る こと。 サブルーチンから もとの メイン プログラムに 戻る こ 

と。 



[ 能， GOSUB 文で サブルーチン を 実行し ます。 サブルーチンから は RETURN 文で、 GOSUB 

文の 次の 文に 戻ります。 



1» 式 ) GOSUB 行畨号 

RETURN [行 番号] 



1 使用例 ） 100 GOSUB 1' 



1000 'サブルーチン 



2000 RETURN 



「解 脱] 



GOSUB 文の 後ろに 指定した 行 番号 （または ラベルの 示す 行） に 制御 を 移し ま 
ルーチンの': *： 行)。 したがって、 指定した 行 番^ (または ラベル） が サブルーチンの 開始 
行になります。 

GOSUB 文で サブルーチンに 移り、 サブルーチン プログラム を 実行し、 RETURN 文で、 
GOSUB 文の 次の 命令に 戻ります。 それ 以外の 場所に おりたい 場^ は、 RETURN 文の 後 
ろに 行 I 号 を 指定し ます。 

サブルーチンの 中から、 さらに 別の サブルーチン を 実行す る こと （サブルーチンの 多 
化) がで きます。 この 多: *： 化 は、 メモリの スタックが 許す かぎり 行う ことができます。 
ス タツ ク 領域が 足り なくなった 垛合 は、 Out of memory (メモリが 足りな レリ エラ一 にな 
ります。 この場合 は、 CLEAR 文で スタック 領域 を 大きく 取る ようにして ください。 



メ 



ーチ: 



ノ 



1000' サブ ルー チニ 



ノ 




RETURN 



GOSUB 文の 実行な しに、 RETURN 文 を 実行 しょうと すると RETURN without GOSUB 
(GOSUB 文の ない RETURN) エラーになります。 



参 



j CLEAR (スタック 領域の 確保） 

RETURN (サブルーチンからの 復帰） 
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ステー 卜 メン卜 



GOTO 



【ゴー トウ】 

GO TO 

go to の〜 へ 行く という 意味から、 指定の 行に 行く こと。 



[機 能〕 指定した 行へ 無条件に 制御 を 移します 



「書 式 1 GOTO 行 番号 

GOTO 行 番号 



100 INPUT A, B 
110 PRINT A+B 
120 GOTO 100 



A, B の 加算 結果 を 表示 後、 W び、 A, B 
の 入力 を 待ちます。 



解 説 



と TO の IB1 に 1 W だけ 空白） の據 能の 連 いは あり ません。 



GOTO と GO TO (GO 



： 参照： 0\(;GTO ほ 「I イ d 御 を はす) 



匚ヲ ロタ ラム 例〕 



100 ' GOTO 

iio • --- e キー を I？ すと、 nr する （焦 * は ジャンプ） 

120 PRINT "E キー を If してく ださい • " 

1 30 K$=INKEY$ 

140 IF K き = "E" OR K$ = "e M THEN GOTO *QIUT 

150 GOTO 120 

160 tQUTT 

170 END 
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ステー トメ ント 



HELP ON 
HELP OFF 
HELP STOP 



【ヘルプ • オン】 
【ヘルプ • オフ】 
【ヘル ブ* ストップ】 



HELP key 

HELP キー を 意味す る。 これから HELP キーに M する 制御 を 

行う こと。 



機 能 1 OiikEj キ一 による り 込み 処理 ルーチンの 実行 を 許可、 禁止、 停止し ます 



1» 式) HELP 



ON 

OFF 

STOP 



i 使用例〕 



HELP ON 



HELP OFF 



HELP STOP 



•m り 込み 処理 ルー チ ン の * 行 を^" r し ま 

す。 

M り 込み 処理 ルーチン の * 行 を 禁 止 し ま 

す。 

割り込み 処理 ルーチンの 実行 を 停止し ま 

to 



「解 説 J 



キー を 押した ときに' むする 割り込み 処理 ルーチンの 制御 を 行います 

'M り 込み 処理 ル 一 チン は ON HELP GOSUB 文で 定義 します 



0 



0 



HELP ON は； W り 込み 処理 ルーチンの * 行 を 町 します。 こ 



令 を 実行 後 は、 



キ一 を 押す と ON HELP GOSUB 文で 定義した 割 り 込み 処理 ルーチン を灾行 し 



O 



HELP OFF は M り 込み 処理 ルーチンの 灾行を 禁止 します。 この 命令 を^ 行 後 は、 



[ HELP 1 キー を 押しても 割り込み 処理 ルーチン は 実行せ ず、 I HELP ] キー 本来の 動作 
を 行います。 プログラム 終了 時には 必ず、 HELP OFF を 実行して ください。 
HELP STOP は 割り込み 処理 ルーチンの 実行 を 停止し ます。 この 命令 を 実行 後 は、 

I HELP 1 キーが 押された こと を 記愤 し、 割り込み 処理 ルーチン を 実行し ません。 この 



あと、 HELP ON を^ 行す ると、 割り込み 処理 ルーチン を实 行し ます 



0 



し 参 照 ON HF 丄 PGOSUB(HELP キ— による 割り込み 処理 ルーチンの 定義） 
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お数 



HEX$ 



【へ キサ • ダラー】 

HtXadecimal 

16 進 St を 意味す る hexadecimal の 《路 形 o 



機 能: 10 進数 を 16 進 表記の 文字列に 変換し ます 




使用例 , PRINT HEXS!N) \ に お' る m^^rl^t 义卞^ に 

し、 WW に 表 示します 0 



解 説. 



lOilL ^の 数値 を Ki;!L お,; il の文卞 列に 変换 します。 

数値に は 一 32768 から 65r»3r) の 卿 H の 値 を 桁'ぶ します _ 数値が 0 の も i の 場 介、 2 の Mi 数 形 

A で^^します。 した；^ つて、 数値 を一 N と した ^介、 HEXS (- N ) と HEX$(65536— N ) 

は M じ になります] 



例 PRINT HEX$(-1) 
FFFF 
OK 



PRINT HEX$(65535) 

FFFF 

OK 



O 



• 



16 進 表 fil の 数 は、 16 進数の |» に &H (または w?) を 付けて 表現し ま ^ 

HEX$I«JK で 文字列に 変換した もの を、 U) 進数の 数値に 変換す るに は VAL(-&FT + A$) 
のように します。 



「参 照 1 OCT$<10;!£8t を 8 巡^, にの 文字列に' &换） 

VAL (义氺 列 を 钕讷 に' &换） 



r プログラム 例 



100 1 HFX< I OCT* 

120 print " l o*r i 6mn 

130 FOR 1=0 TO 255 
140 PRINT USING '• き"" ； I ； 
1 50 PRINT TAB{ 12) ； RIGHT${ 
160 PRINT TAB(21) ； RIGHT* ( 

170 NEXT 

180 KND 



*HEX$(I) f 2); 

一 +OCT き m'3) 



» 0 it » 1 6 jg ft 8 it 数 



I 

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 



012345670123456701 

1111111122 



0123456789ABCDEF01 

1 1 



012345678901234567 
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ステー 卜 メン卜 



IF 〜欄〜 ELSE 
IF〜GOTO〜ELSE 



【ィフ • ゼン • ェ ルス】 



IF〜THEN〜ELSE 

もし〜 ならば〜、 そうでなければ〜、 という 意味から 条件 判断 
つて、 分 鼓す る こと。 



【ィフ • ゴゥ トウ • ェ ルス】 

1F〜G0T0〜ELSE 

もし〜 ならば〜 へ、 そうでなければ〜、 という 意味から 条件 判 
つて、 分岐す る こと。 



機 m 条件 判断 を 行って、 次に 実行すべき プログラム 行 を 選択します 



1 害 式 1 IF 条件 式 


THEN 


文 




文 








行 番号 


[ELSE 


行 番号 


] 




GOTO 


行 番号 









[ 使用例) IF A= 0 THEN PRINT B ELSE PRINT C 



IF A=0 GOTO 100 ELSE 200 



— A が 0 ならば B を、 そうでなければ C を^ 
示します。 

—A が 0 ならば 100 行へ、 そうでなければ 200 
行へ 分 《 します。 



「解 説つ • 条件 式 は、 結果が rt- (— 1) またはぬ （0) で 得られる 間 係 i お t>: 式です。 

• 条件 式 を^むし、 ft であれ は TI1KN あるいは （； OT() 以 ドの文 や 行 を^ 行し ます また 

であれば ELSE に较 く 文 を * 行し ま す。 
•ELSE 以降 は？? 略す る ことができ、 ft 略した 垛介、 条件 式の 站 * がぬ であれば 次の 行 を 

実行し ます。 

• THEN. ELSE の 後ろに は 1 つの 文、 または コロン （ ： ） で 区切って 並べた 一 速の 文 を 指 
^します。 舉に数 tfi だけ を 指定す ると、 分岐 先の 行 # 号 を 指お した ことになります。 
GOTO の 後ろに は行番 り-しか 指^で き ません。 

- THEN, ELSE に、 別の IF 文を较 けて、 多 にす る ことができます。 このと き、 
THEN と E し SE の 数が 合わない と、 各々 の ELSE は «： も 近くに あって、 まだ 対応 付けし 
ていない THEN と 対 を 作ります。 多 *T (構造に できる の は 1 行に * ける 範囲です。 

件 式で ポ ffl 度 または 倍 W 度の ffi を 特定の 侑と 比 《 する 場合 は、 等兮 (=) ではなく 不等 

ひ （<、 〉> を 利用す るよう にします。 これ は、 単精度 や 倍精度の 数侦 は、 内部で はは 動 
小数点 形式で, itite してお り、 厳密に は 正しい 侬を 持たない 場合が あるた めです （つま り 
近似侬 を 持って います)。 したがって、 特定の 依と 等しい かどう か を 比較す る 場合 は、 

その 侬 との： が どれ だけで あるかで 判断す るよう に して く ださい。 



IF〜 THEN 〜 £LSE/lF~GOTO~ELSE I 5 




immiii 國誦 I 



INKEY$ 



【インキ 一 • ダラー】 

IN put KEY 

キー入力。 すなわち、 キー を 入力す る こと 



o 



1 機能 1 キーボードから 入力した 文字 を 与えます。 キー を 押してい なければ 空 文字列 (ヌル ス卜リ 

ング） を 返します。 





100 IFA$=INKEY$:iFA$=- THEN 



押された キーの 文卞を A$ に 代人し ます 



解 説 



•INKEY$I« 数 を * 行した ときに、 押してい る キーの 文卞を 返します。 何も 押してい ない 
と き に は 空 文字列 ("-) を 返します。 

• 押した キーの 文字 は、 MiAi にお ポ しません。 また、 iNPUT$m 数な どと K. なり、 キー を 

押す まで、 人力 を 恃 ち^ける こと はしません。 したがって、 キー 人力 待ち をす るた めに 

は、 次のように するとよ いでしょう o 



例 100 A$=INKEY$ ： IFA$="" THEN 100 



キー を 押さない と 100 行で ル一ブ しています。 
•INKKYSIKISC は ( STOP ] キー や I CTRL ] + [ C I キーの 文卞を 返す こと はでき 

ません。 

• プログラムで 人力 ^ ちの ^ 令 を' お 行して いなくても、 キー ホ'— ド からの 人力 を, ;1: してお 
り （^行人 Al)、 押された キーの データ は キーボード バッファに 格納して います。 
KEYSI^IK は、 この キーボード バッファの 先^の-文 ^を 返す ため、 ^行人 力して いる 

とき は 示す 文字が 具なる ことがあります。 先行 人力して い 4 データ を 消去す るに は、 次 
のように すると A いでし よ う。 

例 100 A$=INKEY$ ： IFA$<>"" THEN 100 

[WW] iNPUT$ (キ— ボー ド からの データの 説み 込み） 
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関数 



iimimiiiiimmiimiiimiiiii 

INP 




『インポ— 卜】 

IN Port 

ポー 卜から 中へ (in) という こと。 I/O ポートから データ を 直 ほ 
tt み 込む こと。 


1 機 能] 


I/O ポー 卜から 直接 1 バ- 


i 卜の データ を统み 込みます。 


[書 式] 


INP (ポー 卜畨 号） 




( 使用例 ） 


A=INP(&HEO) 


—ボー ト &HE0 から データ を^み 込みます o 



「解 説 】 • ポート * 号で 指定した 1/0 ボー ト から 1 バイ トの データ を^み 込みます。 

• ポー 卜 番号 は 一 32768 から 65535 までの 数 W (を 指定し ます。 れの数 を ^定 した 垛合は 

65536 に 桁定 した Wi を 加 《: した 結; ft を 桁お した ことになります。 



参 照 0UTU/0 ボ―ト にめ: 接 出力) 



ステー 卜 メント 



INPUT 


【イン ブッ 卜】 

INPUT 

データ を 入力 (input) する こと。 


[機能） キー ボー 


ド から 入力した データ を 変数に 読み込みます。 


1 書式 1 INPUT 


["入 カメ ッ セージ" 


， 


] 変数 名 [， 変数 名] • • • 


I fe 用例 ) INPUT "l 


トマ ェヲニ ユウ リ ョク" ； N$ 




—"ナ マエ ヲニ ユウ リ ョ ク？" と 表示し 入力 待 
ちになります。 



KJ HNin'T 文 を' 行す ると "入 カメ ッ セージ" を^^し、 キー ボー ド からの データ 人力 はち 

になります。 

• キ —ボードから 変数 名の だけ データ を 人力し、 ( «J ) キ— を 押す と、 それぞれの 

'&钕 に データ を^み 込みます。 

• 入 カメ ッ セージ は データ 人力 待ちの 際に WW に 炎 示す る 文字列で、 文 牢^ 数 を «Wi しま 
す。 义卞 '&84 は Hi 川で きません。 このような 人力 を 促す メ/ セージ を ブロン ブト 
(prompt) と Uf ぶこと があります。 

• 人 カメ ッ七一 ジに セミコロン （ ； ） を^け た 《1介は、 人乃メ ッ セージの 後ろに fetlWW (？ )、 

1 义' i": 分の や 1'1 と 力一 ソル を み^します。 また カンマ （,） を^け た 《1 介 は 人 カメ ッセ一 

ジの 後ろに は カーソル だけ 示します。 
• 入 カメ ッ セージ を 省略した 場合 は 疑 脚符 (？ )、 I 文字 分の 空白と カーソル を 表示し^ 
• 複数の 変数 名 を桁定 した «J 介、 人力す る データ を 力 ンマ （，） で KW つてい きます。 
• 人ん した データと' の や は -钕 していなければ なりません。' &敉 のゅ や、 人力した デー 

タの W 数が 変数の 数と' 致して いない 場合 は、 "？ Redo from start" (もう -度 初めから 

人力しなさい） と^^し、 データの W 人力 を 促します。 
• 何も 人力せ ずに [ «J 】 キー だけ を 押した 場 介 は、 数が &侦 変数で あれば 0 を、 义 

字 * 数で あれば 空文 字 列 を 入力 した こと にな り ます。 
• 义卞 データの 後に 人力した や^ (スペース） は te«i し、 人力し ません。 人力 データに 空 

白 や カンマ （,） を 含む 場合 は、 に 重 引用符 (") で 文字列 を 囲みます c 



照 1 LINE INPUT (—行 を 人力) 
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INPUT* 



【イン ブッ 卜 • シャープ】 



データ を ファイルから 入力 （input) する こと。 



機 能】 シーケンシャル ファイルから データ を み 込みます。 



\* ^1 INPUTtt ファイル 番号， 変数 [， 変数] 



ま • 



INPUT1M, A$， B$ —データ を A$， B$ に 読み込みます。 



「解 説 1 • ファイル 番号で 指定した シーケンシャル ファイルから データ を 説み 込みます。 ディスク 

上の シーケンシャル ファイルに 限らず、 通お M 線 や キー ボー ド からの データ 人力に 使 Jfi 
します。 

• 変数に は、 データ を 説み 込む 変数 を 指定し ます。 

• 説み 込む デー タと 変数の は一 致して いなけれ ばな り ません。 また' & 数の^! に したがつ 
て、 次の 規則で データ を说み 込みます。 
(11 変数が 敉侦 ゆの 場合 

• データの先頭の 空白 は無说 し、 これ 以外の 文^から やに 1、 カンマ あるいは CR コー 
ド までのす ベての 文卞 を、 数 tfi データと して 変数に^ み 込みます。 
(2) 変数が 文せ: ゆの * 介 

• データの Jtilrt の^ 山 は 無視し、 これ 以外の 文字から を データと して 统み 込みます。 

e 初の 文字が 二 靈 引用符 (•) であれば 引用符 付き データと 判断し、 次の 二 * 引用 
符 との mi にある 文字列 を 変数に 说み 込みます。 

• « 初の 文字が 二重 引用符で なければ 引用符 無 しの デ一 タと 判断し、 力 ンマ ある 

いは cr コ一 ド までの データ を 変数 に^み 込みます。 したがって データに カンマ 

や CR コード を 含む 場合 は、 データの W 端に 二重 引用符 力 不必要になります。 ただ 
し、 いずれの 場合 も 255 文字 を 超える 場合 は、 255 文字まで を データと します。 残 
り は 次の 変数に 説み 込みます。 



し 参 照 ] PRINTS (シーケンシャル フ アイ ル への デー タ 出力) 



プログラム 例 



100 ' INPUT! 

110 ' ― シーケンシャル ファイルから データ を R み 込む -— 

120 OPEN "2:DATA1" FOR INPUT AS き 1 

130 IF R0FU1 THEN GOTO 170 

140 INPUT tl ,NMS t TEL* 

150 PRINT NM$ ,TELt 

160 GOTO 130 

170 CLOSE 

180 END 
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INPUTS 



【ィ ンブッ 卜 • ダラー】 

INPUT String 

string は一 速と か 一列の 意味。 転じて、 文字列の こと。 
を 入力 （input) する こと。 



機 能つ キ 一ボ一 ドゃ ディスク ファイル などから 指定した 長さの データ を 読み取ります。 




厂 使用例 1 A$=INPUT$(1 



キー ボー ド から 1 文卞^ み 込みます。 



[m 説] 



• ファイル 番号で 指定した ファイルから、 文字 数で^^ した 义卞数 分の データ を 

ます。 

• ファイル 番号 を 略す ると、 キーボードからの データ 人力になります。 ただ 
文の ように 人 乃した データ を に * 示しません。 

• lWUT$|«m は ffi'/iZ した 文 卞 数 分の データ を说み 込む まで 次の 命令 を' ぶ 行し ません。 

•lNHJT$|ia 数 は ( STOP | キー や I CTRL 1 + [ C J キーの 文字 を 返す こと はでき 

ません。 • 



し 参 照 J lNia':Y$ ( キー ボー ド からの データ 人力 》 



〔プログラム 例〕 



100 
1 10 
120 
1 30 
140 
1 50 
160 
170 
180 
190 



INPUT* 

― メニュー ^環 を 作成す る - -- 



CLS 

LOCATE 

LOCATE 

LOCATE 

し OCATE 

LOCATE 

LOCATE 



20,5 
23,8 
23, 10 
23,12 
23, M 
20, 17 



PRINT 
PRINT 
PRINT 
HMH 丁 
PRINT 
PRINT 



"拿 拿 拿 拿 拿 JOB MENU 
"A ： DATA APPEND" 
"B ： DATA DELETE" 
'•C ： PRINT LIST" 
',D ： JOB END" 



= INPUTS 



1 ) 

200 IF K$="A" THEN LOCATE 23, 19: PRINT "Command ： 

210 IF K$= M B M THEN LOCATE 23,19 ： PRINT "Command 

220 IF K$="C M THEN LOCATE 23 , 19 ： PRINT "Command 



APrEND ,t 
: DE し ETE" 
: LIST " 



230 IF K$="D" THEN LOCATE 23,19 
240 BEEP ： GOTO 190 



PRINT •• = == GOOD BY! = = = '• ： END 
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ステー 卜 メント 




【イン ブッ 卜 • ウェイ ト】 

INPUT WAIT 

wait は 待つ こと。 したがって 待ち 時 問 を 決めた INPUT 文。 



機 m i キ 一ボ一 ド から 変数に データ を 読み込みます： その 際に、 その 入力 待ち時間 を 制 眼し ます 



o 



待ち時間， ["入力 メッセージ 
[， 変数 名] • • • 



n 



] 変数 名 



使用 f 列 J INPUT WAIT 300, -ナ マエ ヲニ ユウ リヨ ク-: AS 



AS にデー タ を 説み 込む 際に 30 秒 だけ 待ち 
ます。 



O 



待ち 時 M で衍' ぶした 時 IW だけ 人力 を 待ちます。 待ち 時閒の や. 位 は 0.1 秒です， 

ち 時 IW に は 0 を 除いた一 32768 から 65535 までの 整 &を 指'ぶ します。 ただし {'1 の 钕を揩 
定 した^ 介 は 65536 に 指定した 侦 を 加 W した 紡! ft を 指' 4i した ことになります。 例えば 
INPUT WAIT — 1， A$ と INPUT WAIT 65535， A$ は 问じ時 IB だけ 待ち • 
この 文の 後ろに マルチ ステート メン ト と して 他の 文が ある 埸^、 ^ち 時 IHI 内に 人力 を 
行った ときの み 後の 文 を * 行し ます。 人力 を 行わなかった とき は、 後の 文 を 実行せ ずに、 
次の 行 を * 行し ますので i に ft してく ださい。 
待ち 時 M の 制阪が ある こと を 除けば、 INPUT 文と M じ 機能です。 



〔参 照） INPUT (キーボードからの データ 人力） 



INPUT WAIT ol 



INSTR 



【インス 卜 リング】 

IN STRing 

stfing は一 速と か 一列の * 味。 おじて、 文字列の こと。 in は〜 
のなかの、 〜についての 意味の 接頭 K。 



機 能〗 文字列の 中から 指定した 文字列 を 探し出し、 見つかれば その 文字列の 開始 位置 を 知らせ ま 



す。 



US INSTR ([開始 位置，] 探索され る 文字列， 見つける 文字列) 



[使用例； A=INSTR(10. B$, CS) —お の n に; •• H から OS を は ほし. £ す 



「解 説】 • 探索され る 文字列の' I' を、 始位! 1 から 見つける 文字列 を 探します。 兌つ かれば、 その 

位 m を 探索され る 文字列の^^ からの バイ ト敉で ら せます 。もし W つからない^ 合 は、 
o になります。 

• 開始 位！！ を 探索され る 文字列の^ rfi からの バイ ト 数で^ 定 します。 V？ 略す ると 文卞 列の 
Ai 初から 探します。 

*晃 つける 文字列に 3! 文字列に) を 指定す ると、 開始 位置と 1'，'1 じ W (を 返します。 
I プログラム 例 1 

100 * INSTR 

1 10 , "- 文卞 列の 位厦 を HI ベる "- 

1 20 A$= "EPSON PERSONA し COMPUTER WORLD" 

130 P=INSTR(A$ r M COM") 

140 PRINT P 

150 KND 

RUN 
16 
OK 
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【イン 卜/イン アン ャ】 

INTeger 

If 数の こと。 ここで は、 》 値 を 整 》 にす る こと。 



[機能） 数値の 小数 部 を 切り捨てて 整数に します。 

IS INT (数式） 

し 使用例 1 A =INT(30. 65) —30.65 の 小数 部 を 切 り 捨てて 30 に します。 



解 说1 •( ) 内の 数式の W (の 小数 部 を ft の 方向に 切り捨てます。 

•INT 関数 は 小数点 以下 を 切り捨てる K に、 K 僅 を 超えない 《大 の 整数 を 求めます。 した 

力、 て、 車 《1 に 小数 部 を 切り 掊 てる FIXIW 数と は、 Sdifi が ft の 場合に *? ほが W なります。 

例 

FIX( 1.28)-^ 1 INT( 1.28)— 5> 1 
FIX (-1.28) ~ >- 1 INT(-1. 28)^^-2 



INT(-1.28)« 1 •FIX(-1.28) FIX(1.28)0 ~ 

INT{1.28)0 ~ ' 

•CINTIW 数と は ft なり、 せの 変換 は 行いません。 
(参 照） C1NT (小 &部の W 抬五 人） 

nx (小数 部の 切り捨て） 
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JIS$ 



【ジス • ダラー】 



JIS 

Japanese Industrial Standard (日本工業規格） の; K 味。 ft し （ 
漢字の 文字コード を 求める こと。 



機 nf] 文字列の 最初の 2 バイ トを 16 進数 形式の 文字列で 表します。 



|g 式， JIS$ (文字列） 

し 使用例 」 A$=JIS$(KMIDS ("日本"， 2, 1)) — "[T の JIS コード 467C を 求めます。 



解 説 | • 文字列の iii 初の 2 バイ トを 16 進数 形式の 义卞 列で おします。 



などの 2 バイト 文 卞の文 卞 コード を 簡ザ に^べる ことができます。 たたし、 この^! 
数 は. 中. 純に 文字列の Ai 初の 2 バイ トの文 卞 コー ドを 返す だけです。 



A$=jis$(KMio$rn4:". 2, 1 )) -it の jis コードが 返り ま To 

• 逆に JIS コードから 2 バイ ト 文字 を 得る に は KNJ$IW 数 を 用います J 



： 参 照〕 ASC( I バイ ト义卞 の 文^ コー ドを ひえる) 



100 ' JISS 

110 1 - "- 文卞 の濱卞 コード を 舅 ベる --- 

120 CKS 

130 INPUT "文卞 を 入力"； K$ 
110 PRINT 

I 50 PRINT JIS$《KM1I> 拿 （K*，2,l») 
160 RND 

RUN 

文 宇 を 人力？ mr 



in ： a$«j 画? 日本つ 



これで は KI コー ド のコ一 ドが返 り ます。 



KNJ$(2 パイ ト 文字に 変史) 




344 I 

Oli 
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KACNV$ 



【ケー • エイ • コンパ 一 卜 • ダラ一】 

Kanji Ank CoNVert 

2 バイ ト 文字 を ANK 文字 （ 1 パイ ト 文字） に 変換 （convert) す 

る こと 0 



機 能 文字列 中に 含まれる 2 バイ 卜 文字 を 〗 バイ 卜の 英数字に 変換し ます。 



(» ^) KACNV$(^5II) 


1 使用例 1 A$=KACNV$(K$) 


—文字列 K$ に 含まれる 2 バイ ト 文字の 英数 




字 を 1 バイ ト 文字に 変換し ます。 



「解 説 ] •ffi 定 した 文字列に 含まれる 2 バイト 义字 を、 1 バイト 文字に 変換し ます。 2 バイト 文卞 

を 示す KI/KO コ 一 ドは取 り 除きます。 
• 2 バイ ト 文字に W 応 する 1 バイ ト 文字が 存在し ない 場合 は Illegal function call (遠 法 M 

数 呼び出し） エラーになります。 
• 1 バイ ト 文字 は 変化し ません。 



、参照 ヅ AKCNVS 1 ハイト え';' 'ク 2 ハ f ト 1;': にも 換 



厂 プログラム' 



100 ' KACNV» 

no • ― 2 バイト 文す を 1 バイト 文 宇に 変 後す る --- 

120 K» = "ABC アイ ゥ 1 2 3 ABC 1 ' 
130 PRINT KACNV$(K$) 
140 END 

RUN 

ABC ァ "123ABC 
OK 
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KEXT$ 



【カンジ *ェ クス卜 ラク卜 • ダラー】 

Kanji EXTract 



、o し 



ここで は 文字列 を 抜き出す こと。 



機 能 1 文字列の 中から、 1 バイト 文字 だけ、 あるいは 2 バイト 文字 だけ を 抜き出します。 




A$=KEXT$(B$, 0) —文字列 B$ の屮の 1 バイ ト文卞 を き 出し 

て、 A$ に 代人し ます。 



Cm 説】 *概 能で 指^した の 文字 を、 指定した 文字列から 抜き出します。 機能 は o または 1 で 

指^します。 





ffi 味 


0 


奂 数卞、 カタ カナな どの 1 バイ ト 文卞 を リズき 出します。 




iK 字な どの 2 バイ ト文卞 を 抜き出します。 ただし K1/KO コード は 抜き出さな 
いため 注意して ください。 



• «nu した 文字列に、 《 能で 指^した 神 •* の文卞 が 存在し ない 場 介 は、 や 文字列 (""） を 返 
します。 



し プログラム 例 



100 ' KEXTt 

110 • "- 日本 は 文卞を 抜き出す 一- 
120 K$ = "ABC 日本 ほ 123 ひらがな ァ O カタ カナ'' 

130 KI$=CHR$(&H1B)«CHR$(&H4B) 

140 KO$ = CHR*(&HlB»+CHR$《«tl"8» 

150 A$=KI 拿 +KEXTt(K$, 1 > 夸 KOI 

160 PRINT A$ 

)70 END 

RUN 

8 本 18 ひらがな カタ カナ 

OK 
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ステー 卜 メン卜 



KEY 



【キー】 



KEY 
キー ( 

と。 



) のこと。 ここで は ファンクションキー を 制御す る こ 



機能 J ファンクションキーに 任意の 文字列 を 設定し ます 



o 



「害 式つ KEY キー 番号， 文字列 



使お 例 ， KEY 1 ， "SAVE"+CHR$(34) 



解 説 



—ファンクションキー [ f ' 1 ) に SAVE 
を 設定し ます。 



キー 番号で 指定した ファンクションキーに、 文字列 を >S 定 します 



o 



キ 一番 母に は 1 から 10 までの 数 使 を 指定し、 それぞれ フ アン クシ ヨン キー 「 f • 1 ) か 
ら ff * 10 〕 にお^します。 

文字列に は、 コン トロール コー ド を^む 1 バイ ト 文字 を は 文字 以内で 設定す る ことが で 

きます。 コントロール コード を 設定す るに は CHR$IB 数 を 使用し ます。 また 曰 本^ 文字 

列 を 《a 定 する こと はでき ません。 

文字列と してや 文字列 (--) を ffi 定す ると、 ファンクションキーと しての 機能が な く な 
ます。 



K 



照 ] CONSOLE (フ アン クシ 3 ン キーの Wfti への 衣が 
KEY LIST (フ アン クシ 3 ン キーの 内容 を 衣 示） 



プログラム 例つ 



KEY に load 
5 に' run" 



N 
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ステ一 卜 メン卜 

m ，画 画 1誦1» 画 i""Hii inn nun mi mi! i mm 國圆 11 画， 

KEY LIST 



【キー ♦ リス 卜】 

KEY LIST 

ここで は key は ファンクション キ 
キーの 内容 を 出力 （ぉ0 する こと。 



—のこと。 ファンクション 



し 機 能」 ファンクションキーに 設定され ている 内容 を 一 K で 画面に 表示し ます 




使用例 



KEY LIST 



ファンク ショ ン キーの 内お を Mifii に^ ポし 
ます。 



し 解 説 1 • ファンクションキーに 設^して いる 文字列 を 以下の 形式で 阑ぱ《' に^^します 0 



I I load 



f 6 1 save 



auto 



匚 



]ko to 
llist 



コ prinl 



« 1 edit Sk 



] run 4 K 



F 10 ] conl c K 



CONSOLE 文で 画面の « 下行に « 時フ アン クシ ヨン キ 

ます o 一 
CONSOLE, f 1 ファンクションキーの^ 小 

CONSOLE,, 0 ファンクションキーの'; i l i ぶ 



—の リス トを^ ホ する ことができ 



「参 照 I CONSO し E (フ アンク ショ ン キーの^ 小) 

KEY (フ アンク ショ ン キーの ^定） 



KEY LIST 



ステー トメ ン卜 



KEY ON 
KEY OFF 
KEY STOP 



【キー • 才ン】 
【キー • オフ】 
【キー • ストップ】 

KEY 

ここで は key は ファンクションキー のこと。 これから ファン 
クシ ヨン キーに M する 制御 を 行う こと。 



し 機 能 | ファンクションキー による II り 込み 処理 ルーチンの 実行 を 許可、 禁止、 停止し ます。 



「省 式つ KEY [(キー 番号)] 



ON 

OFF 

STOP 



, ィ史用 f 列 ； KEY ON 



KEY OFF 



KEY STOP 



—割 り 込み 処 ffl ルー チ ン を ^行 します o 

り 込み 処瑰 ルーチン の' お 行 を 禁止 し ま 
す。 

―', W り 込み 処 ffl ルー チ ン の'; i 行 を や？ ih し ま 

す。 



： 解 説： -キ 一番号-: お', に' ノ-' 'ソ クン， ハ にべ'^' i ヒリ: h.j る 力: り ほ' い r,o)Um 

を 行います。 キー 番号 は、 ファンク ショ ン キー I ft I から 1 卜" I に对応 する l 

から 10 までの 数 W です。 キー 番号 を ？T 略す ると、 すべての ファンクションキーが 対 * に 
なります。 

• m り 込み 処理 ル 一 チン は ON KEY GOSUB 文で 定 * します。 

•KEY ON は 割り込み 処理 ルーチンの ^行 を 許" f します。 この 命令 を^む 後 は、 指定し 
た ファン クシ 3 ンキ一 を 押す と ON KEY GOS1B 义で 'ぶ義 した 割り込み 処理 ルーチン を 

実行し ます。 

•KEY OFF は 割り込み 処理 ルーチンの^ 行を禁 1ト. します。 この 命令 を 実行 後 は、 指定し 
た ファンク ショ ン キー を 押しても 割り込み は 兌 生せ ず、 ファンク ショ ン キー 本来の 動作 
をし ます。 プログラム 終/時には 必ず、 KEY OFF を * 行して ください。 
KEY STOP は' 别り 込み 処理 ルーチンの * 行 を <9 止します。 この^ 令 を' *； 行 後 は、 桁'/ ii 
した ファンク ショ ンキ一 力、' 押された こと だけ を <kl 愤し、 割り込み 処理 ルーチン は^ 行し 
ません。 この あと、 KEY ON を * 行す ると、 先 ほど ファンクション キ一 力 、'押された こと 
によって 割り込み 処理 ルーチン を * 行し ます。 



• 



K 



参 照 J ON KEY GOSUB (ファンクションキー による 割り込み 処理 ル— チンの 定筏) 
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コマンド 
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【キル】 

KILL 

殺す、 消す という ことから、 ファイル を 削除す る こと。 



\m m) ディスク 上の 指定した ファイル を 削除し ます。 

nr^i kill ファイル 指定 子 



( 使用例 , KILL "DUST. DAT" —ドライブ 1 の DUST. DAT という フ アイ 

ルを 削除し ます。 



(解 説 1 • ファイル 指定 子で 指定した ファイル を 削除し ます。 

• 削除しょう とする ファイル は、 クローズして いなければ なりません。 オーブン している 

ファイル を 指！ すると、 ド Ue already open (ファイルが すでに オーブンされ ている） ェ 

ラーに なり、 ファイル を 削除で きません。 
• ブ ロテク トセ一 ブ した ファイル も KI しし 文で 削除す る ことができます。 
•SET 文で ファイル W 性 を # き 込み 禁 lh にす ると、 KIL し 文で その ファイル を 削除す る こ 

と はでき ません。 



KILL 
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ステ一 卜 メン卜 




【ケー • イン ブッ 



Kanji INPUT 

漢字 (日本 IS 文 ¥) を 人力 (input) する こと 0 



〔機 m] 自動的に、 日本語 入力 モードに 切り換えて、 キーボードから データ を 入力し ます 



O 




日本語 人力 モードに 人り、 キーボードから 
A$ に 日 本^ 文字列 を 説み 込み ま す。 



「解 説 J 



• 



• 



KINPUT 文 を ^行す ると tl 動的に 日本語 入力 モー ドに 切り 換わり、 キ —ボー ド からの 
データ 人力 待ちになります。 INPUT 文の ように 疑問符 (？) と^ 白 を^^し ます。 
日卞^ 人力 のん 法に したがって 日本^文字 列の 入力 を 行い、 [ «J j キー を 押す と、 
^定 した 文字 変 》 に データ を浼み 込みます。 このと き、 動的に 日本^ 人力 モード を 抜 
けます。 

—つの KINPUT 文に一 つの 文字 変数 し か 指定で き ま せん。 

日本 ffi 入力 は、 必ず 画面の flft 桁から 表示して いきます。 LOCATE 文で 奋数桁 を 指定 
しても、 その から * ポ します。 



[： プログラム 例 j 



K 



100 ' KINPUT 

no ' —— i'i 動的: ：ll 冬 ifl 人お モードに 人る 

120 C し S 

130 LOCATE 0,0 ： PRINT "日本 |fl を 入力して ください 

MO LOCATE 30,0: KINPUT AS 

150 LOCATE 0,2 ： PRINT "入力した H 本 15 はに： A$ 
1G0 END 



です 



u 本 la を 入力して くださ 



中 w の 《 * 



入力した b 本 ia は 

OK 



中 a の es 史 j です 
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KINSTR 



【カンジ • インス 卜 リング】 

Kanji IN STKing 

string は 一連と か 一列の 意味。 おじて、 文字列の こと。 め は' 
のなかの、 〜についての 息 味の 接頭 結。 



(Tiri 2 バイ 卜 文字 を 含む 文字列の 中から 指定した 文字列 を 探し出し、 見つかれば その 文字列の 

開始 位置 を 知らせます。 



[W^] KINSTR ([開始 位置，] 探索され る 文字列， 見つける 文字列) 



「解 锐 



使用例 j A=KINSTR(10， B$, C$) 



B$ の 10 文字 目 から C$ を 探お します。 



• 探索され る 文字列の 中 を、 開始 位置から 晃 つける 文字列 を 探します。 兄 つかれば、 その 

Ki?t を 探索され る 文字列 のん 端からの 文字 数で 知らせます。 も し ^ つからない 坳- は、 
o になります。 

• 開始 位置 を 探索され る 文字列 のん 《 からの 文 ひ： 数で 1 ^定 します。 このと き 2 バイ ト文 卞 

も I 义卞 として 敉 えます。 またぬ， KO コード も 1 文卞 として 文卞钕 に 合め ます。 ^略 

すると 文'?: 列の iii 初から 探 します。 
• 晃 つける 文 宇 列に 空文 字 列に) も 指定す ると 、 始 位^ と 1"1 じ ^を 返します 。 

• 同じように 文字列の 位 fi を 求める 1NSTRW 数 は、 IMI に 文字列の バイ ト敉で 指 だし ま 
す。 

例 A$ ="AB 漢字 カナ まじり" 
PRINT KINSTR (A$, "まじり"） 



OK 



1 2 3 



A B KI 



4 



6 



8 9 



10 



11 



12 



13 文卞 Kt 



KO 



カナ 



KI 



ま 



KO 



1 2 3 



5 6 



7 g 9 10 U 12 13 U は 16 17 18 19 20 21 22 バイ ト 



["プログラム 例] 



100 1 KINSTR 

110 ' -― 名 *3 を 探す --- 

1 20 CLS 

130 M$ = "中 « 胡 菜， S 川 秀美， 了, 本 ^ 美 承 子 
140 INPUT "お 名前 は "； N$ 
150 F=KINSTR(M$ t N$) 
160 rRINT 

170 IF F=0 THEN PRINT "はじめまして ：N»; 
180 IF FO0 THEN PRINT "ようこそ！ "；N" 
190 END 



さん 
さん' 



M 



RUN 

お 名前 は 



本 田 美奈子 



ようこそ！ 本 田 美 《 子 さん 
OK 
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.& 味 




义卞 列氽 体の 文卞 数。 2 バイ ト文 字、 KI/KO コード も それぞれ 1 文 ひ: として 
数えます。 


1 


英数字、 カタ カナな どの〗 バイ ト义 卞 の义 'i: 玫。 


2 


2 バイ ト 文字の 文字 数。 IO/KO コード は 含みません。 


3 


2 バイ ト 文字のう ち、 81 字な どの 全 ft 文字の 文字 数。 


4 


2 バイ ト 文字のう ち、 3£» 字な どの 半角 文字の 文字 »。 


：> 


K1/K0 コー ドの 文字 数。 



KLEN 



【カンジ • レングス】 

Kanji し ENglh 

漢字 （2 バイ ト 文字) の 長さ （length) のこと。 



機 能 2 バイ 卜 文字 を 含む 文字列の 長さ を 与えます 



• ^) KLEN (文字列 [， 機能]) 



使用例 ― A=KLEN(X$) —文 ひ: 列のお さ を 変数 A に 代人 します 



ffi' ぶした 文字列 の^さ を 1 バイ ト文' ド、 2 バイ ト文卞 を それぞれ 1 文字と して 数えます 

機能 は 数える 文卞の を 0 から 5 までの K 数で 指定し ます。 



o 



同 じょう に 文字列の K さ を 与える LEN|«ft は、 鳴: Jt 字 列の バイ ト数を 返します o 



i J LEN (文字列の 長さ を 与える) 



r プログラム 例〕 



100 


' K し 




1 10 




文 卞» を Bk える -" 


120 


A* = "ABCABCABC いろは ィ n' 、瀰 字" 


1 30 


PRINT 


A$ 


1 40 


PRINT 




150 


PRINT 


^文す ft =";KLEN(A$ t 0) 


160 


PRINT 


'英 » カナ =";KI,EN(A$ t l) 


170 


PRINT 


一 B 本應 = ';KLEN(A$ f 2) 


180 


PRINT 


"全 ft 文卞 =";K し EN《A«,3> 


190 


PRINT 


一半 角 文字 =";KLEN(A$ f 4) 


200 


PRINT 


•KI/KOh に =';KLEN(A$ t 5) 


210 


END 




RUN 







ABC ABCABC い ろ は ィ D, 、溪 字 

数 = 23 
ナ = 6 

= 11 
字 = 8 
宇 = 3 
-に = 6 



KLES 
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す 力 M 文 文の 

文 R 本 角 角 5 

英日全 半 



【カンジ • ミツ ド* ダラー】 

Kanji MIDdle 

日本 S き 文字列 ('； 獎宇) の 中 (middle) から 新しく 文字列 を 作成し 

ます o 



(機能） 


2 バイ ト 文字 を 含む 文字列の 中から、 指定す る 部分の 文字列 を 抜き出します。 


1 害 式 1 


KMID$ (文字列， 初めの 位置 [， 文字 数]) 




C$=KMID$("100 東京都 101"， 4， 5) —文字列" 100 朿 京都 101 "から" 束— 京都 "を 抜 




き 出します。 



G 解 説〕 *桁定 した 文字列の 中から、 初めの 位置で 指定した 位び,'. から 文字 数で 指 'ぶした 文' i": 列 を 

き 出します。 « 行 後、 指^した 文字列の 内お は 変化し ません。 

• 初めの 位置、 文字 数と も 1 バイト 文字、 2 バイト 文字お よび K1/KO コード を 1 文卞と 



して 数えた 侦 です。 

• 初めの 位置が、 文字列の 文字 数よ 1 ) 大きい 場合 は、 空文 卞列 (""） を 返します。 

• 文 字数 を« 略したり、 初めの 位置からの 文字列の 文^ 钕 が 文字 数で 桁'ぶ した w': よ り 鋭い 

Hi 介 は、 初めの 位置から 文卞 列の 終わり まで を 抜き出します。 

• 阿 じょうに 文字列 を 抜き出す M1D$I» 数 は、 中-純に バイ ト 数で 針 » した 値 を 用います。 



KMID$ 



〔参 歐〕 \m)$ は ほ: 列の 抜き出い 



厂 プログラム fju 



100 ' KMIDS 

110 ， -— 文字列の 中から、 文字 を tt き 出す 一- 

120 At=:"ABC 演卞と 本 «T 

1 30 B$:KMID$(AJ,4，5>+KMIDJ(A$, 12,5) 

MO C$=KMID$(A$ t I f 3)*KMID$(A* f 9,3) 

150 PRINT A$; " — > M ;B$; H ♦ " ;C$ 

160 END 

RUN 

ABC 漢字 と 本 ffi 一-一 > 澳 字と 曰 本 » ♦ ABCDEF 
OK 
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KNJ$ 



【カンジ 'ダラー】 

KaNJi 

ここで は 2 パイ トの コード を 漢字に 変換す る こと 



厂 機 BgJ JIS-; 蘖字 コードで 与えた 4 桁の 文字列 を、 対応す る 漢字に 変換し ます。 



「害 式] KNJ$ (文字列) 



rSffli?'! ) PRINTKNJ$(-1B4B-)+KNJ$(-344r)+KNJ$ClB48') —澳 字コ— ド 3441 を" 澳-に 変換し 1き個 に-も 

示します。 



「解 説〕 yis* 卞コ— ドで ひえた 文字列 を、 吋応 する 漢卞に 変換し ます。 指 屯した 文字列に 对 

する 2 バイ ト文 字が 存在し ない 場合 は、 Illegal function call (違法 関数 呼び出し） エラ— 
になります。 

• 文字列 は、 J1S 澳字コ 一 ドの晚 Iffl あるいは K1/K0 コー ド でなければ なりません。 
• 澳字を 表示す るに は、 前後に 澳 字コ- ドを 示す KI/KO コードが 必要です。 
• 逆に、 2 バイ ト文卞 の 文 卞コー ドを 《 ベる (WK と して JIS$IW 数が あります。 

( 参照] J1S$(2 バイ ト の澳卞 コード を 与える） 
し プログラム 例 J 



100 • KNJ$ 

no • ― 灤ネ コード を b 本 W 文す へ實繞 する --- 

120 KI$ = '1B4B" ： K0$ = "1B48'' 
130 FOR 1=0 TO 9 
140 HEAD KS 

160 NRXT I 
170 END 

180 DATA 3440,3441.34 42.3443.34 44.34 45,3446,34 47,3448,3449 



RUN 

汀 n 

OK 
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ステー 卜 メン卜 

mil 

【ケ— • ビ— • ロード】 

Kanji Pattern LOAD 

load は 《 むと いう 意味。 ここで は、 ユーザーが 定義した 文 子 

パターン を 登 I* する こと o 



KPLOAD 




自由に 作成した 文字 パターン を、 指定した 漠字 コードに 登録し ます。 



rjT^l KPLOAD 漢字 コ―ド ，整数 型 配列 名 



KPLOAD &H762L KPN% —附： コー ド& 『621 に、 资数ゅぉ 列 讓 

の 文字 パターン をな^ します。 



WW} .ifi' ぶした 漢字 コードに、 あらかじめ 1 次元の 整数 型 配列に^ 定 して ある 文字 パターン ど 

« ^します。 以後、 この 澳宇 コードの 文字 を 表示す ると、 ここで 設定した 文字 バタ— ン 
を农ポ します。 

• 字 コードの 桁' ぶで きる 範リ《 は 次のと おりです。 

&H7621 ~ &II767E 
&H7721 〜 &H777E 
• 被 数^ M 列に は 、 次の 形式で 文字 バタ— ン を «： 定 します。 



第 1 要素 =16 
第 2 要泰 =16 
第 3 要素- &HXXYY 

第 4 要素- &HXXYY 
-&HXXYY 



H 



65432*0765 4 3210 




第 18 要素 =&HXXYY 
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- 1 1 — 


















































































































W 




















JL 






1 


I 1 



T 



16 



K7 卜 



左の 8 ドッ ト 右の 8 ドッ ト 

： I 



?fS3 ^ぶから ^18«：^ までに、 *K の 文字 バタ— ン のドッ ト イメージ を 16 進数で 指定し 

ます。 

•fid 列の^ f- の fti 小侦: が 0 であれば、 0 から、 1 であれば 1 から に データ を^' 疋 します。 

する データの 敉は 18 惘 であるた め、 あらかじめ DIM 文で fid 列の 宣言 をして おく 必 
要が あり ます。 
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KTYPE 



【ケー • タイプ】 

Kanji TYPE 

漢字 を 含む 文字の 種類 (type) のこと。 



[機 能〕 2 バイ ト 文字 を 含む 文字列 中の 指定 位置の 文字の 種類 を 与えます 



o 



害 式] KTYPE (文字列， 位置) 



し ィ史 用例 ノ T=KTYPE(A$， 3) 



—文 ひ: 列 A$ の 3 文字 H の 文' i: の钝 Si を * 敉 
T に 代人し ます。 



[" 解 説〕 定 した 文字列の、 feifl からの 位置で 指定 した 文'?: の を 以下の^で til ら せます 



数 w 1 味 


0 


1 バイ トぇ卞 


1 


2 バイ ト 文字の 全角 文字 


2 


2 バイ ト 文字の 半角 文字 


:i 


KI コード 


A 


K0 コード 



位髓は 文字列の 先 «1 からの 位 K を 示し、 1 バイ ト 文字、 2 バイ ト 文字お よび KI/KO コー 
ドを 1 文字と して 数えたいです。 

指定した 位 匿に 文卞カ め：在 しない 坳 合 は、 Illegal function call (違法 び 出し） エラー 

になります。 

例 ： • 1ft' ぶした 文字列 力 ゆ 文字列 (一) の * 介 
*伤定した位^が0の^介 
• fit 定 した 位 K が 文字列の^ さより 人き ぃ垛合 



プログラム 例 



100 ' KTYPE 

110 ' —— 文す の タイプ を 肩べ る --- 
120 A» = "ABC 澳卞 DEF8 本ィ W 
130 PRINT "A B C KI 灌字 D 
140 PRINT "!!'!！：： 



B 本 KO 



I) 'い 



00031 12221 14000 
OK 



1 50 FOR 1=1 TO 15 

160 PRINT KTYPE(A$,I); 

170 NEXT I 

180 FND 

RUN 

8 F B 本 KO ィ n '、 



D t 

， 

澳- 

I 

K - 

c I 

B - 

A I 
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LEFT$ 



【レフ 卜 • ダラー】 

LEFT 

left は 左側の こと。 



し 機 m) 文字列の 左から 指定した 文字 数 分の 文字列 を 返します 



9 幻 LEFT$ (文字列， 文字 数) 



使 gfiJ A$=LEFT$(B$, 5) 



文字列 B$ の 左 か ら 5 文字 を 取 り 出 し て 、 
A$ に 代人し ます。 



「解 説】 



指定した 文字列 のん から、 文字 数で 指定す る バイ ト 数の 文字列 を 返します， 

文字 数に は、 0 から 255 までの 範 IIH で、 取り出す 文字列の バイ ト数を 指^します。 文字 
数が 义字列 全体の バイト 数より 大きい とき は、 その 文字列の すべて を 取り出します。 ま 
た、 ^さが 0 であれば 空 文字列 ("） を 返します。 
も と の 文字列の 内' おは 変化 し ま せん。 



厂 参 照 j NUD$ (文卞 列の 指定 位!?? から 文字列 を 取 り 出す) 

mGirr$ (义字 列 のん 側から 文字列 を 取り出す） 



[プログラム 例） 



100 ' I-FFTI 

M0 ' 左からの 文卞 M を W み ft る 

120 A 章 - w 東 fflttT 代 mR 神 DT 

130 FOR 1=2 TO 20 STEP 2 
MO n$ = f,EFT$(A»,l ) 
150 VU ! NT Ht 

160 NRXT ! 



IUIN 



抻 神 

区 



c c ^ 

千千 千チ 千千 

^京 tftttsff tie 

東 東 東 束 束 束 束 東 東 g 
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國 nil" mm i mil i 



LEN 



【レングス】 

し ENglh 

length は 長さの 意味。 



機 能〕 文字列の 長さ を バイ 卜 数で 返します 



「書式つ LEN (文字列) 



f 使用例， A=LEN(B$) 



文字列 B$ のお さ （バイ ト数） を A に 代人し 
ます。 



解 説， • 指定した 文字列 の^さ を バイ ト 数で 返します。 

• 2 バイ ト 文字お よび K1/K0 コード は それぞれ 2 バイ ト として 数えます。 これに 吋して 

KLKN は、 文卞列 の^さ を 文字 数と して 数える 閣 数です。 



参 照 KU':N (义卞 列の おさ を文卞 K で' > える) 



プログラム 例 



100 ， I.RN 

110 • ― 文卞 M の さ 
120 A« = "ARC[3 本 IflDEF 4 Tin 

i no rniNT し 

110 END 




RUN 
20 
OK 
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ステ一 卜 メン卜 



LET 



【レツ 卜】 



LET 

ある 状 g に するとい う 意味から、 変数に 数 俵 や 文字列な ど を 代 
入す る こと。 




能 右辺の 式の 結果 を 左辺の 変数に 代入 します 



o 




LET A=10 



に 代人し ます 



解 O 



ィ, 辺の 数式 や 文字列 を 左辺の 変数に 代人し ます。 このと き、 右辺が 数式で あれ (圹 左辺 は 
数侦' &数 を、 ィ i 辺が 文卞 列で あれば ノ に 辺 は 文 ひ 数 を 指お しなければ いけません。 これ 

が一 致しない 場合 は、 Type mismatchO が » なって いる） エラーに なり ます。 
数式と 数倘' のめが K なる 垛 介 は、 め:^ Jk の^に ゆ' &换 して 代人 します。 

LET は « 略で きます。 



100 LET 



LINE 



【ライン】 



LINE 

線 を 引く こと。 したがって 画面に 線 を 描く こと。 



rm 能 画面に; 



1 省 式 1 LINE [(Wx1， Wyl)] 一 (Wx2， Wy2) [, [描画 色] し 



し [ 



ライン スタイル 



タイル ストリング 



B 
BF 



]]]] 



使-用例 I LINE(50, 100) — （200， 150) 

LINE(50, 100) — （200, 150)，， B 



—線 を 描きます。 
—叫^ 形 を 描きます。 



「解 K ] • ヮ —ル ドゅ標 系の ゆ. t5(W)(1, WyD と （Wx2， Wy2) の 2 点 を 結ぶ め: 線 を 描きます。 （Wx1， 

Wy1) を ^Bft した は 《 終 参照 ゆ標を 《t 定し たこと になります。 また、 それぞれの ゆ 
はの 前に STEP を 付けて、 fll 对ゅ: 標で拊 '4i する ことができます。 
• 描画 色に は、 描く 線の 色 をパ レツ ト *ふナ で 指定し ます。 《 略 すると COI.OK 文で, 没^し 

• 描画 色に 絞け て B または BF の 指定 を 行う と 次の ような IWft 形 を 描く ことができます。 

B 指定 ゆ. 標 （Wxl. Wy2) と （Wx2. Wy2) の 2 (を J'tft とする 四 ft 形 を 描きます。 

BF 指定 ^様 （Wxl, Wy2) と （Wx2, Wy2) の 2 点 を 吋 ffl とする 叫 ft 形 を 描き、 その 

内部 を すりつぶします。 
• ライン スタイル は、 どのような 線 を 描く のか を 16 進数の &H0OO0 から &HFFFF の侦で 

桁' ぶします。 これ は、 i 由 jrfli 上の 16 ドッ トを 2 ノ、' ィ トの ft ビツ トにー に タれじ した デ一 

タ です。 この データ を 繰り返し^ ポし線 を 描きます。 





Kv 卜と 


ビ / ト 


16ii£ 敉 


'm 




1 1 1 1 ！ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 


& H F F F F 




—'「 






^い 
破線 




1111000011110000 


&HFOFO 


















細い 
ひま 






1010101010101010 


& H A A A A 





ビットが 1 のとき： 肉' 面 上に ド ッ ト を 表示す る。 

ビ -メ トが 0 のとき ： 肉 曲' 上に ドッ トを^ 示しない。 



&H0000 から &HFFFF の 数値で あれば 10 進数で 指定しても 構いません。 ただし、 この 
ように 16 ドッ トに 対応 させて 考える 場合 は、 16 進数で 表現した ほう 力、' 便利です。 



LINE 101 



• ライン スタイル を« 略した 場合 は、 &HFFFF を 指定した ことにな り、 実線 を 描きます。 
• 塗 色と タイル ストリング は BF 指定 を 行った ときの み 意味 を 持ちます。 塗 色に はノ、 'レツ 
ト * ふ を 指定し、 指定した パレ プ ト 番号で 四 ft 形の 内部 を 塗りつぶします。 また タイル 

ストリング を 指定 すれば 四角形の 内部 を 模様で すりつぶします。 塗 色、 タイ ルス 卜 リン 
グを お略した 場合 は、 叫 钩形を 描いた 色と 问じ 色で 內部を 塗-りつ ぶします。 タイ ルス 卜 
リングに ついては PAINT 文 を 参照して ください o 
•LINE 文 を * 行す ると、 終 参照^ 標は (Wx2, Wy2) に 移動し ます。 



I 参照 1 PAINT (桁定 した 領域の 後り つぶし） 

[ プログラム 例 1 

100 ' LINE 

110 ， --- し inf: の 使用 M -— 

1 20 SCREEN 0,0,0,1 ： CLS 3 
130 1 

140 FOR X=0 TO 100 STEP 10 
150 LINH(50,10)-(X I 100),2 
160 NEXT 

170 FOR 1=0 TO 45 STEr 5 

180 LINE( 150+ し 10+1 ト 《 250 - 1 , 100-1 ) ,3,B 
190 NEXT 

200 し JNE(300, 10 卜 （400, 100» ,4,BF 
210 r LINB(450 t 10)-(650 f 100> 9 5 9 BP f J 
220 ' 

230 1,INE《0， 120) - （ 399, 120) ,2, ,"11 111 
240 MNR(0 v 130)-(399, 130) »3> .frHAAAA 
250 し 【NR(0, 140)-{ 399, 140) v 4» t*H7777 
260 LINE(0 f 150 ト （399, 150 し 5, .4HF1F1 
270 1,INE(0, 160) - （399, 160) ,6， ，&H7FF7 
280 LINR(0 t 170 ト （399, 170 し 7, ,&HF99F 
290 END 




102 LINE 



LINE INPUT 



【ライン • イン ブッ 卜】 



LINE INPUT 

line の 1 行と いう 息睐 から. 】 行 全体 を tt み 込む （input) こと 0 



n 能 ] キ 一ボー ド から r <j っ キ一 を 押す まで を 1 つの データと して 文字 変数に 统み 込み ま 

す C 



「害 式] LINE INPUT ["入 カメ ッ セージ" 



] 文字 変数 



「fa 赫 J J LINE INPUT "ADDRESS ： " ; A$ 



—例えば 住所と して Chiyodaku, Tokyo など 
のように カンマ を 人力す る ことができ ま 

す。 



解 説 



• 



し INE INPUT 文 を' 大行 すると "入力 メッセージ-を 衣 ポし、 キ一 ボー ド からの データ 人 
力 侍ち になります。 《 略した 場合 は 何も ^示しません。 

キー ボー ド から データ を 人力し [ ^ 1 キー を 押す と、 人力した データ を 文字 変数に 
说み 込みます。 

入力 メッセージ は 人力 f 、ずち 状態になる 前に ゆ itfri に^ 示す る文卞 列で、 文字^ 数 を 桁 定し 
ます。 文卞' &钕は 使 川で きません。 

INPUT 文と は W なり、 人 カメ プ セージ を 《 略しても 疑問符 (？） を * 示しません。 



「参 照 J 



INPUT (キー ボー ド からの データ 人力） 
INPUTS (キ- ボ- ド からの デ―タ 人力) 
K1NPUT (日本 » データ 入力) 



プログラム 例 1 



100 ' LINF INTUT 

1 10 ' —— 文す 位の 入力 

1 20 LINE INPUT "NAME 

I 30 LINE INPUT "ADDRESS 

1 10 rRINT 

150 rRINT N きに' ";A$ 

160 END 



RUN 
NAME 

ADDRESS ： 



； N$ 



Barry Gibson 

186 Lincoln St. t Boston 



MA 2111 



Barry Gibson : 186 Lincoln St*, Boston, MA 2111 
OK 



LINE INPUT 103 



LINE INPUT # 



【ライン • イン プッ ト • シャープ】 

LINE INPUT 

line の 1 行と いう 意味から、 ファイルから H 了 全体 を K み 込 も 
(input) こと。 



シ ーケン 
す。 



ら、 行 単位 (最大 255 バイ 卜） で 文字列 を 文字 変数に 読み込み ま 



f^^D LINE INPUT [#] ファイル 番号， 文字 変数 



mm 100 OPEN "DATA- FOR INPUT AS #1 —シーケンシャル ファイルの データの 1 行 分 
110 LINEINPUTttl, A$ を A$ に^み 込みみ r。 



しお KJ • ファイル 番号で 桁定 した ファイルから、 CR コードまで を 1 行の データと して 文字 変数 

,， よ 4 み 1 人み ます 

• CK コードが 現れない 堪イゃ は、 ね大 255 バイ トを 一つの データと して 処现 します。 
(参 照 j iNPlITtt (シーケンシャル ファイルから データ を 说む） 



プログラム 例 了〕 



100 • し INE INPUT! 

1 10 • 一一- シーケンシャル ファイルから 1 位て T — タを « みぬむ 
120 OPEN "2:DATA1 M FOR INPUT AS tl 
1 30 IF EOF (い THEN GOTO 170 
140 し INF' INPUT # 1 » 
1 50 PRINT NMt 
1 60 GOTO 130 
170 C1-OSE tl 
1R0 END 



104 LINE INPUTS 



スァ一 トメ ン 



UNE INPUT 
WAIT 



【ライン • イン プッ 卜 • ウェイ 卜】 

LINE INPUT WAIT 

wait は 待つ こと。 したがって 待ち 時 間 を 制 頃した LINE IN- 
PUT 文 0 



L 機 m I キーボードから 変数に データ を 入力し ます。 その 際に、 その 入力 待ち時間 を 制限し ます 



o 



1 • 式 1 LINE INPUT WAIT 待ち時間， ["入力 メッセージ 



文字 変数 



] 



厂 使用例 ] LINE INPUT WAIT 300, "NO. =";N$ —NS に データ を 説み 込む 際に 30 秒 だけ^ち 

ます。 



解 説 



キー ボ— ド から LINE INPUT 文と M じょうに、 変数に デ— タを说 み 込みます。 その^に、 
待ち 時閒 で桁定 した 時 IW だけ 人力 を 待ちます。 待ち 時 W の^ 位 は 0.1 秒です。 
待ち時間に は 0 を 除いた 一 32768 から W535 までの 整数 を 指定し ます。 ただし 負の 数 を 指 
'aL した Jfe ^ は 65536 に 拊定 し た 1ifi を 加 W し た お を Ifi 定し たこと になり ま す。 例 え ば 
LINE INPUT WAIT 一 1， A$ と LINE INPUT WAIT 65535, A$ は 同じ 時 IB だけ 待ち ま， 
この 文の 後ろに マルチ ステー トメ ントと して 他の 命令文が ある * 合、 ^ち 時 内に デー 
タを 人力した とき だけ 後の 命令文 を ^行し ます。 入力 を 行わなかった とき は、 後の 文 を 
^行せ ずに、 次の 行 を W 行し ます。 

待ち 時 問の 制 K が ある こと を 除けば、 LINE INPUT 文と 同 じ 機能です。 



し 



照 



LINE INPUT (キー ボー ド からの データ 人力） 



LINE INPUT WAIT 105 



LIST 

表、 一 li 表の 意味。 すなわち、 項目 を 並べる こと。 

LIST to Line printer 

list の 内容 を プリンタに 出力す る こと。 



fW~%^ } メモリ 中の プログラムの 内容 を 画面に 表示したり、 プリンタに 出 刀 しま 3。 



1 書式 1 LIST 


[初めの 行 番号] [一 


[終わりの 行 番号]] 


LLIST 


[初めの 行 番号] [- 


- [終わりの 行 番号]] 


厂 使用例 ] LIST 




—プログラムの 內？ f すべて を^ ポ します。 


LIST 100- 


-200 


—100 行から 200 行 ま で を农ポ します。 



〔解 説〕 .ust コマンド は、 プログラムの 内容 を I 由 iifti に^ 小し ます o 

•LUST コ マン ドは、 プログラムの 內' お を プリンタに 出力し ます。 

• 初めの 行 番号と 終わりの 行 * 号で 出力す る 範^ を 指^します。 それぞれの 行很 ひの 指定 
は 《 略 する ことができ、 《 略した ％ 介 は 次の ような 行 *'ふ を 桁^した ことになります。 



n 式 


意 味 


LIST 


プログラム 全体 


LIST 初めの 行 番号 一 終わ り の 行 番号 


初めの 行 # 号から 終わ り の 行番廿 ま で 


LIST 初めの 行番甘 


初めの 行 番号 だけ 


LIST 初めの 行 番号 一 


初めの 行 番号から ブロ グラムの 扱 後まで 


1 UST— 終わりの 行 * ゆ 


ゾ u グ ラ ム の敁初 か ら 終わ り の 行 番号 ま で 



• 行番 舞に ピリオド (•） を 指定す ると、 め: iW に 参照した 行 を 指^した ことになります。 

• jfi 'ぶした 行 番号が プログラム 屮 にむ:^ しない * 介 は その 指^ 內の行 を农ホ します。 

•LIST. LL1ST コマンドの' お 行 後 は、 BASIC の コマンド 人力 きちになります。 

• 出力 を 途中で する に は ( CTRL ) + I S 1 キー を 押します。 する に は 任^ 

のキ— を 押します。 また 途中で 終 r する に は rcfRT) + ( c J または L^T^ 
キー を 押します。 



LIST 
LLIST 



106 UST/LUST 



コマンド 



LOAD 



【ロード】 



LOAD 

荷物 を ffl む ft 味から、 プログラム を ディスク などから メモリに 

a み 込む （ロー ド する） こと。 



^ m ] プログラム を 指定した 8 置から メモリに if み 込みます。 また、 その プログラム を 引き続き 
実行す る こと もで きます。 



「害 式"! LOAD ファイル 指定 子 [， R] 

厂 使用例 ) LOAD "DEMO. BAS" —DEMO. BAS という フ アイ ルを 説み 込み ま 

す。 

「解 説 】 • ファイル 指定 子で 桁 定 した プログラム ファイル を メモリに 説み 込みます。 これ をブ ログ 

ラム を ロー ド するとい います。 

•R を 桁お すると、 ロードした プログラム を' JI き^き * 行し ます。 これ は RUN フ アイ 

ル 指定 子と M じ 万能になります。 
•LOAD コマンド は、 fit 定 した プログラム ファイル を^み 込む ift に、 メモリ 上の ブ ログ ラ 

ムゃ^ & の at ぶ を 行います。 また Rin' ぶがない 場合 は、 オーブンして いるすべ ての ファ 
ィルを クローズ します。 Rjfi'>U をした 埸^ は、 ファイルの クローズ は 行いません。 



参厢 J RUN (プログラムの^ 行) 



LOAD 107 



iiiiini 



LOC 



【エル *才 一 *シ 一/ロック】 

LOCation 、 
位！！、 lft 所の 意味から、 ファイル 中の 位! i を 求める こと ◊ 



J 



ファイル 中で、 現在 入出力 を 行って いる 位置 を 与えます。 



LOC([#] ファイル 番号) 



("使用例 j 100 OPEN "COM:" AS «1 

200 IF LOai)>255THEN PRINT Jf1, CHR$(19) 



'受^ バッ フ ァにデ 一 タ を 255 バイ ト 以」' 
{2 したら XON コー ドを 送^し ます。 



〔解 i 



• ファイル 番号で 指^した ファ ィ ルが どのよ う な のフ ァ ィ ル かによ つて loc 数の 

返す は おなり ます。 
• fiT/U した フ アイ ルカし ン 一 ケンシ ャルフ アイ ルの場 介 

め：れ に 入,' 11 力 を わった データの 位^ をファ ィ ルの 先^から 2^ バイ ト^ 位の 位 W で 返し 
ます。 

• 指定した フ ァ ィ ルがラ ン ダム フ アイ ルの W 余 

に GET 文 あるいは PUT 文で 桁 定 した レコード * ひ を 返します 

た ファイルが リ I 線の 垛介 

'2 化 バッファ 内の '2(3 データの バイ ト数を 返します。 

指定した ファイルが キーボードの * 合 

キ —ボー ド バッファ 内の データの バイ ト敉を 返します。 



0 



〔参 照， 



ト、 （フ ァ ィ ルの 終わり） 
LOF (ファイルの 大きさ） 



し プログラム 例） 



f LOC 

， --- ファイル 中の W 在位！ ■ 

OPEN M 2： DATA " AS t 1 
FIELD 1 1 t 10 AS A$ t 15 AS 
FOR R=l TO LOF( I )-l 

PRINT "No. 

GET き 1 ,R 

PRINT '• 
PRINT 
NEXT R 
RFX = LOC( 1 ) 
PRINT:PRINT 

CLOSE #1 



it 



•« み 出した データ 数"： REC 



ooooooooooooo 

0123456789012 

K111111111222 
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ステー 卜 メン卜 



LOCATE 



【ロケ ィ 卜】 



LOCATE 

位置 を 定める ことから、 ここで は カーソルの 位置 を 指定す る こ 

と。 



1J テキス 卜 画面の カーソル 位置 や 表示の 有無 を 指定し ます 



o 



「害 ^1 LOCATE [桁 位置] し [行 位置] [， [カーソル スィッチ]]] 



1 使用例 1 LOCATE 10,15 



—カー ソ ル を 16 行 1 1 W へ 移動 します 



O 



し 解 説] 



桁 位置、 行 位置で 桁定 した 位 K へ、 力— ソル を 移動し ます。 桁 位置、 行 位置 は Wifii の 左 
上 W を （0, 0) とする キャラ ク タ座標 の 位 3? で 指定 します。 

桁 位 匿 を^ 略した 場合 は 0 が、 行 位置 を 略した 場合 は、 現在の カーソルが ある 位 (I? の 

行 を 桁 'ぶした ことになります。 

桁 位置 をな 数 桁に 桁定 して 曰 本^な どの 2 バイ ト 文字の^ 示 を 行う と、 正しく 农示 でき 

ません。 

カーソル スィッチ は カーソルの^ ^状懇 を 決める もので 0 または 1 の数侦 を 衍ぉ しま 

す。 



カーソル スィ ツチ 


意 味 


0 


カーソル を 表示し ません。 


1 


カーソル を^ ポ します。 
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LOF 



【エル • ォ一 • エフ】 

Length Of File 

length と は 長さの こと。 すなわち ファイルの 大きさ。 



機 m ] ファイルの 大きさ を 与えます 



r 書式つ l〇f([#] ファイル 番号) 



5 兑 



厂 使用例 ] 100 OPEN "TEST" AS #1 

200 A=LOF(1 ) 



ラ ン ダム フ ァ ィ ル TEST の fti 大の レコ— 
ド番 ゆ、 すなわち ファイルの 人き さ を 八 （' 
代入し ます。 



疋 しに フ アイ ルの大 きさ を 示します。 ただ しフ アイ ル 番号で 指^ し た 
フ アイ ルが どのよ う な W (^の フ マ ィ ル かによ つて 数の 返す WU よお な り ま す。 

指定 した フ アイ ルがシ 一ゲン シ ャルフ アイ ルの W 合 

ファイルの 人き さ を 使 《1 している セクタ （256 バイ ト） 数で 返します。 

桁 おした フ ァ ィ ルがラ ン ダム フ ァ ィ ルの 《5 介 
fri 人の レコー ド ft- ゆ 

通 filial 線 

通 佑 バッフ t 内の 未使用 空 抑 の バイ ト数を 示します。 受信 バッ 
ト です。 



「参 照〕 EOF (ファイルの 終わり） 

し 0C (ファイル 屮の 現在 位 TO 



110 LOF 
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【ログ】 

LOGarilhm 

ここで は 自然対数 log の 息 味。 



[« 能】 自然対数 (,—2. 71828 を 底と する 対数) を 計算し ます。 

CEED LOG (数 ま） 

( 使用例 】 A=LOG(10) —10 のに 1 然 W 数 を "tW して A に 代人し ます。 

(解説] •( ) 内の 数式の p を « とする Pi 然 对钕 を, します。 

• 数式が 倍 数のと き は、 結 * も 倍 w 度で 計 w した f め: になります。 他の 場合 は、 'iwrt 
度で 計 w した 使になります。 

•log IB 数の 逆 1« 数で ある^は EXP 1W 数で 3t» できます。 

DEF FNLOG10(X)=LOG(X)/LOG(10#) 

[参 照 j F.XP(«tMS!c) 



L 



III 画 I I 圖 UIMIHII 



LOG 
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【ライン • ポジション】 

Line POSition 

ここで は line は プリンタの 意味。 したがって、 プリンタの 位 
置 を 求める こと。 



(機能 1 


プリンタ バッファ 内に 保持して いる プリンタへ ッ 


ドの 位置 を 示します。 


[書 式） 


LPOS (引数） 




( 使用例 ] 


A=LPOS(0) —ブ 


リン タへッ ドの位 を 返します。 



解 説 i • 引数 は ダミーで ありな 咪 を^ち ません が、 形式 など をお 述 します。 

• し 数 は、 ぶ ffl 的な プリンタへ ッ ドの位 K を 返す もので、 物瑰 的な プリンタへ ッ ド 
の 位お を 返す も ので は あ りません。 

• プリン タバッ フ ァ は、 WIDTH LPRINT 文で S 定 する 1 行の 出力 文 卞钕 のこ とです。 

LPOSM 数 は、 この プリンタ バッファ に対して、 何 文字 出力し たかを 与える ものです。 



O 照 I WIDTH (プリ ンタ 出力の 行の 文'?： 数^^) 



LPOS 
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LSET 
RSET 



【エル • セッ 卜】 【アール • セッ ト】 

Left SET 

データ を 左 IS めで セッ 卜する こと。 
Right SET 

データ を 右 IS めで セッ 卜する こと。 



im 能 ランダム ファイル バッファに データ を セット （s 匿） します。 



害 式 1 LSET 文字 変数 = 文字列 
RSET 文字 変数-文字列 



{ 使用例 〕 LSET A$=X$ — X$ をお 誌め で A$ に ftdiW します。 

RSET B$=Y$ — Y$ を イ^め で B$ に 配に( します。 



r 解 St ] • ランダム ファイル パ 7 ファに データ を冉き 込みます。 

• 文字 変数に は、 あらかじめ FIELD 文で 定^した バッファの 変数お を 指 'ぶします。 
•LSET 文 は 左^めに、 RSET 文 はん, 1 i めに、 指定した 文字列 を ぉ!《 します。 文字列の^ 
さ 力、 指定した バッファより 人き い 場合 は、 文字列のお 側から 文字 を 切り 抬 てます。 逆 
に 短い 場合 は、 余った バッファ 内の？ fi 域に はや 白 (- —) を 設定し ます。 
• ランダム ファイルに 対する 人出 力 は 文字列 を 単位に 行います。 したがって 数侬を ランダ 
ム ファイル バッファに 《3 ：定 する に は、 数侦を 文 ほ： 列に 変換す る 必要が あります。 数 侦 か 
ら 文字列への 変換 は、 MKI$. MKS$. MKD$IW 数 を 使用し ます。 



[参 照 ] MK ほ/ MKSS/MKDS (数 fif': を文卞 列に 変換) 
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I lllll 



MAP じ ツプ】 



ここで は 座標変換 を 行う こと。 



機 一能"] スクリーン 座標 を ワールド 座標に、 逆に ワールド 座標 を スクリーン 座標に 変換し ます。 



害 式 1 


MAP (座標， 機能） 




( 使用例 1 


WX=MAP(SX， 2) 


—スクリーン ゅ:}?； の x « 《標 を ワール ド^ 15 の 
に 変換し ます。 



〔解説) • 座標で 桁定 した スクリ 一 ンゅは あるいは ワール ドゅ^ 上の！^ 標 W (を、 機能で ^おした ゆ 

こ 変換し ます。 

• 機能 は 0 から 3 までの 格 を桁定 し、 '&换 の tt» を^し ます。 





^换 のな 味 


0 


ワール ド ゆ はの X ゆ は— スク リ ― ンゆ: の XH も は 


1 


ワール ドゅ. 標: の Y W (は— スクリーン の Y ゆ は 


2 


スクリーン ゆ はの x ゆ標— ワール ドゅ ほの x HHik 


3 


スクリーン ゆ はの Y H*fiS- ヮ 一 ル ド の Y ゆ: は 



• ワール ド^ はの!^ は を スクリーン ゆ はの ゆ はに' &换 する こ、 のお; が、 ス クリ一 

ンゅ はの *5 リ H を 超える も エラー は ％'ト しません。 
• ワール ド h 《はの^ は W をスク リーン H も ffl の HUfiWi に^ 換し、 さらに その W (を ワール ドゅ 

はの^ は こ^ 换 した * 介、 必ずしも、 もとの W と 1"1 じに なりません。 
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【マージ】 

MERGE 

結合す る、 溶け込む 息 味から. 2 つの プログラム を 合わせて 1 
つに する こと 0 



機 m i ディスク 上の プログラム を、 メモリ 中の プログラムに 結合し ます。 



害 式) MERGE フ アイ ル 指定 子 



厂 使用例 I MERGE "SUB. BAS" —プログラム SUB. BAS を メモリ 上の プロ 

グラムに 結合し ます。 



MERGE 



「解 説 J • ファイル 指定 子で 指定した プログラム ファイルと メモリ 中の プログラム を ^わせて 1 つ 

の プログラム にします。 これ を プログラムの マージと いいます。 
• 桁定 する ブロ グラム フ アイ ルは アスキー セーブし たもので なければ な り ません。 ァス 
キ— セーブした フ アイ ル でない 場合 は Sequential I/O only (フ アイ ルモ— ド のおり） ェ 

ラーに なり ます。 

• メモリ 中の プログラムと、 ディスク 中の プログラムに M じ 行» ひが ^在す る 場合 は、 ディ 
スク 側の 行 * ゆの 內 おで き 換え を 行います。 

• MERGE コ マン ド^ 行 後 は BASIC のコ マン ド 人力 待ち 状態になります。 

f#" —賄—〕 CHAIN (ブ 口 グラ ムの 迚^) 

I ズ) 八1〉 （ブ ログ ラムの ロー ド） 
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MID$ 



【ミツ ド' ダラ一】 

扇 die 

中 問と か 中央の 意味。 ここで は 文字列の 中間に 操作 を 行う こと。 



[機能] 文字列の 一部 を 別の 文字列で 置き換えます。 

33D MID$ (対象 文字列， 開始 位置 [， 文字 数] )= 置換 文字列 



「解 ^1 • 対象 文字列の 開始 位置から 文字 数 (バイ 卜 数) 分 だけ、 置換 文字列の 先^から 文字 数^で 

引き換えます。 

• 文字 数 を ftRft す る と 、 置換 文字列の 文卞数 を した こと に な り ま す。 
• 文字 数が 文卞 列の BB 始 位置からの K さよりお いとき は、 纣 * 文す-列の^ さ の 》E(JHI 人 J 
で^き 換えます。 したがって、 この 找作 によって 対象 文字列の^ さが 変化す る こと は あ 

りません。 

• 対象 文字列に や 文' 列 (••— ) は jft 定 でき ません。 



L#_MJ MiD$(i;y 敉 ： 文卞 列の 屮 から 指定 船 >を 取り出す) 



MID$(X$, 1, 1)="A" 



—文字列 X$ の 初めの 1 文字 を "A" に 撖 き換 
又ます。 



lit) 腦 $ 



MID$ 



【ミツ ド， ダラー】 



MIDdle 

middle と は 中 ffl とか 中央の 息 味。 ここで は 文字列の 中から 新 
、文字列 を 作る こと。 



「機 能 j 文字列の 中から 指定す る 文字 数 分の 文字列 を 返します 



o 





A$=MID$(B$, 3, 5) 



—文字列 B$ の 先頭から 3 バイ ト 目の 位 IS か 
ら 5 バイ ト 分の 文字列 を 取り出して A$ に 
代人し ます。 



解 説 



• 



0 



指^した 文字列の 中から、 開始 位 匿で 指定した 位 R から 文字 数 (バイ ト数) 分 だけの 文卞 

列 を 取り出します。 指定した 文字列の 内容 は 変化し ません， 

例 ： AS="ABCDEFGHIJ" 
BS=MID$(A$ 1 4, 6) 



A 


B 


C D 


E 


F 


G 


H 
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文字列 A$ 



文字 tt (バイ ト BO 

M 始位匿 は、 文字列の 先 * からの バイ ト 数で 1 から 255 までの (で 指定し ます。 
文字 数 は、 取り出す 文字列の さ を バイ ト 数で 指定した 値です。 

文字 数 を^ ift した 場 介 や、 開始 位 匿から ィ, 側の 文字列の おさ カ^: 字数で 桁定 した W よ 
短い 垛 合 は、 開始 位置から 右側の 文字列す ベて を 取り出します。 

文字 数が o の坳介 や、 開始 位 匿の 指定が 文字列の バイ ト 数より 人き ぃ坳介 は、 空 文字列 

ぐつ を 与えます。 



「参 m\ LEFT$ (文字列の 左側から 文字列 を 取 り 出す） 

RIGHTS (文字列の 右側から 文卞列 を 取り出す) 



プログラム 例 



100 ' MIDI 

1 10 に— 文卞 W を 》 き 取る —— 
120 PRINT "现 在の 時 11 ： "： 
1 30 T$=TIME$ 

140 HOURrVAL(MID$(T| t 1 p 2) ) 

150 IF HOUR<12 THEN PRINT "午前"； ELSE HOUR = HOUR-12 : PRINT "午 

160 MIN = VAI パ MID«(T 拿， 4,2»» ： SEC=VAL(MID$ (TS , 7 t 2 ) ) 

170 PRINT USING "#f #" ;HOUR; : PRINT "畤" ； 

180 rRINT USING "##t";MIN; : PRINT ，分、 

190 PRINT USING "###" ;SEC; : PRINT "» M 

200 END 

RUN 

現在の 時 M ： 午 » 6 時 59 分 26 秒 

OK 
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MK 
MKS$ 
MKD$ 



【ェム • ケィ • アイ • ダラ一】 
【ェム • ゲイ • エス • ダラー】 
【ェム • ゲイ • ディ • ダラー】 



MaKc IntCRcr/SinKle/Double 

それぞれ It 数 (integer), 単 《 度荬数 (single) 

(double) を 意味し ます 



「機 能 J 数値 を 内部 形式の 文字列に 変換し ます 



害 式 



MKI$ (整数） 
MKS$ (単精度 実数） 
MKD$ (倍精度 実数) 



C@ 用例 〕 A$=MK ほ (1%) 

B$=MKS$(S!) 
C$=MKD$(D#) 



j& 整 fttt を 2 バイ 卜の 文字列に «J 換 
— 精 ffi* 数 を A バイ 卜の 文字列に 変換 

卜の 文字列に m 



r 解 説 1 



数値 データ を、 それぞれの 《 の内郤 形式に^ おした 义卞 列に' &换 します。 数値の や •! と义 
卞 列の K さは 次のと おりです。 

ランダム フ アイ ルは义 のデ一 タ しか 扱えません。 このため 数 fi /(を 文' M むこ 変換す る 
必 きがあります。 これらの IKI 数 は、 数^ を それぞれの^ の内邠 お 《 にお じた'^ の^さ 
の 文字列に 変換し ます。 



钕侦の や 


钕的— 义卞 列の 


文卞 列— 钕侦の 


文^列の おさ 


撤 


MK IS 


CVI 


2 バイ ト 




MKSS 


CVS 


4 バイ ト 




MKD$ 


CVD 


8 バイ ト 



この 义'; 列 を、 もとの 数 w に 変換す るに は cvi, cvs, cvDisa 数 を 使用し ます 



[参 照つ CV1/CVS/CVIM 义卞 列から 数き: への '&換 ） 

□ 本趼 Disk BASIC ユーザーズ マニュアル^ 11 車 



デー 
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MON MONitor 

W " - ， 監視す るな どの 意味。 直接 メモリの 中 を * 作す る こと 0 



1 機能 1 


bask: モー ド から 機械 II モニタ モー ドに 制御 を 移します。 




1 害 式 1 


MON 




[ 使用例 1 


MON —機械語 モニタ モ- 


-ドに 制御 を 移します。 


解 説 1 


•BASIC モー ド から 機 WUS モニタ モー ドに 制御 を 移します。 ほ 


：械 ffi モニタに は、 機械語 



プログラム 作成の ための 便利な 機能が 備わって います。 ^細に ついては 「第 9« 機械 
^モニタ」 を 参照して ください。 
機械語 モニタの コマンド 



コ マン ド 


機能 


A 


i8086 形式の 二一 モニ ックを アセンブル 


C 


セグメント ァ ドレスの' &ぉ 


D 


メモリの 内容 を 16 進数で 表示 


E 


メモリの 内？？ を' も : ui 


F 


メ モ リの 内容 を 定数で一 お して 変お 


Q 


プログラムの 突 行 


1 


1/0 ボートから データの^ み 出し 






—j—; 


M 


指定 した メモ リ 領域 を 別の アドレスに お 送 


0 


1/0 ボー 卜へ データ を 出力 


P 


プリンタへの 出力 を 制御 


S 


メモリの 1 人 j お を 










cpu の レジスタ の內^ の 変 


L HELP ) または 

CTRL ") + ( A ) 


コ マン ドの 楝》 と 形式 を Wifii に^ 示 


CTRL + 


B 】 


BASIC モー ドへ 復^ 


CTRL J + | 


: D ] 


ディスク の 内容 を セクタ 単位で 衣ポ 


； 
1 


CTRL J + 


P ！ 




プリンタへの 出力 を 制御 


CTRL J + | 


R 




ディスクから デー タを^ 接^み 出す 




CTRL ) + | 


W 




ディスクへ データ を 直接 害き 込む 



• モニタ モードから BASIC モードに 戻す に は I CTRL 1+1 B ) キ一 を 押します。 



参 照 1 日本^ Disk BASIC ユーザーズ マニュアル 第 9 章 機械^ モニタ 
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コマンド 



NAME 



【ネ ィム】 



NAMK 

名付ける 意味から、 ファイルの 名前 を 変更す る こと。 



〔機 |g] ディスク 上の ファイルの 名前 を 変更し ます。 



「害 式) NAME 古い ファイル 名 AS 新しい ファイル 名 



「使用例 ] NAME "OLD" AS "NEW" —OLD という フ アイ ル^ を NEW に 変 し ま 

す。 



「解 説] • 古い ファイル 名で 指^す る ファイルの 名前 を、 新しい ファイル 名で 指定す る ファイル 名 

に 変 it します。 

• ファイル 名の' を 行う ファイル は クローズして なければ なりません。 



していなければ なりません 
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N EW NEW 



新しい、 新規のと いう 意味から メモリ をク リアす る こと。 



機 能〕 メモリ 中の プログラム を 消去し 新しく プログラム を 作成す る 準備 を します。 



1 害 式） NEW 






1 NEW 



「解 説， • メモリ 中の プログラム を 消去 するとと もに、 すべての 変数 領域 を 消去 （ク リア） します。 

•NEW コ マン ド实行 後 は、 BASK: のコ マン ド 人力 待ちになります。 

• 新しく プログラム を 人力す る 際に、 前の プログラム を 消去す るた めに 使用し ます。 

[参照） CLEAR ぼ 数の 消去） 

ERASED 列 変数の 消去） 
DELETE (プロ グラムの 行 単位の 削 
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コマンド 



NEW ON 



【ニュ 一オン】 



NEW ON 

新しく スィッチ を ON にす る 意味。 ここで は システム を 再起 
動す る こと。 



機 能 一 bask: システム を 再起動し ます。 



* ^1 NEW ON 機能 



使用例 



NEW ON 0 



― 1 行 40 桁、 1 Wi«20 行の モー ドで 起動 
します。 



解 説 



機能の は ディ ッ ブス ィ ツチ SW2 の 各ビッ トに 対^した 0 から 255 の 値 を 指' ぶします。 
この コマ ン ドを实 行す ると WLt する モー ドで BASK: システム を Wfe 動し ます。 したがつ 
て、 この コマンド を' お 行す る 前に は必 'おな プログラム や データ は、 ディスク などに セー 
ブ してく ださい。 
機能： 

[7T6T5I4I3I2HI0I (0 から 255 の «敉） 



な 味 


デ< ッ ブス イノ チ 


- (f' 約） 


'お i 


二 0 にす る 


1 


■ ( Hi) 


'お ( 


こ 0 にす る 


2 


■ t むの Hf 数 


0 




3 




] 


mint 


1 由 Wii の tiiBt 


0 










25 行/ WBH 


4 






5 






6 


4cttffl 




7 


mm 




8 



• ビット 4 から ビッ ト 7 まで は NEW ON コ マン ド では: g 味 を 持ちません。 
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OCT$ 



【才ク 卜 • ダラー】 

OCTal 

8進》を*咮する00は1の省略形 



m\ 10 進数 を 8 進 表記の 文字列に 変換し ます。 



式つ oct$( 数式) 



厂 使用例 j PRINT OCT$(N) — N に 相 もす る 10迤玫 を 8 進义卞 ダリに 

し、 固 面に 表示し ます。 



「解 説） 



• 



10 進 Sk の 数値 を 8 進农; 记の 文字列に 変換 します。 
数侦 は— 32768 から 65535 の範 WI です。 数値が fi の 数の 場合、 
したがって、 数 健 を一 N とした 垛^、 OCT$ (— N) と OCT$(65536-N) は M じ^！！!: に 
なり ます。 

例 PRINT OCT$(— 1) PRINT OCT$ (65535) 

177777 177777 
OK I OK 

8 進 衣, にの 数 W (は、 8 進 K の 》W に &0 (または &o 、&) を 付けて/ ^« します。 また OCT$ 
Mft で 文字列に 変換され たも #0進» の ft 值に 変換す るに は VAL("&0"+A$) のよう 
にします。 



厂 参 照 j HKX$(10 進数 を 16 進^お の 文' }: 列に * 換) 

VAL (文字列 を 数 W に^ 換） 



1 プログラム 例) 

100 ' HEX* / OCT! 

no ' --- j ojgR -> i emn -> 8 遠 ft ― 

120 PRINT "10 逮 ft 16 逮 数 8 逢 数" 

130 FOR IrO TO 16 

HO PRINT USING •• fff;I; 

»50 PRINT TAB(12);RIGHTt(" "*HEX$ ( I ) , 2 ) ； 

160 PRINT TAB(21);RIGHT*C "*001" き U),3) 

170 NKXT 

180 END 
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ステー 卜 メン卜 



ON COM GOSUB 



【オン • コム • ゴー サブ】 



ON COMmunication GO to SUBroutine 
communication は通倌 回線の こと。 全体と して 通信 回^より 
データ を 受信したら サブルーチンへ 行く こと。 



機 能 通信 回線より データ を 受信したら 実行す る 割り込み 処理 ルーチンの 開始 行 を 定義し ます 



o 



「害 式〕 ON COM GOSUB [行 番号] し [行 番号]] [， [行 番号]] 



使用例 



100 OPEN "COM:" AS »1 
200 ON COM GOSUB 50C 

300 COM ON 



通«回 線 を オーブン します o 

割 り 込みが 56 生 した ら 5000 行に 制御 を 移し 



■fM) 込み を 3T 町し ます 



「解 K ) • ;iiH,il"l 線よ り デー タ m,i した と き に' 行す る 割 り 込み 処 fl! ルーチンの IWl 始行を 行 番号 

あるいは ラ ベルで 桁'/ ii します。 

り 込み 処 ffl ル一 チンから、 もとの プログラムに るに は RETURN 文 を 使 川し ます。 
RETURN 文に 行 * リ を 桁^す る と 、 'M り 込みが 発' I： した 坳所 以外の 行に おる こ と がで 
きます。 

• ON COM GOSUB 文 は 通 侰 回線 を才 —ブン した 後に 突 行 します。 ま た、 COM ON 文 を' 大: 

行して; M り 込み 処 ffl を, り していな いと、 割り込み 処^ ルーチン は^ 行し ません。 M り 
込み 処理 プログラム 作成の 流れ は 次のように なり ます。 

100 OPEN "COM:" AS *1 

200 ON COM GOSUB 5000 

300 COM ON J" ffl り 込み 許可 

り 込み 処理 ルーチンの 実行中 は、 自動的に » り 込み 掙 止の 状 想に なり、 RETURN X 
でもとの プログラムに; 乂る こがび 消り 込み 許可の 状態になります。 したがって、 ^り 
込み 処 ffl ルーチンの ^行中に、 さらに l"J じ^り 込み 処理 ルーチン を' Ji 行す る こと はあり 
ません。 

• 割り込み » 理 ルーチンで 受^した データ をす ベて 統み 出し、 受 佰バッ フ ァ 内の データが 

なく なって いても KKTURN 文に よ り 割り込み, 许" r の 状態に なると W び 割り込み 処 PH 
ルーチン を 'ぶ 行す る ことがあります。 このため、 データの ない とき は 割り込み 処 ffl ルー 

チンの 処 现 を 行わない ように 処理 ルーチンの 初に LOC |«] 数な ど を 使 ffl して データの 
ィ I' 無 を 確^して ください。 



照 ) COM (^/0ドド/5丁0?(通<,化1線からの割 り 込み 制御) 
RETU R N (サブルーチンからの fti W ) 



1 24 ON COM COSl 'B 



ステー 卜 メン卜 



ON ERROR GOTO 



【オン • エラ一 .ゴ 一 卜ゥ】 

ON KRROR GOTO 

on は〜 するとと いう * 味で. 全体として エラーに なったら〜 
へ 行く こと。 



〔機 m ] エラーが 発生した ときに、 エラー 処理 を 行う エラー 処理 ルーチンの 開始 行 を 定義し ます。 



「書 式 1 ON ERROR GOTO 行 番号 



使用例 



ON ERROR GOTO 1000 



エラー が 56 生 したら 1000 行 以下 を荚行 し ま 
す。 



解 説 



エラーが 発' I:. したと きに^ 行す る、 エラー 処理 ルーチンの 開始 行 を 行 番号 あるいは ラベ 
ルで 指定し ます。 

エラ一 処瑰 ルーチンから もとの プログラム におる に は、 RESUME 文 を 使います。 
エラ一 処理 ルーチン 内で ERR. ER し など を 使って、 エラーの を 判別して エラ一 

処 ffl を 行います。 

エラー 処瑰 ルーチン 内で W び エラーが « 生す ると、 エラー メ ッ セージ を^^して ブ ログ 
ラムの 《 行 を 終了し ます。 

この 命令^ 行 後に、 エラ一 処理 ルーチンの * 行 を 禁止す るに は ON ERROR GOTO 0(f f 
ffiv に 0 を 指定） を' ii 行し ます。 'ii 行 後に エラーが 発生す ると、 エラーメッセージ を^ 
示 して プログラムの * 行 を f9lk します。 

ださい。 % 

行 しないと ダイ レク トモ 一 ド での エラーに ついても エラー 処理 ルーチンへ^ 行が 移り ま 
す。 




O 



「参 照 1 



ERR (エラ— コ— ド） 

BRL (エラー » 生 行; i 

RES い MK (エラー 処理 ル 一 チンからの iyw) 



「プログラム 例 1 



100 1 ON ERROR GOTO 

no 1 ― エラ一 »理 ― 

120 ON FRROR GOTO 200 

130 INPUT "A , B";A r B 

140 C-A/B 

150 PRINT TAB(14);"A/B=";C 

160 GOTO 130 

170 END 

200 • ― エラー ft 瑷 ルーチン --- 

210 PRINT TABU り：" 0 で 割る こと はでき ません • " 

220 RESUME 160 



RUN 

A , B? 12,2 
A t B? 45,0 
A , B? 



A/Br 6 

0 で W る こと はでき ません 



ON ERROR GOTO 125 



ステー 卜 メン卜 

iiiiiii IIUIIIIIHIII I mil in iiiiii i mm mi nil iiiiii mm iiii 川 i 



ON〜GOSUB 
ON〜GOTO 



【オン • ゴ一 • サブ】 【オン • ゴー • 

ON〜GO to SUBroutine 

〜にもとづいて という 意味の on から、 全体として〜 にも とづ 
いて サブルーチンへ 行く こと。 

ON ~G0 TO 

〜にもとづいて という 意味の on から、 全体として〜 にも とづ 

いて〜 へ 行く こと o 



機能」 数储に 対応 させて、 実行す る サブルーチン や 分岐 先 を 変更し ます 



o 



害 式 



ON 数式 GOSUB [行 番号] [, [行 番号] 
ON 数式 GOTO [行 番号] [， [行 番号] 



〔使用: 塑—〕 ON A GOTO 1000, 2000, 3000, 400G 



— A が 1 のとき 1000 行へ、 2 のとき 2000 行へ、 
3 のとき 3000 行へ、 4 のとき 4000 行へ 分岐 
します。 



解 説 



数式の W«: が 1 ならば 卜 の 行 番号に、 2 ならば 2*11 の行番 S に、 というよ うに 数式 

のき と 行 番号 を 对応 させ ま す。 数式の 值が 負の 場合 Illegal function call (違法 |« 数 呼び 
出し） エラ一 になります。 



数式の 《{ 


0 


1 


2 


3 




255 


吋 It する 行 ft ひ 


次の 行 


I fill 


2 番 11 


3 ifr I ！ 




255flVlI 



o 照 



行 番号 は、 カンマ (.） で ぼ 切り 必《 な だけ 並べます。 ただし、 プログラムの〗 行の WilW 
内に 限ります。 

• サブルーチン を^ 行す るの か、 分岐す るの かによ り GOSUB と GOTO を 使い分けます。 
の 文 を 実行し ます。 

•ON〜GOSUB 文で'； 2 行す る サブルーチンから、 もとの プログラムに^ るに は RETURN 

文 を 使用し ます。 
(KXSUB (サ ブル 一 チン の 呼び出 し） 
GOTO (プログラムの 分岐） 



厂 プログラム 例 



100 


1 ON - 


GOSUB / GOTO 


110 


• 


メ ニュ' 


- »瑷 の 作成 ― 


120 


PRINT 


" 1 . . 


• il 加" 


130 


PRINT 


M 2. • 




140 


PRINT 


"3. . 


• 一覧，' 


150 


PRINT 


"4. . 


• 終了" 


160 


INPUT 


"5& 理の番 3 を 適んで ください, 


170 


IF CM く 1 OR 


CM>4 THEN BEEP ： 


180 


ON CM 


GOSUB 


200,210,220,230 


190 


END 






200 


PRINT 


"追加" 


： RETURN 


210 


PRINT 


'讀" 


： RETURN 


220 


PRINT 


，, 


： RETURN 


230 


PRINT 


"終了" 


： RETURN 



GOTO 160 



126 ON〜GOStm/ON〜GOTO 



ON HELP GOSUB 

【オン • ヘルプ ，ゴ 一 サブ】 

ON HELP key GO to SUBroutine 

on HELP key T' HELP キ 一を 押したら という 息 味。 全体と し 
て HELP キー を 押したら サブルーチン を 実行す る こと。 



[機 m) rsii^n キー を 押す と 実行す る 割り込み 処理 ルーチンの 開始 行 を 定《 します。 



； 省— _ ^―, ON HELP GOSUB 行畨号 

( 使用例 1 100 ON HELP GOSUB 5000 —割 り 込みが 発生 した ら 5000 行へ 制御 を 移し 

ます。 

1 20 HELP ON —割 り 込み を 許 町 します。 

(解説） • し HELP ) キー を 押す と 実行す る 割り込み 処瑰 ルーチンの 開始 行 を 行 番号 あるいは ラベ 

ルで定 }| します。 

• 割り込み 処理 ルーチンから、 もとの プログラムに 戾 るに は RETURN 文 を 使用し ます。 
RETURN 文に 行 番リを 指定す る と、 割り 込みが 発生した 垛所 以外の 行に 戻る こ と がで 
きます。 

•HELP ON 文を实 行して 割り込み 処理 を 町して いないと 割り込み 処理 ルーチン は 実行 
しません。 割り込み 処理 プログラム 作成の 流れ は、 次のようになります。 
100 ON HELP GOSUB 5000 



120 HELP ON 




fl り 込み 許可 



• 割り込み 処理 ルーチンの * 行中 は、 自動的に 割り込み 俘 止の 状態に なり、 RETURN 文で 
もとの プログラムに R る R に 再び 割り込み 許可の 状 いになります。 したがって、 割り込 
み 処理 ルーチンの'; 6 行中に、 さらに 同じ 割り込み 処瑰 ルーチン を 実行す る こと はあり ま 

せん。 

[参照 j HELP ON/OFF/STOP(HELP キ —による 割り 込みの 制御） 

RETURN (サブルーチン か らの復 



ON HELP GOSUB 127 



ステ 



メン卜 



ON KEY GOSUB 



【オン • キー • ゴー サブ】 

ON function KEY GO to SUBroutine 

on key で ファンクションキー を 押したら という 意味。 全体と 

して ファンクションキー を 押したら サブルーチンへ 行く こと。 



(機能 1 ファンクションキー を 押す と 実行す る 割り込みの 処理 ルーチンの 開始 行 を 定義し ます 




吏 用例 



100 ON KEY GOSUB 5' 



120 KEY( 1 ) ON 



ill 



M り 込みが 564: したら 5000 行へ 制御 を 柊し 

ます。 

'割り 込み を 許可し ます o 



解説 



フ マン クシ 3 ン キー を 押す と^ 行す る剂り 込み 処^ ル一 チンの |ぉ 始行を 行 番号 あるいは 

ラベルで 定^します。 行 番号 は カンマ (•） で KW つて W 人 10 個まで 並べる ことができ ま 
す。 この 並びの 》0ド は ファンクションキーの * ひと 'に》 れ じします。 

割り込み 処押. ルーチンから もとの プログラムに W るに は RETURN 文 を 使用し ます。 
RETURN 文に 行 番兮を 指定す る と 、 m り 込みが 《 生した 場所 以外の 行に 戾る こ と がで 
きます。 

KEY ON 文 を 実行して 割り & み »理 を » 可して いないと W り 処理 ルーチン は 実行し 

ません。 ；W り 込み 処 if プログラム 作成の 流れ は 次の よ うになります。 
100 ON KEY GOSUB 5000 




W り 込み K 可 



120 KEY(1)ON 

リ; リり 込み 処 ffl ル一 チンの' 行中 は、 自動的に？ M り 込み 俘 止の 状 想に な り、 RETURN 文 

でもとの プログラムに;/:: る 際に W び； 切り込み^" f の状您 になります。 したがって、 納 

込み 処 PI! ルーチンの' お 行中に、 さらに M じ 割り込み 処理 ルーチン を^ 行す る こと はあり 
ません。 



「参 照， KEY ON/OFT/STOP (フ アン クシ 3 ンキ 一によ る 割 り 込み 制御) 

RETURN (サブルーチン か らの 很ぉ） 



し プログラム 例 



100 ' ON KEY GOSUB 

110 ' ― 7r ン クシ 3 ンキ "3 による 11 り 込み -— 

130 ON KEY GOSUB , ,200 

140 KEY{3) ON 

150 PRINT CT; 

160 GOTO 150 

170 ' 

200 BEEP 

210 CT=CT+1:IF CTrlO THEN CT=0 
220 RETURN 150 



128 ON KEY GOSUB 



ON PEN GOSUB 

【オン • ペン 'ゴ一 サブ】 

ON lightPEN GO to SUBroutine 

on pen で ライ ト ペン を 押したら という 意味。 全体と して ライ 
ト ペン を 押したら サブルーチンへ 行く こと。 



snn ライ 卜 ペン 入力に よって 実行す る 割り込み 処理 ルーチンの 閣始 饤を定 おしま 下。 



「害 式) ON PEN GOSUB 行 番号 

[ 使用例 1 100 ON PEN GOSUB 5000 —割り込みが 兌 生したら 5000 行 以下 を^ 行し 

ます。 

120 PEN ON —剂り 込み を 許可し ます。 

し 解 • ライ ト ペン 人力に よって^ 行す る ffl り 込み 処理 ルーチンの 1»1 始行を 行 番号 あるいは ラベ 

ル で折定 します。 

• 割 り 込み 処 fl. ルーチンから もとの プログラムに が るに は RETURN 文 をぶ 行し ます。 
RETURN J! に 行 番兮を 指定 すれば、 割り込みが 発生した 場所 以外の 行に 展る ことが で 

きます。 

•PEN ON 文 をお 行して 割り込み 処理 を 許可して いないと 割り込み 処押 ルーチン は^ 1 ' し 
ま せん。 割 り 込み 処 瑰 プロ グラム 作成の 流れ は 次の よ うになります。 
100 ON PEN GOSUB 5000 



120 PEN ON 




ffl り 込み 許可 



に别 り 込み 処理 ルーチンの^ 行中 は、 fi 動的に 割り込み 伶 Ik の 状態に なり、 RETURN 文 
でもとの プログラムに 戻る 際に W び 割り込み 許^の 状態になります。 したがって、 割り 
込み 処理 ルーチンの' ぉ行屮 に、 さらに M じ 割り込み 処理 ルーチン を' お 行す る こと はあり 

ません。 



f 參 照] PENON/OI''F/STOP (ライ ト ペンに よる 割り込み 制御) 

RETURN (サブルーチンからの ftlW) 



ON PEN GOSUB 129 



[" プログラム 例， • この プログラム は 漢卞コ 一 ド に ユーザ— 定^ 文字 を, 3：^ する ものです。 

210 む を 変 01 する ことにより ほかの コードに 設定す る こと もで きます。 
• プログラム を 実行す ると 16X16 の 口が 雨而 に农ボ されます ので、 これに ライ 

ト ペン を 押しつけて ください。 
•— 回 押しつけ ると ドッ トの 表示 (青で 表示)、 もう一 回柙 すと ドッ トの 消去 (白で 

表示） します o 

• この Wrtd で 作成した 文字 は N'ifii の 左 中の ワク 内に^ 示されます。 
• 終/する^ 介 は 終了と かかれて いる! ~~ I を ライ ト ペンで 押します。 



100 
1 10 



ON PEU GOSUB 
PEN ON/OFF/STOP 



130 
HO 
150 
160 
170 



； ― ライトペンて 外卞を 8 ほす る -" 

WIDTH 80,25 ： CONSOLE 0,25,0,1 
SCREEN 3 ： COLOR , ,,,0 

WINDOW(0,0 卜 （639,399) ： V I EW( 0 ( 0 ) - ( 639 ( 399 ) 

CLS 3 



200 DIM KPX( 17) ： KPX(0)=16 

210 KC=4H7621 

220 KPLOAD KC f KPX 



KV%{ リ =16 



210 GOSUR tKPCLS 



260 I.OCATK 38,3 ： COLOR 
270 LOCATE 38,5 ： CO し OR 



PRINT 
PRINT 



: ifl も 
: t 冬 了 



ON PEN GOSUB 490 ： PEN ON 
LOCATE 38,9 ： PRINT "JIS 澳卞 ：！ ート' 
I, INK (441， l72)-STEr(22 f 22) 
I'OCATR 56,11 ： 
HUNT KNJ$( M 1B4B 



350 tPENI-OOP 
360 KPLOAD K(:,KPX 
370 GOTO «PRNLOOP 
380 END 



310 

320 
330 




； MKXKKC) 



400 tKPCUS 

FOR 1=2 TO 17 : KPX(I)=0 



NEXT 



430 



150 

460 

470 

480 

490 

500 

510 

520 

530 

540 

550 

560 

570 

580 

590 

600 

610 

620 

630 

640 

650 

660 

670 

680 



FOR 1=0 TO 31 
FOR J=0 TO IS 

LOCATE I, J 
NRXT 
NKXT 
RETURN 



PRINT "直' 



ライ ト ペン m り 込み 



PX = PEN (リ ： PYrPEN(2) ： PEN OFF 
IF 37<PX AND PX<41 TURN 拿 SELECT 
IF PX>31 OR PY>31 THEN 傘 EXIT 

ま 

PX=FIX(PX/2) 

IF PX>7 THEN BIT=23-PX ELSE BIT=7 - 
BPT=VAL("&H"+HEX$(2 A BIT)) 
CD=KPX(PY42) AND BPT 

IF CD=0 THEN 搴 KPSET ELSE 



*SELECT 

IF PY = 3 THEN G< 

GOTO *EXIT 
*KPSET 

COLOR 1 ： LOCATE PX»2 ( PY ： 
KPX(PY+2)=KPX(PY*2» OR BPT 
BEEP : GOTO *EXIT 



UB »KPC し S ELSF *KPRND 



130 ON PEN GOSUB 



690 «KPRESET 

700 COLOR 7 ： LOCATE PX«2, PY ： PRINT 
710 KPX(PY*2)=KPX(PY+2) AND (NOT BPT) 
720 BEEP ： GOTO 奪 EXIT 
730 *RXIT 

740 FOR 1=1 TO 200 : NEXT 

750 PEN ON : KPLOAD KC f KPX ： RETURN tPENLOOP 
760 ' 

770 tKPFND 

780 COLOR 7 ： C し S 3 ： PEN OFF ： END 
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JIS 漢宇コ 一 ト' 



□ 



ON PEN GOSUB 



ON STOP GOSUB 



【オン • ストップ 一 サブ】 

ON STOP KEY GO to SUBroutine 

on STOP で STOP キ一 を 押したら という 寒 味。 全体として 
STOP キー を 押したら サブルーチン を 実 行す る こと n 



\M 能 ) Q^I^J キー を 押す と 実行す る 割り込み 処理 ルーチンの 開始 行 を 定義し ます。 




1 ザ 吏 用例 〕 100 ON STOP GOSUB 5 



iiiii 



120 STOP ON 



M り 込みが 兌^ した ら 5000 行 以下 を' ぶ 行 し 

ます。 

'まり 込み を 許可し ます。 



解 説 



L5I2^J キー あるいは [_^]^」+ 厂 c 〕 キー を 押す と^ 行す る 割り込み 処ヌ |！ 

ル— チンの |»| 始行を 行 番号 あるいは ラベルで' ぶ^します。 

M り 込み 処^ ルーチンから もとの ブ CJ グラムに; ズ: るに は K ト: TURN 文 を^ 行し ます。 
RETURN 文に 行 番号 を 指定 すれば、 « り 込みが 発生した 場所 以外の 行に 戾る こ と がで 
きます。 

STOP ON 文 を 実行して 割り込み 処理 を 3T 町して いないと 割り込み 処理 ルーチン は 実行 
しません。 ffl り 込み 処 ffl プログラム 作成の 流れ は 次のようになります。 
100 ON STOP GOSUB 5000 



120 STOP ON "F 〜つ , ^-r 

I ffl り 込み 許可 

割 り 込み »理 ルーチンの 実行中 は、 自動的に « り 込み 停止の 状 想に な り 、 RETURN 文 
でもとの プログラムに る 際に はび 制り 込み 許 町の 状隳 になります。 したがって、 割り 
込み 処理 ルーチンの' お 行中に、 さらに M じ 割り込み 処现ル 一チン を' ぶ 行す る こと はあり 

ません。 

不用 にこの 命令 を^ 行す ると、 ( STOP ) キ— およびし CTRL )+ f ~ C ~ I キ一ポ 
^の 機能 を' ii 行す る ことができ なくなり、 プログラムの' 光 行 を^ 止. する ことができ なく 
なります。 



RETURN (サブルーチンからの 復 ^) 

STOP ON/OFF/STOP (STOP キーに よ る 割 り 込みの 制御） 



132 ON STOP GOSUB 



ON TIME$ GOSUB 

【オン • タイム • ダラー 'ゴ 一 サブ】 

ON TIME GO to SUBroutine 

on time は 時 則の 意味。 全体と して 指定した 時刻に なったら 
サブルーチン を 実行す る こと 0 







指定した 時刻に 実行す る S1 り 込み 処理 ルーチンの 開始 行 を 定義し ます。 


1 機 


能 1 






ON TIME$= "時 ： 分 ： 秒" GOSUB 行 番号 


1 害 


式 1 



： 使用例 ， 100 ON TIME$="00 ： 10 ： OCT GOSUB 5000 —割 り 込みが 化' I. し た ら 5000 行以 ド を额 し 

110TIME$="00 ： 00 ： 00" ま 丁。 

1 20 TIMES ON —割 り 込み を 打-吋 します。 



「解 K] • 指定した 時刻-時 ： 分 ： 秒-に * 行す る 割り込み 処理 ルーチンの 1»!始 行 を 行 番号 あるいは 

ラベルで 定^ します。， 時： 分： 秒-の 指定 は TIME$ 文と 1"1 じ 形式です。 
•ONTIME$GOSUB 文で 制御で きる ft 小^ 位 は 2 秒です。 したがって、 桁 おした 時間よ 

り 土 1 杪 程度の を' k じる こと が あ ります。 

• M り 込み 処押. ルーチンから もとの ブロ グラムに おる に は RETURN 文 を实行 します。 
RETURN 文に 行番ゅ を 指定 すれば、 割 り 込みが *ホ. した 坳 所以 外の 行に おる こ と がで 

きます。 

• TIMES ON 文 を^ 行して 割り込み 処理 を 許可して いないと 割り込み 処理 ルーチン は^ 行 
しません。 割り込み 処 Jf. プログラム 作成の 流れ は 次のようになります。 

100 ON TIME$="00 ： 10 ： 00" GOSUB 5000 
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II り 込み 許可 



*割 り 込み 処理 ルーチンの * 行中 は、 自動的に 割り込み 停止の 状態に なり、 RETURN 文 
でもとの プログラム におる 際に 再び 割り込み 許 叶の 状態になります。 した 力 f つて、 割り 
込み 処理 ルーチンの * 行中に、 さらに 问じ 割り込み 処理 ルーチン を^ 行す る こと はあり 
ません。 



参 照] RETURN (サブルーチンからの 復^ 
TIME$ (時間の^ 定） 
TIME$ ON/OFF/STOP (時 181 に 
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ステー トメ ン卜 



OPEN 



【オープン】 



OPEN 

開く ことから、 ファイル を 開いて み 害き できる 状態に する こ 

ヒ。 



IU ファイル に対して データの 入出力が できる ように 準備 を します。 これ を ファイル を オーブ 

ン するとい います。 



1 » 式 1 OPFN フ アイ 


ル 指定 子 [FOR 


INPUT 
OUTPUT 


] AS [#] ファイル 番号 






APPEND 





'、 使用例 ） OPEN "TEST" FOR OUTPUT AS #1 -TEST という フ アイ ルを 出力 モー ドでォ 一 

ブン します。 



説つ • ファイル 指定 子で 指定した ファイル を、 指定した ファイル 番号で オーブン します。 ファ 
ィル 指定 子で 指定で きる デバイス 名 は 次のと おりです。 ディスクの * 介 は ファイル 名 を 

指定す る 必^が あ ります。 ま た 線の 垛介 はフ ァ ィ ル 名の 代わ り に ifflf,i パラ メ一 夕 
を 指定し ます。 



デバイス 名 


S 味 


KYIM): 


キ一 ボー ド 


SCRN: 


H 面 


し PT1: 


プリンタ 


I ： 


ディ スク 1 


2: 


ディスク 2 


3； 


ディスク 3 






10: 


ディ スク 10 


COM 1 ： 


通信 回線 1 (本体 内 «) 


COM2: 


；組 M 線 2 


COM3: 1 


通侰 回線 3 



• FOR 以下に フ 7 ィル への 人出 力 方法 を 指^します。 デバイス によって は 指定で きない 

も のが あ り ま すので 注： e してく ださい。 



機 能 


入出力 方法 




ランダム ファイル ： レコ一 ド * サを 指定して 人出 力 


INPUT 


シーケンシャル ファイル ： ファイルの 先頭から 順に 入力 


OUTPUT 


シーケンシャル ファイル： フ アイ ルの 先頭から 顺に 出力 


APPKND 


シーケンシャル ファイル： フ アイ ルの 終わりから 順に 出力 
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• ファイル 番号 は 1 から 15 の 範囲の 整数 を 指定し ます。 ただし、 BASIC 起動時に 入力し 
たフ アイ ル数 (How many files? に 答えた 数) 以下で なければ な り ません。 フ アイ ル 番号 
は オーブン してから クローズす るまでの 間、 その ファイル を 参照す るた めに 用いられる 
番号で、 入出力 命令 は、 この 番号 を 使って ファイル を 区別し ます。 内部的に は ファイル 
を オーブン すると ファイル 番号に 対応した 入出力 用 バッファ 力、' 割り当てられ、 ファイル 
を クローズ すると、 この 領域が 手放されます。 したがって ファイル を クローズす るまで 
は、 同じ ファイル 番号 を 別の ファイルに 指定す る こと はでき ません。 

• 通信 回線の 通信 パラメ一 夕 
通^ 回線 を オーブンす るに は、 次のように デバイス 名に 较 けて 通 fR パラメ 一夕 を 指定し 
ます。 

"COM [回 《 番号] ： (pcsxh)" 



P ： パリティチェック 


E ： 偶数 パリティ 
0 ： 奇数 パリティ 
N ： パリティ なし 


c ： データ ビット 


7 ： 7 ビット 

8 ： 8 ビット 


s ： ストップビット 


1 ： 1 ビフト 

2 ： 1.5 ビッ ト 

3 ： 2 ビット 


X :XON/XOFF 制御 


X :XON/XOFF 制御 を 行う 

N ： XON/XOFF 制御 を 行わない 


h ： SI/SO 制御 


S :SI/SO 制御 を 行う 

N :SI/SO 制御 を 行わない 



した は メモリ スィッチの 《 (を 指定した ことになります。 通 《 速度の 設定 は メモ 
リス イッチで 行います。 
• 指定 できる 入出力 モー ドは 次のと おりです。 



デバイスお 


| INPUT 


' OUTPUT 


APPEND 




KYBD ： 






X 


〇 


SCRN ： 


X 


〇 


x 


o 


し PT1 ： 


X 


〇 


X 


〇 


に〜 10: 


〇 


〇 


o 


〇 


COM1 ： 〜COM3 ： 


〇 


o 


〇 


o 
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ステ一 卜 メン卜 



OPTION BASE 


13 ノ ノョノ • へ 1 ス J 

OPTION BASE 

option は S 折の 意味。 ここで は 配列の 基底 (ベ イス） を S 折す 

る こと c 


[m 能 1 k 列の 添字の 下限 (基底） を o または 1 に 設定 します。 


(害 式 1 OPTION BASE 


0 
1 




( 使用例 1 OPTION BASE 1 






— ae 列の * 字 を 下 r を 1 にします。 



[ 解 K ] • 配列の 添字の 最小 储 を o または 1 にします。 

•BAISCfeiBl 時 は 0 になって います。 OPTION BASE 1 を' ぶ 行し、 下阪 を 1 にした 後、 fti! 
W の 添 宇と して 0 を ffi いると Subscript out of rangi' (添' が範リ H 外に ある） エラ— になり 
ます。 

• この' ri:,i は、 プログラム 中で W 列 変 钕 を K,i'、 あるいは 使 川した 後に 行う こと はでき ま 

せん。 また CHAIN 文に よって 配列' が' JI き 渡された 側の プログラムで' U する こと 
はでき ません。 このよ うな 場合に は、 Duplicate Definition (二' T('>U*) エラーに な り ます。 
，添 字の 下 W は、 RUN あるいは CLEAR 文を实 行した 後、 する ことができます。 

厂 参 照 j DIM (お グリ' の' i) 

U 水,, お Disk BASIC ユーザー ズマニ ュ アル 第 2 や- IJASIC の义法 
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ステー 卜 メント 



OUT 



【アウト】 

OUT 

外に、 外へ という 意味から、 データ を I/O ポートに 送り出す 

こヒ。 



機 能 I/O ポ 一卜へ 直接 1 バイ 卜の データ を 送ります 



o 



「香 式つ OUT ポー 卜 番号， 出力 データ 



1 使用例 1 OUT &H68, &H0D 



—ボー ト &H68 に データ を 出力し ます 



O 



[解 説 1 • ポート # 号で 指定した I/O ボートに 1 バイ トの 出力 データ を 出力し ます。 

• ボー 卜 番号 は 一 32768 から 65535 までの 数饷を 指定し ます。 負の 数 を 指定した 場合 は 
65536 に 指定した 侦を 加^した を 指定した ことになります。 



し 参照」 INPU/0 ボ―ト から ift 接 人力) 



〇 



out 137 



PAINT 



： イン 卜】 



PAINT 

色を^ること。 画面に 色 を 付ける こと。 




"ド 



画面の 指定 範囲 を 色 や 摸 様で 塗りつぶします 



o 



(害 式 1 PAINT (Wy j W 


y) [， t 


領域 色 


] [， [境界 色]]] 






タイ ルス 卜 リング 





「使 角 例 "1 PAINT (100, 100)， 6, 



7 



PAINT (100， 100)， TIL$, 7 



■S 棵 （100， 100) が 内 糊に ある バレ ッ ト flr -_ 
7 の 色で 州 まれた ffl 域 を、 パ レツ ト リ -6 
の 色 で ゆりつ ぶします。 

—上 8|fe^ じ 領域 を 指定した 模様 （タ ィ ルバ 
ターン） で ゆりつ ぶします。 



• 



* 



ワール ドゆは (Wx, Wy) を^んだ 境界 色で リ H まれた ^域 を、 桁 定 した 領域 色 や、 校 様 （タ 
ィ ルスト リング) で^りつ ぶします。 

リール ドゆ: は (Wx， Wy) は ゆり 始める ゆ W です。 fit 定 する ゆ ほ は ビュー ボー ト內 になけ 
れ ばいけ ません。 そうでない 場 A は Illegal funcUoncaH (遠 法 MJ& 呼び出し) エラ一 にな 
ります。 fllWH^S で 指定す る こと もで きます。 

領域 色に は、 班り つぶす 色 を パレ プ ト ft り-で^^します。 領域 色の 代わりに 懊 様で 途り 
つぶす 坳 介 は、 タイル ストリング を 拊'ぶ します。 

領域 色、 タイル ストリング とも 《 略した 坳1> は COI.OK 文で， S 定 した を 指定 した 

ことになります。 

境界 色に は、 ゆりつ ぶす 》i 域の 境^ を パレット *リ で 桁^し ます。 （Wx， Wy) の ゆ はで 

桁' ぶした 位れ から、 ここで 桁'/ ii した 色までの »i 域 を すりつぶします。 « 略した 場 介 は、 

？ n« で 桁'/ u した 色 を 指定 した ことになります。 

行お しため f?;(Wx, Wy) の 点が すでに 境界 ^ と M じ 色で ある 垛介は PAINT 文 は 何の^ 

•: もしません。 

すでに タイル ストリングで^ りつぶ した^ 域に 別の 投俅 を^る 場 介 は、 多少 | ゆ がか 
る ことがあります。 また 内部の スタ ッ クを多 W; に 使うた め Out of memory (メモ i, 
足） エラ一 になる ことがあります。 この ％介 は C し EAR 文で スタ ックの 人き さ を 人き く 

してく ださい。 

STOP キ 一により PAINT 文の' m を 中断す る こと がで きます。 
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•PAINT 文 は、 ビュー ボート 内の みで 動作し ます。 したがって、 ビュー ポートの ぬ^ 力 《 、 

PAINT 文の 勅 作の 境界に なり ます。 
• タイル スト リン グの 構成 は 次の とおり です。 

タイ ルス トリ ングは 校 様の 人き さと 色 を 指^す る 文字列です。 タイル スト リン グの 形式 

は 横 方 I''，j8 ドッ トを 1'れ 位と し、 设方 向に 必 X： な 準 位 数 分 を 'ぶ おした ものです。 縦 方 14 
を n ドットと した ^介 の 必要な 文^列の ^さは 次のと お り です。 

白; お モード ： n バイト 

カラー モー ド M096 色屮 16 色 モー ド） ： 4 X n バイ ト 
M096 色屮 8 色 モード） ： 3Xn バイト 
(8 色 中 8 色 モード） ： 3XH バイ ト 

(1) 白黑 モード 

• 画面 上の 横 8 ドッ 卜が 1 バイ ト （8 ビ' ノ ト) の各ビ 7 トに Wit します。 これ を、 CHRSIiy 

数な ど を ttl いて、 文字列に 変換し ます。 
• 模様の « 方向の Kv ト ft 分に 上記の 変换を 行い、 上 から 顺に * ベた 文字列が タ ィ ル 

ストリングになります。 



1 つの タイル «8 ドッ 卜が 8 ドッ トを 文字に 
パターン 基本. » は 任意 置き « える 




タイル ストリング = CHR$(&H81)+CHR$(&H42)+CHR$(&H24) + …… 

(2) カラ一 モード 

• ii 面 上の 横 8 ドッ トが 1 バイ 卜の 各ビプ 卜に 対応す る こと は 白^ モ— ドの 場合と W 

じです。 たた' し 色 を 指定す るた めに 1 ドッ ト 当たり 3 ビ' y ト （8 色 モー ド）、 または 
4 ビット （16 色 モー ド) 必«: になり ます。 
• したがって、 横 8 ドッ トを * 示す るのに 3 バイ ト あるいは 4 バイ ト 必要になります。 

これ をドッ ト ごとに Wtt させ、 表^す る 色をパ レツ ト » り-で 指定し ます。 
• 文字列の 14 さは 3 あるいは 4 の 倍数になります。 文卞 列の ^ さに 余りが ある 垛介は 

無 «i します が、 3 バイ ト あるいは 4 バイ トに满 たない 場合 は Illegal function call (違 
ill IW 数 呼 び 出 し） エラ一 になります。 
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8fc モー ド 



1 つの タイル 
パターン 



ドッ 卜が * 本 
各ドッ トのパ レツ ト 番号 を 指定 






10 10 10 10 




「0 〗 0 〗 0 1 01 


M 1 1 1 1 1 1 J\ 


Wo 0 0 0 0 0 0 









CHR$(&HAA) 
CHR$(&H55) 
CHR$(0) 



2 進数の 001、 10 進数で 1 が 最初の 
ドッ トのパ レツ ト番 号になります。 



タイ ルス ト リング =CHR$(&HAA)+CHR$(&H55)+CHR$(0)+ 

H(8 ドット を 3 文字 単位で 表わす 



モ— ド 

横 8 ドット を^ fli する のに 4 文字 分必 おにな り ます。 
•PAINT 义' 火 行 後、 終 参!! 5 ゆ はは (Wx， Wy) に 移! f« します。 



参 照) CO し 0" バ レツ トのぶ ひ 



r プログラム 例 1 

100 ' PAINT 

110 • ？ を タイル パターンで める 

120 ' 

1 30 SCREEN 3,0 ： COLOR ： CLS 3 

140 CIRC し E( 100, 100) , 100,7 

150 FOR 1=1 TO 24 

160 READ At ： TI し E$ = TILI! 拿 + CHR 意 （VA しに » 
170 NKXT 

180 PAINT( 100, 100) f TILEt,7 
190 END 

200 DATA 66,99, 7E.HD r 42 ,110, DB ,21,00, 66,99 ,E7 
210 DATA 66 f 99.E7 i DB ( 24 t Dn l BD l nD,42 f 66,99 P 7E 
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関数 



PEEK 


【ビーク】 

PEEK 

のぞく という 意味。 


1 機能 1 指定した メモリから 1 バイ 卜の デ- 


-タを 読み出します。 


1 害 式 1 PEEK (アドレス） 


I li 用例 〕 A = PEEK( &H FOOO ) 


— &HF000 の內容 を A に 代人 します。 



解 锐 1 • ァ ドレスで 指定した メモリから 1 バイ トの データ を^み 出します。 指定す るァ ドレス は 

DEF SEG 文で 設定した セグメ ントァ ドレスの 才 フセッ トァ ドレスです。 



参 照 1 DEFSEG (セ グメ ン ト アドレスの, ぶぶ) 
POKK (メモリへの データ き 込み） 



P 
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PEN ご】 

ペン はこ こで は ライ ト ペンの 意味 0 



【機能 1 


ライ 卜 ペンの 状態: 


を 調べます。 




書 式） 


PEN (機能） 






[ 使用例 1 


X=PEN( 1 ) 




—ライ ト ペン を 押してい る 位れ の キャラクタ 








座標 上の Xffi 摁を変 »x に 代入し ます 0 



\ m Kl • 機能で 指定した ライ ト ペンの wtu を 返します。 機能に は o から 2 までの 数侦を 桁^し ま 

す。 





味 


0 


ライ ト ペン を 押してい ると きに 一 1 (ft) を 返し、 離して いると きに 0( 偽） を 返 
します。 i'£ になった とき は ON PEN GOSUB 文で^^ した 割り込み 処 ffl ルー チ 
ンに 人る まで一 1 (rt) を 保持し、 ルーチンに 人った ときに 0< 偽） になります。 




ライ ト ペン を 押してい ると き、 その 場所 を キャラクタ ゅ標の X ゆ ISWi で 返します。 


2 


ライ ト ペン を 押してい ると き、 その 場 1 お を キャラクタ ゆ はの Y^ff; 他で 返します。 



• PENI8I 数 は， PEN ON i を * 行して いないと 有効に なりません 《 



["參 ^ I ON PEN GOSUB (ライ ト ペンに よる M り 込み 処 ^ ルーチンのお 義) 

PEN ON/OFF/STOP (9 イト ペンに よ る M り 込み 制御) 
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ステー トメ ン卜 



iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiimiiniiiiiiiiiiiiii urn iiimii 



PEN ON 
PEN OFF 
PEN STOP 



【ペン • オン】 
【ペン • オフ】 
【ペン • ストップ】 



PEN 

ペン はこ こで は ライ ト ペンの 意味。 ライ ト ペンに M する 制御 を 

行う こと。 



ライ 卜 ペンの 割り込み を 可能な 状態、 禁止の 状 想、 停止の 状 《 にします。 




PEN ON 
PEN OFF 
PEN STOP 



—割 り 込み を 町 能な 状態に 定 し ま す。 
—割 り 込み を 禁止の 状態に 設 '41 します。 
—割 り 込み を 停止の 状態に^ 定 します。 



「解 説 



• 



♦ 



PEN ON は ライ ト ペンからの 割り込み を 》r 能な 状態に します。 この 命令 を * 行 後 は、 

ライ ト ペン を 押して 光 を? S じ ると ON PEN GOSUB 文で 定義した 割り込み 処理 ルーチン 
を * 行し ます。 

PEN OFF は ライトペンからの 割り込み を 禁止し ます。 この 命令 を 実行 後 は、 ライトべ 
ンを 押しても 割り込み 処理 を实 行し ません。 

PEN STOP は ライトペン による 割り込み を佟 止します。 この 命令 を ^行 後 は、 ライト 
ペン を 押しても 割り込み 処理 を实 行し ません。 ただし、 データの, ill 愤は 行います ので、 
この 後、 PEN ON を 実行す ると、 ただちに ON PEN GOSUB 文で 指定した 割り込み 処现 
ルーチン を 実行し ます。 

プログラムの^ 行 を 終了 するとき は、 PEN OFF を 実行して ください。 

ON PEN GOSUB 文で 定義した 割り込み 処理 ルーチン では、 自動的に 割り込み 停 止. 状態 
にします。 また PEN 数の 侬を 0 ( 偽） にします。 



P 



照 



PEN GOSUB (ライ ト ペンに よる 割り込み 処理 ルーチンの 定筏） 
PEN (ライ ト ペン 



PEN ON/PEN OFF/PEN STOP 1^3 



ステー 卜 メン卜 



POINT 

■ 國 画， ■ 




【ポイント】 

POINT 

点、 地点と いう 意味。 ここで は JR 終 参照 S« のこと。 


1 機能 1 最終 参照 座標 を 移動 L 






(害 冗， POINT(Wx, Wy) 


1 使用例 ) POINK50, 50) 




終 参照め 標を （50， 50) に' なおします。 



解 説 



一 ルド ゆ 標 (Wx, Wy) に 移！ 》カ します。 ゅ廇 の I'A に STEP を 付けて 扣吋 
ゆ はで 桁 定 する こと もで きます。 

W 終 参! お H《ftfi は グラフ ィ ッ ク 命令 を * 行す ると ^化する ワール ド は 系 の^は; で、 flW 
ゆ はは このめ は: からの 招 W 的な 位^ を^し ます。 



[参 照 j n 本^ i) に sk basic ユーザーズ マニュアル テキスト 肉 ifii と グラフ イツ 
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POINT 



1 【ポイント】 



POINT 

点. * 点と いう 意味。 ここで は 最終 参照 S 標 のこと。 



[機能) 最終 参照 座標の 位置 を 与えます 



0 



POINT (機能) 



厂 使用例 ) LX=POINT( 2 ) —径終 参照^ 標の X ゅ標を スクリ 一 ン 

の X ゅ標 としてし X に 代入し ます。 



〔 解 锐〕 •《 能に 讨 あした 終 参照 ゆ 標の讷 を 返します。 機能 は 0 から 3 までの 数 です。 



叫 


& 味 


0 


K 終 参^ H 《はの X ゅ標 を ワール ドゅ ffi 系の X ^標で 返 します。 


1 


K 終 参照 ゆ は: の Y ゆ t5 をヮ 一 ル ドゆ 系の Y ゆ: はで 返 し ま す。 


2 


K 終 参照 ゆ の x ゆ は をスク リー ン 系の X ゆ はで 返 します。 


3 


終 参照 ゅ標の Y ゆ標: をス ク リー ンゅ. 標 系の Y ゆ: で 返 します。 



•S 終 参照 座標が ウィン ドウの 外にあった 場合 は、 ig す 使 は 画面 上に 表示し ない 点に なり 

ます。 また、 このと きの tf (が スクリーン^ 標の その場合には、 このめ: ffi に 吋お する 点 は 
ビュー ボー ト 外になります。 



[# 照 _J POINT (fe 終 参照 ゅ標の 変お) 
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POINT 



2 



【ポイント】 



POINT 

点、 地点と いう 息 味。 ここで は 指定した 点の 色 を 知らせる こと 



o 



機 能） 指定した 座標の 点の 色 を 返します 



0 



書 式) POINT(Sx， Sy) 



IMMMJ C=POINT(100， 100) 



—ス クリ一 ン^^ (100， 100) の 点の 色 （パ レツ 

ト 番号） を C に 代入し ます。 



r 解 説 1 • スクリーン ゅ標 (Sx， Sy) の 点の 色をパ レツ ト番兮 で 返します。 

• ビュー ボ一 卜の 外の ゆ .15 を 指定した 場合 は、 一 1 になります。 
• 画面が 白黒 モー ドの 場合に は、 白 （セク ト） のとき 1 、 黒 （リセ ッ ト） のとき 0 を 返します 



〔参 照 ) COLOR (パレ' ソ トの, S'/ii) 



(プログラム 例 



100 * POINT2 

1 10 • ドヅ トの色 を 肩べ る 

120 SCREEN 0,0:CI,S 3 
1 30 FOR 1=0 TO 5 
140 C=INT(RNDt7*l ) 

】50 l,INE(0,"20*5»-(639,"20"0»,C,B 
160 LOCATE 0，I 拿 1+15:PRINT "COLOR ： H ； 
170 NEXT I 
180 END 
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ステー 卜 メント 



in" 川 mmiim i iiiii i 



POKE 



【ボーク】 



POKE 

突く という 息 味。 ここで は メモリに データ を 害き 込む こと。 



機 能] 指定した メモリに 1 バイトの データ を 書き込みます： 



[書 式] POKE アドレス， データ 



f fe^'i ] POKE&H100, &H41 



に &H41(—A") という データ を 害き 
込みます。 



rm 説 



アドレスで 指定した メモリに 1 バイ 卜の データ を 害き 込みます。 この アドレス は DEF 

SEG 文で 設定した セグメ ント アドレスの オフ セッ ト アドレスになります。 

POKE 文 は 直接 メモリの 内容 を 害き 換えます。 使用す る 場合 は、 メモリ マップな どで 使 

用 町 能な? fi 域 かどう か を 確認して ください。 《 つて basic の 作 域 を破壞 しないよ 
うに 注 してく ださい。 



DEF SEG (セ グメ ント アドレスの 設定) 
PEEK (メモリ から デ— タ^み 込み） 



P 



POKE 14/ 





POS 


【ボス/ポジション】 

POSition 

位 i のこと。 ここで は カーソルの 桁 位置。 


機 m } テキス 卜 画面 上の 力- 


- ソルの 桁 位 s を 返します。 


1 書式 1 POS (ダ 5 —） 


( 使用例 1 A=POS(0) 


—力 一 ソ ルの桁 位 を A に 代人 します。 



解 説 i ，カー ソ ルの 現在の 桁 位 i'« を キャラクタ ^はの X ゆ:^ で 示 します。 

•( ) 内 は ダミーで あり、 何 を 指定しても 構いません。 通^ は 0 を 用 います。 
• 力 一ソ ルの行 位置 (キ ャ ラ ク タ ffi 標の Yffi 標) に は CSRLIN IW 数 を 使用 します。 



(" 参 照， CSRLIN (力— ソ ルの行 位め:) 
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ステー 卜 メン卜 



PRINT 
し PRINT 



【プリント】 【エル • ブリン 



PRINT 

印刷す る 意味から、 ここで は S 面に 表示す る こと。 
Line PRINT 

line はこ こで は プリンタの 息咮。 したがって プリンタに 出力す 

る こと o 



画面 や プリンタに データ を 出力し ます。 



(香 式) PRINT [[式 




] - 


• • ] [USING 害 式 文字列 ； [式 




] • • •] 




1 

空白 










LPRINT [[式 




] - 


• • ] [USING 害 式 文字列 ； [式 




] • • •] 




1 

空白 






1 





r 使用例 



PRINT"2*2-";2*2 
LPRINT'ABC" 



—画面に 2 + 2=4 と 表示し ま f 
—プリンタに ABC と 印字し ます。 



「解 锐 j 



PRINT 文 は、 式に 衍定 した Sttfi や 文卞列 データ を I 由 ilfti に^^します。 LPRINT 文 はこれ 

らを プリンタに 出力し ます。 

式 を' すると 改行 だけ を 行います。 

2 つ 以上の 式 を桁定 するとき は、 式と 式の IW を カンマ (.）、 セミコロン (：)、 や I'i のい ず 
れ かで K 切って 並べます。 この K 切り, ill り • によって * ポぉ •* や、 印字 結 * が W. なって き 

ます。 

① カンマ （.） の 場 介 

BASIC は 各行に あらかじめ 左から 14 桁 ごとに 表示 (印 宇 )B8 始位 R を 持って います ^ 
式と 式の 間 を カンマで つた 垛介 は、 それぞれの データ は 1"1 じ 行の ィ I 側に ある fti も 

近い 表示 BMfttt 置から 顺次 表示 (印字) していき ます o 

PRINT H ABC H , "DEF 一， "GHI" 
LPRINTABC", "DEF", "GHI" 



P 



1 行 分 (80 文字） 



14 文字 14 文字 14 文字 14 文字 14 文字 10 文字 
| 1 1 1 1 1 1 



ABC 



WZ 

DEF 



【 

GHI 
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次の^ ポは 1 始 なが その 行にな^ しない 場-介 は、 次の 行のお ホ IKI 始位 に，'. に 出力し ます。 

また '{frW 後の 式の 終わりが カンマで 終わって いる 《 ；イ は、 次に^ 行す る PRINT 文 
や 文の デ— タ は 次の^^ ISi 始位 W から 出力 します。 

② セミコロン （ ： > の垛 介 

次の デ— タ を^め て 出力 します： > ま た 後の 式の 終わ り がセ ミ コ ロンで 終わって 

いる 場 会 は、 次に 実行す る PRINT 文 や LPRINT 文の データ は 出力 した データに 狭け て 
^示 (印字） します。 

③ ゃ 1'1 の * 合 

セミコロン の^ 介 と 1"1 じ 結^に な ります。 

Jii 後の 式の 後ろに、 カンマ または セミコロン を桁定 すると、 次に 出力す る データ はが i の 
データに^ けて M じ 行に 出力し ます。 «ft 後の 式の 後ろに 何も 付けない と 自動的に 復 《»/ 
改行 を 行います。 

(データ を 出力す ると、 その後ろ に 1 桁の 空白が 付けられます る また ft 侬の稱 に は、 
E の 数で あれば 34 白 を、 ft の ft であれば マ ィ ナス （一） を 出力 します。 
liUrt^ 钕 の^^、 7 « /以下の Sc'i: で WiJt に SJ?f をリ えずに お^できる (は、 W 定小 
^形式で^ ホ します。 7 W の W 'ぶ 小 式で A ホで きない もの は指钕 形 A で^ 示 します。 
fftffiffi 数 餾の坳 合、 I6W 以下の ft 字で «坨 に 彩 響 を 1 J "えずに « 示で きる Sfcift は、 IH お 小 
も 4 形式で お^ します,, 16W の I め ii 小 ft 形式で お^できな いもの は桁敉 形式で^ ホ します。 
PRINT 文 は 省略 形と して 疑 IHJ 符 (？) で 代用す る こと 力 *"C きます 《 

PRINT 义ゃ LPRINT 义の屮 の fT:.ffi の 位 i« に 1 |"1 だけ USING を,, ヒ述 する ことができ ま 
す。 このと き 



PRINT [式 



1 



USING 害 式 文字列 ： [式 



] 



は、 次の &! 述と M 等です, 



PRINT [式 



] 



； ： PRINT USING 害 式 文字列 ； [式 



隱 團 ) PRINT USING/LPRInI ,NG(» 式 欲定) 
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ステー トメ ン卜 



PRINT USING 



LPRINT USING 



PRINT USING 

〜を 用いて 表示 するとい う 意味から、 害 式 指定 をして 表示す る。 

Line PRINT USING 

害 式 指定 を して プリンタ （line) に 印字す る。 



機 能 _ 数値 や 文字列 を、 書式 を 指定して 画面に 表示したり プリンタに 印字し ます 



「書 式つ PRINT USING 害 式 文字列； 式 

LPRINT USING 害 式 文字列； 式 



鲁 鲁 



1^1 



PRINT USING ■& #r;A$, B — B を 小数点 以下 2 桁の 数讷 で^^します 

LPRINT USING ##';A$, B じょうに プリンタに 印字し ます 



0 



解 説 1 • PRINT USING 文 は 指^された 香 式 文字列に したがって 式の 侦を * 示します。 し PRINT 

USING 文 は、 M 様に して プリンタ に 出力 します。 
• 害 式 文字列 は W 式 を 指定す る もので、 そのままの 形で は 文字と して 出力し ない #、 &&、 

！、 @ などの W 式别 御文 卞と、 そのまま 肉' Ifii に 出力す る 文字から 構成し ます。 
• 式と 式の IHI は 力 ンマ あるい セミコロンで 区切っても 違 いはありません。 PRINT 文と は 

異なります。 

• 書式 制御 文字 と 式 は、 それぞれ 左から W に 一対一 に 対応 します。 

例 PRINT USING"*f#« & & ### 胃： A:B$:C 
• 式の 数が、 害 式 制御 文字の 数よ り 多い 場合 は、 圾 初の 害 式 指定よ り 操り 返 し Wfc します 



P 



例 PRINT USING"## せ& &'; A;B$;C 



1#» & &":A;B$; 



式の 数が、 書式 制御 文字より 少ない 場合 は、 余った W 式 指定 部分 は 無 《i します。 



例 PRINT USING1## & ; A 



• 害 式 制御 文字に は 数 使と 文字に 対応した 2 つの 毪類 があります。 書式 制御 文字の^と 式 
の^が一 致して いない 場合 は Type mismatch (S の不一 致) エラ— になります。 
字な どの 2 バイ ト 文字に 对 して 寄 式 制御 を 行う こと はでき ません。 



PRINT USING/LPRINT USING 1 0 1 



害 式 制御 文字 

© 数値の 場合 





^ポ する 数 «e の 桁 数 を 指定し ます。 ピ リオ ド （■) で 小数 亡: 位; れを 指^し 
ない 場 介 は、 数 ^ の^ 数 部分 を^^め で^ 示します。 余った 桁 はやに i に 
なり ます。 




# で 指定す る 桁 数 指定の m に 挿入し、 小数点 位 s を 指定し ます。 小数点 
以下の 钕«>： は 小数. なの^ 側に、 桁^した # の 個 钕に介 わせて 叫^ 五 人し 

て^ ポ します。 また 小数点 以下の 部分で: nlk となる W に は o を^^し ま 
す。 




firScflnii*t の 中に W き、 gtW の 部 を 3 桁 ごとに 力 ンマ （,） で つ 
て 表示し ます。 小 tt 点 位 B を 示す ビリ オト •(•） より 左側に あかなければ 
機能し ません。 


+ 


# 式 指定の 先 » または K 後に 付け、 炎 示す る 数 他の 先頭 あるいは 极 後に 
符号 （+ あるいは 一） を农 示します。 


― 


ft 式の * 後に 付け、 g 示す る 数値が ft の 場合に 数 傲の 後ろに 負符母 (一) 
をお ホ します。 


* * 


» 式 文字列の 先 « に 付けま^ ft 値の 左側の 桁に^ 白 力 《 できた ときに、 
その 部分 を アスタリスク （*) で めて^ 示します。 この" * *" は M 時に 
i 析 分の # を 意味し ます。 


YY 


# 式 文字列の 先 aa に 付けます 0 数值の 前 に nai 兮 (¥) を i つ 表示し ます 0 

この ¥¥ は 两畤に 2 桁 分の # を 意味し ますが、 1 桁 分 は ¥ の 表示 桁に な 

ります。 


* *¥ 


S»f 式 文字列の 先頭に 付け ま す。 I'.Si* * と ¥¥ の W 方の 機能 を 持ち ま す。 
^0**¥ は 同時に 3 桁 分の 翁 を 意味し ますが、 1 桁 分 は ¥ の 表示 桁 | 
な り ま す。 




指 の 後ろに 付け ま す mti を 指数 形式で ぉポ し ま す 


，«定した桁»ょ り 数 他 データが 人き い * 介 は、 » 他の 前に 飞ー を农 示し、 桁 数が 足り 
ない こと を^し ます。 
® 义卞 列の wi> 




指定した 文字列の 设 初の 1 文字 ( 1 バイ ト） を 表示し ます * 


や 白 


指定した 文^列の fti 初から やに 1 の個钕 + 2 文字 分の 文字 を^ ポ します。 
桁^した 文^列の « さが、 これより 短い 場合 は 右側に 空白 を 補って 表示 
し、 M い 場 f や は、 リ J り抬 てて します。 


("； 


指定 し た 文字列 を そのまま m します。 




この アンダー バーに 絞く 1 *： 字 を そのまま^ します 0 辨式 制御 文字と 

して 使 川して いる 文卞を そのままお^ する ことができます。 



X Mffll 文'?: 以外 

ぉ还 の， 1 :: 式 M 御文 卞以 外の 文卞を 指定した 垛介 は、 その 文字 を その ま ま き します。 

m-r- な どの 2 バイト 文字 を 指お す る こと もで きます。 



1 52 rRINT I r SING/LPRIST ( 'SL\(i 



RUN 
B 

EPSON 

EPSON COMPUTER WOULD 

1235 

1234.57 
X+123456.79 

1234.56- 



V123.46 
12,345.68 



1 235. 

,1: 
OK 



P 



し プログラム 例 



100 
1 10 
120 
130 
140 
1 50 
160 
1 70 
180 
190 
200 
210 
220 
230 
240 
250 
260 
270 



' PRINT USING 

' —— 書式 を 指定して データ を R 面に R 示す る —— 



I n 1 r< I 


IfQ I W(J 




IISI NO 

\t u A 1、 %J 


PR 1 WT 


HQ T MO 

\r%^ A 國， リ 


no i kiT* 
I K 1 N I 




PRINT 


USING 


PRINT 


USING 


PRINT 


USING 


PRINT 


USING 


PRINT 


USING 


PRINT 


USING 


PRINT 


USING 


PRINT 


USING 


PRINT 


USING 


PRINT 


USING 


END 





V 



II 
ft 
*# 



！"; 'EPSON WORLD 
k & M ； "EPSON WORLD" 
EPSON 9 WORLD" : "COMPUTER" 
234.56 
"； 1 234 -57 
#";123456,789t 
-"; -1234,56 
ft"; 123.456 
If "； 123.456 
，"'i 123. 146 

12345.6781 

； 1231. 56 

1234 . 56 
23456! 



PRINT USING/ し PRINT USING 1 ^3 



PRINTS 

PRINT* USING 



【プリン 卜 • シャープ】 

【プリン 卜 • シャープ • ユージン グ】 

PRINT 

印刷す る ことから おじて、 ファイルに 害き 込む こと。 
PRINT l T SIN (； 

〜を 用いて、〜 にしたがって という 意味から、 寄 式 指定して ファ 
ィルに 害き 込む こと。 



r 構 §n シーケンシャル ファイルに データ を * き 込みます 



o 



し 害 式】 



PRINT ：： ファイル 番号， [式 [ 



]] 



[USING 害 式 文字列: [式 [ 



J [ 



fe 用例 j 100 OPEN'TEST'TOR OUTPUT AS 5 1 

200 PRINT ヰ 1， A$ —AS の データ を シーケンシャル ソ アイ 

W き 込みます。 

300 PRINT* 1, USING-¥#*f#. YEN — YI':N の データ を, して, •:: き 込み ま 



す 



3 



解 説 



0 



フ アイ ル 番号で^', ii し た シ一 ケン シ ャ ル フ マ ィ ルに 式で ひ えた データ を 力: き 込み ま す 

PRINTtf USING 义 は、 ぶ: 式； ^にしたがって データ を, き 込みます。 

式と 式の mi は、 カンマ （,） あるいは セミコロン （：） で ます 。 カンマで k ^つたと き 

14 PRINT えと M 様に 14 桁 ごとに^ A を铺 いながら 押き 込みます 0 セミコロンで 区切つ 
た とき は iii のデ一 タ に^ t て ,は き 込み ま す。 

PRINT1T 文、 PRINT # USING えと もに、 PRINT で 麵面 に 农 示す るのと じ 形式で デー 

タを, W き 込みます。 したがって、 ，リ: き 込む データ は aw な り; ii! りで Kty る必' おが あ 
り ます。 また、 式の 後ろに 何も 付けなければ Btt 的に CR/ ぽコー ドを A き 込みます。 
StW データの やに | カンマに） CK コー ド （义 卞コ— ドは 13) 
文 データの り カンマに） し卞 コード 
にタ 

ftW (データ は' や |'1 が リ^-ひになる ため、 式と 式 の をセ ミ コ u ンで KtU り ます。 故 

M データの 後ろに は fl 動的に^ 白 力 *付 加され ます。 KW り «1サ に カンマ を ffl いても 構い 
ません が ごと にや i'i を 袖いながら, 汴 き 込む ため フ マ ィ ルの データが 兀^に な り ま 

す。 



154 PRINTS/PRINTS USING 



文字 データ 

• 式と 式の 間をセ ミ コロン あるいは カンマで 区切って 並べた だけで は、 デ一 夕 中に 区切り 
記号が 挿入されません。 したがって、 プログラムで 区切り 記号 を 件き 込む 必要が ありま 

す。 

K み 出せない 例 

例えば A$="NAME"， B$="ADDFT とします。 次の ステートメント 
PRINT#1, A$ ； B$ 

は 次の よ うに フ アイ ルに冉 き 込みます。 



N 


A 


M E 


A 


D 


D | 







1 









D R CR LF 



CR ： CR コード 
LF ： LF コード 



次の ステー トメ ント 
INPUT ヰ， A$， B$ 

は 文字列- NAMEADDR" を A$ に S み 込み. B$ で说み 込む デ— タが なくなって しまい ま 
す。 

tt み 出せる 例 

2 つの 別々 の 文字列と して^み 出す に は 文中に 次の ような 区切り 文卞 を^ 入 



フ アイ ルに 



:B$ 

こ は 次のように^き 込みます。 



N | A 


M 


I 1 

E 


I 1 


A 


D 


D 


R 


CR 


LF 



• 



これによ つて 2 つの 文字 変数に も^み 出す ことができます。 

文字 データ 自身 力 ？、 データと して カンマ、 セミコロン、 空白 をな ど を 含む 場合 は、 二 爪 

引用符で データ を Iffl つて 冉き 込みます。 INPUTS 文 は 次の 二 «： 引用符まで を一 つの デー 
タと して 说み 取り ます。 

PRINTS USING 文の 害 式 文字列の 指定 方法に ついては PRINT USING 文 を 参照して く 
ださい。 

WRITE# 文 は 自動的に デー タ を 二 ft 引用符で 囲って 出力 します。 

出力す る ファイルが- SCRN' ： (Wlfii) の 場合、 澳字 などの 2 バイ ト 文字 を 正常に 表示す る 
こと はでき ません。 



P 



I 参 照 J INPUT# (シーケンシャル ファイルからの データ^み 出し） 

LINE INPUTS (シーケンシャル ファイルからの データ 読み出し) 
PRINT USING (害 式 設定） 

WRITEtt (シーケンシャル ファイルへの データ 搀き 込み） 
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PSET 
PRESET 



【ピー • セッ 卜】 【ピ一 • リセ ッ 卜】 

Point SET 

点を打つ という 意味から、 画面に 点 を 表示す る こと。 
Point RESET 

点 を 打ち 直す という 意味から、 表示した 点 を 消す こと。 



機 能 1 画面の 指定した 座標に 点 （ドット） を 表示し ます。 



f ^式〕 PSET(Wx， Wy) [， 点の 色] 

PRESET(Wx， Wy) [， 点の 色] 



使用例 



PESK100, 100) 
PRESET(100, 100) 



標 (100, 100) に 点 を 表示し ま # 
—上の 位 R の 点 を 消去し ます。 



PSET 文と PKI':SI':T 文 は、 点の 色 を 《 略した^ 介の 《能 が W なる だけで 他の 內 おにつ い 

て は 共通です。 

桁' ぶした ワールド ゆ は (Wx, Wy) に 点の 色で 指定した 色で 点 （ドッ ト） をお ポ します。 ゆ 
^の 故に STEP を 付けて WW ゆ はで 拊定 する こと もで き ます。 

«ti し た 点の ゆ はが ビュー ボート 外の 垛 合 は 何 も 农ボ しません。 

点の 色はパ レツ ト ft ひで tiWi します。 点の 色 を ^略した 《4 介、 PSET 文で は iWWfc を、 
PRESET 4 では 色 を 指定した ことにな り ます。 圈曲" モー ドが 1' に M モ— ド のとき は、 
点 を^ ホ する 坳 介 は 1 、 汨 ぶす る * 合 は 0 を 指お します。 

(, Wy) になり ます。 



L# 照 , COLOR (パ レツ トの ■S'/ii) 
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ステー 卜メニ 



ノ 



PUT# 



【ブッ ト】 



PUT 

S くと 言う 意味。 ここで は データ を 害き 込む こと。 





ラ、 ノ々 八つ ィ i し ノくリ つ T7 め ネー 々 左 モ、 ノザ 八つ T7 ィ 〃バ— 意 * ミスみ キォ 

ノン メね ノアつ ノレ/ \ノ ノア V ノノ メ t ノ Z メねノ 尸 1 ノレ 1、 雷 J? \£<(f> * 9 0 




1 害 式 1 


PUT [#〗 ファイル 番号 [， レコード 番号] 




[ 使用例 1 


PUT#1， 2 —フ アイ ル番 り- 1 の ファイルの 2 


番 目 の レ 




コー ドへフ ァ ィ ルバ ッ フ ァの デ- 


-タを 件き 




込みます。 





• ファイル 番号で 指定した ランダム ファイルの 指定した レコード 番号の レコ一 ドへフ アイ 

ル バッファの 内お を 叩き込みます。 

• レコード 番号に は 1 から 65000 までの K 数 を 指定し ます。 レコード 番号 を《 略す ると、 
め: Ift の GET# 文 あるいは PUT* 文で 指定した レコー ド畨リ の 次の レコ一 ド * リ を IS 
定し たこと になります。 ランダム ファイル を オーブン したお 後 は 1 になり ます。 

• フ アイ ルバ ッ フ ァ への デー タ の <S: 定は LSET. RSET 文 を 使/ li します。 



[参 照] FIELD (ランダム ファイルの バッファの 割り当て) 

OPEN (ファイルの オーブン） 
GET# (ランダム フ アイ ル からの^ み 込み） 



P 
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ステー 卜メ： 



ノ 



PUT© 



in inn i iuiii i mil iiiiiiiii iiiii iiiii ii 



【プッ 卜 • アツ 卜 マーク】 



PUT 

■ くと 言う 意昧。 ここで は 画面に あらかじめ 铰み 取って ある 図 
形 を 表示す る こと。 



【機能） 


GET@ 文で 読み取った グラフ ィ ック パターン を 


. 画面 


i の 指定した 位置に 表示し ます。 


1 害 式 1 


PUT [@] (Sx， Sy), 


配列 変数 [(要素 番号)] 

KANJI (漢字 コード） 


[, H 


1 能] [， 前景 色， 背景 色]] 



(吏 ほ< 列 J PUT® (200, 200), G%, PSET 



PUT® (100, 100)， KANJK&H3441) 



—桁定 したや に、 ぉ列' &数 (;％ の グラフ ィ ッ 

ク パターン を^ ホ します。 
—指定した ゆ はに 「i«J を^^し ます。 



解 説 



'配列 変数 名 を 指定した 《 合 

• GET® 文で 配列 変数に^ み 込んだ グラ ソ ィ ック バタ一 ン のん: 上す み を、 ス クリ一 ン賴 

(Sx， Sy) に 合わせて 表示し ます。 
• 配列 変数 は、 GET® 文で グラフ ィ ック パターン を说み 込んだ 敉侦 ゆの ぉダリ、 または 相' レ, 

す る デ一 タ 形式 を 持つ 数 の M ダリ 名 を桁定 します。 
• 要素 番号 は、 rtd 列 内の どの^ぶ から i^j;' する のか を 指定し ます。 

介 は W 列の WW(o または 1) の データから ぶ^します。 



表示 位置 指定 (Sx.Sy) 




ぐ 



PUT 



ドッ 卜の データ 



GET ステー 卜 メント 
で K み 込んだ 画面 
の 大きさ 



A(1 
A(2) 



A(n) 



• 機能 は グラフィック パターンのお ボカ 法 を 指定し ます。 ^略した 場 介 は、 XOK を衍ぉ 
した ことになります。 
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機能 


意 味 


PSET 


配列の グラフ ィ ッ ク パターン を そのまま 表示し ます。 


PRESET 


fid 列の グラフィック パターン を 反転して 表示し ます。 
白黒 モー ド 

グラフ イツ クバ ターン を 反お して 表示 
8 色 モー ド '4096 色 中 8 色 モー ド 

銃み 込んだ ときの パ レツ ト 番号 をビッ ト 反転した パ レツ ト 番号の 色で^ 示 
4096 色 中 16 色 モー ド 

^み 込んだ ときの パ レツ ト ふ をビッ ト^お した パレ ッ ト番リ の 色で-衣 示 


AND 

OR 

XOR 


に 表^して いる パターンと K 列の パターン を 1 ドッ ト ずつ 吋 t& させ、 
^理 i«» を 行った もや！ ft を^ 示します。 カラー モードの 垛介 は、 パ レツ ト * 
V による 論理 になります。 したがって « 示す る 色が 変わり ます。 



• 前 景色と 背景 色 は、 白黒 モー ド で^み 込んだ グラフ ィ ック パターン を カラー モー ドで^ 

ポ する 坳合に 指定し ます。 この 2 つ は 肉' 方 |'，1 時に 指定し なければ なりません。 



前 ft 色 


モードで^ み 込んだ!' 1( セッ ト） のドッ トを 表示す る 色をパ レツ ト番- ゆで 
指定し ます。 


色 


l'l ; ，M モー ドで说 み 込んだ 黑 （リセ プ ト） のドッ ト を^^す る をパ レツ ト * り- 
で 指定し ます。 



DKANJI ('漢字 コード） を 指定した 場合 

• 指定した スク リ 一 ンゅ ff;(Sx, Sy) の 位 P¥ に 漢字 コー ド で桁定 した 文字-を 衣^ します。 
• 漢字 コードで jft 定 できる 文卞は JIS ？ B 1 水ポ. JIS 第 2 水準お よ び ユーザー 定^ 文卞で 

す。 

•i« 字 パターンに は、 縦 16 ドッ ト横 16 ドッ ト、 縱 16 ドフ ト横 8 ドット、 縱 8 ドット 横 8 ドッ 
卜の ものが あります。 

•« 字 パターン は、 K 列 変数 を 指定した ときと 同じように、 前 》 色、 ff« 色 を 指定して 力 
ラー^ ポ する ことができます。 



d 参 GET® (グラフ ィ ック パターンの 说み 込み) 



r プログラム 例] 



100 ' PUT« 

HO ' -- グラフィック 瞩 面に 瀰すを Sf: ― 
120 SCREEN 0,0 ： CLS 3 

130 X=20 

140 FOR 1=1 TO 10 

150 READ A$ : KCrVALC'Air +AS) 
160 PUT(X,30» ,KANJI(KC),PSET f 7,0 
170 X=X+50 
180 NFXT I 

190 DATA 3441 . 3B7 A t 24 72 f 493D t 3C28 
200 DATA 2437, 2446,2424, 245E, 2439 

OK 



― 



rp 
― 



ニ 



> 1 



了 
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ステー 卜 メント 



RANDOMIZE 



【ランダ マイズ】 



RANDOMIZE 

任意 抽出 するとい うこと から、 乱数 を 発生させる こと 



n 能 1 rnd 関数で 発生す る 乱数の 乱数 シ一 ドを 設定し ます 



「害 式) RANDOMIZE [整数 式] 



C 使 ffl MJ RANDOMIZE 



解 説刁 



—乱数 シ一 ドを 設定し ます 



整数 式に は 一 32768 から 32767 までの^ 数 を 指定し、 乱数 シー ド (乱数 のた めの 初! ijj 

侦) を, 没' ぶします。 

整数 式 を' 略す ると 灾行 を一 時 伶 止し、 次の ような 乱数 シ一 ドを 《：: 求す る メッセージ を 
表示し ます。 
Random number seed (-32768 to 32767) ？ 

RND|«| 数 は、 ^数 シー ドを 変! U しないと プログラム を' お 行す るた びに |"j じ, a 数 を 兌 や. 
します。 RND 1«» を 実行す る 前に RANDOMIZE 文 を 夾 行 して、 » なる 乱数 列 を 発生す 
るよう にして ください。 



# 照] (乱数の^ k) 



[^ログ ラム 例〕 



100 ' RANDOMIZE 

；' 0 ： --- をお mi して 乱 》 の シード を 《 える 

130 T$=TIMKS 
»40 T = VAI"MID$<T$,7, 
150 T-T— FIX(T/32767» 拿 32767 
160 RANDOMIZE T 
165 FOR 1=1 TO 10 
170 I'kINT USING "####"; 
190 NEXT 



RUN 
71 

OK 
RUN 
52 

OK 
RUN 
34 

OK 



64 55 91 2 



98 18 6 48 77 



12 42 74 



30 29 93 



33 81 20 94 67 63 48 15 12 



160 RANDOMIZE 



READ 



【リード】 



READ 

むこと から、 DATA 文で 定》 した データ を tt み 込む こと。 



し 機 能 1 DATA 文で 定義して いる データ を 変数に 住み込みます 



o 



1* ^) READ 変数 名 [， 変数 名] 



使用例 



1000 READ A$， B， C$ 
5000 DATA 11 月， 31， 12 月 



— READ 文 で^み 込む 定数の は、 DATA 
文で 定^す る ものと 一致 させて おきます。 



し 解 説 



DATA 文で 定^して いる データ を、 顧 次 指定した 変数に^ み 込んで いきます。 したがつ 
て、 READ 文 は 必ず DATA 文と 共に 使います。 

変数 名 は? (変数で も 文字 変数で も 構いませんが、 DATA 文で 定義して いる データの 
ゆと一 致しなければ なりません。 一致しない 垛合は Syntax error(ffi 义 のおり） エラーに 
なります。 ただし、 定義して いる データが 数字の 並びで あれば、 数の 《 は どちらで も 
構いません。 （数侬 変数で あれば 数侬 として、 文卞 変数で あれば 数字の 並んだ 文字列と 
して^み 込む ため） 

RKAD 文 は、 RESTORE 文で 指定した 行の DATA 文の データから 説み 込みます。 RES. 
TORE 文 を 'ii 行し ない 埸介 は、 プログラムの ft 初に ある DATA 文の データから に 
说み 込んで いきます。 

—つの プログラム 中で、 READ 文で 浼 み 込む データの 数が DATA 文で 定義して いる デ— 
タの 数より 多い 垛合 は、 説み 込む データが なくなった 時点で Out of DATA (データが な 
い） エラーになります。 



「参 照 J DATA (デ— タ の^ 莪） 

RESTORE(READ 文で 説み 込む DATA 文の ある 行 を iffi 定) 
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ステー 卜 メン卜 

I 1 ^_ REMark 

注釈 や 注意 害き のこと e 

「機 能 1 プログラムに 注釈 や、 説明 を 入れて プログラム を わかりやすく します 



害 式】 REM 文字列 

' 文字列 



「 使用例 】 100 REM メイン メニュー —プログラムの 途中な どで、 '； i 行す る 機能 や 

1 00 ' サブルーチン サブルーチン である こと を 確 にします。 



〔 解 説") • RKM 文 は プロ グラ ムの^ 行に なんの 钐^ もり-えない 非 实 行文です。 RI:M 义を 使う と ブ 

ログ ラム を わかりやすく、 W やすくす る ことができます。 

• REM 文の 後ろに 統く 文字列 はすべ て 非实行 文に なり ます。 したがって、 |"'| - 行で R^j 
文より 後ろに' お 行文 を 絞 けても、 * 行す る こと はでき ません。 

• 文字列に は *マ: やひら がな などの 2 バイ ト 文字 を 使う こと もで き ます。 

• RKM 文の 代わりに ァ ボス トロ フィ （•） で 代 W する ことができます。 
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RENUM 



ン バー】 



RENUMber 

再び s 号 を 付ける ことから、 行 番号 を 付け ii す こと, 



機 能 1 プログラムの 行 番号 を 付け直します 



害 式 



RENUM [新 行 番号] [， [旧 行 番号] [， 增 分]] 



「使用例 ] RENUM 



RENUM 100， 10， 20 



—新しい 行 番兮は 10, 20. 30 - • 'になり ま 

す。 

—新しい 行 番号 は 100, 120, 140, • • • 
になります。 



[解 説 1 



新 行 番^ は、 新しく 付けめ: す 行 * ひの teM の 行 *'ふ を 指定し ます。 《 略す ると 10 を 指定 

した ことになります。 

すると ブ ログ ラ ムの K 初の 行番 'ふ を' 指定 した ことにな り ま す。 

増分 は、 新しく 付けめ: す 行 *',J- の w 分侬 です。' 略す ると 10 を 指^した ことになります。 

RENUM コマンド は GOTO, GOSUB, THEN, ON〜GOTO， ON—GOSUB, RESTORE. 
RESUME. ERL などで 指定して いる 行番 'ふ も、 A 動的に 新しい 行 》' ふに 対応して 変'! E 
します。 これらの 命令で 指定して いる 行番兮 が、 プログラム 中に 存在し なかった 埸合は 
Undefined line xxxxx in yyyyy(yyyyy 行で 参照して いる xxxxx 行が 存在し ない） を 表示 
し、 《K つた 行 * り- (xxxxx) がその まま 残ります。 
プログラム 行の) を 変える ような 指定 はでき ません。 
例： プログラムが 10, 20. 30- • • と 行 を 持つ とき、 RENUM 15, 30 を 実行して 行 
を 入れ 钤 える こと はでき ません。 
65529 よ り 大きな 行 番号が 必要になる 行 番号の 付け直し は Illegal function call (遠 法 M 数 
呼び出し） エラーと なり、 付け直し 作 * を 行いません。 

旧 番号に ピリオド (•） を 指定す ると、 直前に 参照した 行 番号 を 指定した ことになります。 
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ステー 卜 メン卜 



RESTORE 



ス 卜ァ】 

RESTORE 

もとに 戻す、 もとどおりに するとい う 意味から、 データの 銃み 



し 



M — fej READ 文で 読み込む、 DATA 文の ある 行 番号 を 指定し ます 



ひ 



* ^) RESTORE [行 番号] 



〔使用例 〕 



100 RESTORE 300 

110 READ A, B, C 

200 DATA 1.2,3 

300 DATA 7,8,9 



— A, B. C に ^ み 込む データ を 300 行に ttnii 
します。 



「解 説） 



行 * 号 は 次に^ 行す る READ 文で^ み 込む、 DATA 文の ある 行 * を 指定 し ま す。 

行 番号 を' 1*? 略す ると、 ブ 1 ] グラム 屮の fct も Ai 初に ある DATA 文の ある 行 を 指^した こ 

とになります。 



参 痛 J DATA (READ 文で, 说み 込む データの'； ii^) 

w':ai) (データの,, 'i み 込み） 
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ステー 卜 メン卜 



RESUME 


【リジュー 厶】 

RESUME 

回復す る、 再 W するとい う 意味。 プログラムの 宾行を 再開す る 

こと。 


1 機能 1 エラー 処理 ルー 


チンから、 


もとの プログラムに 戻ります。 


(害 式 1 RESUME 


[0] 
NEXT 
行 番号 




1 使用例 ） RESUME 0 

RESUME NEXT 


—エラ— の 癸 /ト した 文に 炭り ます。 
—エラーの 発生した 次の 文に おります。 


RESUME 50 




—50 行に 制御 を 移します。 



解^ J *ON EKROR GOTO 文で 定 * した エラ一 処理 ルーチンから、 もとの プログラム （エラーの 



兌' k する に' ii 行して いた プログラム） におり ます。 
•w る 埸所は 次のと おりです。 



件 式 


おる 場所 


RESUME [0] 


エラーの 発 '1: した 行に W り ます。 0 は^ 略す る ことができます。 


RESUME NEXT 


エラーの 兌' k した 次の 文に; 乂 ります。 


RESUME 行 番号 


行 番号で 指定した 行に 屎 ります。 



、. 参 照 ； ()\ ト' ぶ KOR (； ()T() し' ノハ- ' えし^' し— チンの' ぶ 



RESUME lo5 



RETURN 



【リターン】 

RETURN 

傅る、 戻る ことから、 もとの プログラムに 戻る こと。 



し 機 ^ サブルーチンから もとの プログラムへ 戻ります 



0 



(9 ^) RETURN [行 番号] 



RETURN —サブルーチン を 呼 び 出 し た 

ります。 

RETURN 100 —100 行に,/:: り ます 0 



I 解 躭 I • (； OUSUB 文から' お 行す る サブルーチン や ON KEY GOSUB 文な どの 別 り 込み 処 «! ルー 

チンから 呼び出した プログラム （もとの プログラム） へ K ると きに 使 川し ます。 
•ifi'ffi' は 行 番号 を 指定せ ずに 使 川し ます。 この * 介、 次の 垛所 に) 乂 ります。 

GOSUB/ON-GOSUB 

その 文の ある 次の 文に W り ます。 

ON KEY GOSUB/ON COM GOSUB/ などの 割り込み 処理 ルーチン 

割り込み K 因が 《 生した i« 後の 文に おり ます， M り 込みの 発生 は、 プログラムの 文 を一 
つ ^行す るた びに チ ユックし ており、 そのと き M り 込みの W が あ る と 割 り 込み 処 PI! 

ルーチン を' 太: 行し ます。 したがって RETRUN 文で は 次の 命令から^ 行す る ことにな り 
ます。 

• 行 番号 を 指定す ると、 サブルーチン を 呼び出した 行に IKI 係な く、 指定した 行に る こと 

がで きます。 行 番兮を 指定す る 場合 は、 錢 FOR 义ゃ WHILE 文の ループ 内 を 実行し 
た り 、 GOSUB 文 を'; i 行せ ずに サブ ルチ一 ン内 を'; 行す る こ と のない よ う して く だ 

さい。 

• サ ブル一 チンの^ 行なし に RETURN 文 を * 行す ると RETURN without GOSUB 
(RETURN 文の 数が 多 い） エラ一 が ％'t します。 

("参 照 1 GOSUB (サブルーチンの 呼び出 し） 

M^'M り 込み 処^ ルーチンの 呼び出 し 
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RIGHT$ 



【ライ ト • ダラー】 

RIGHT 

right は 右側の こと。 



[機能] 文字列の 右側から 指定した 文字 数 分の 文字列 を 返します。 



* ^1 RIGHT$ (文字列， 文字 数) 



「使-用 ffl ] A$=RIGHT$(B$, 5) 



文字列 B$ の 右側から 5 文字 分 を A$ に 代 
入し ます。 



「解 説つ した 文字列の^ 側 から、 文字 数で 指定す る バイ ト数 分の 文字列 を 返します。 

• 文 字数 は、 0 から 255 までの 範囲で、 取り出す 文字列の バイ ト数を 指定し ます。 文字 数 
が 文' i: 列^体の バイ ト 数より 人き いとき は、 その 文卞 列の すべて を 取り出します。 また、 
文字 数が 0 であれば 空文' 4: 列 (一） を 返します。 
• もとの 文字列の 内お は 変化し ません。 

[參 照 1 LEFT$ (文字列の 左側から 文字列 を 取り出す） 

M1D$ (文字列の 桁 定位 (R から 文卞列 を 取り出す） 

[ プログラム 例 1 

100 ' RIGHTS 

no ' ― 右からの 文字 M を H み 取る -— 

120 A*="ABCDEFGHIJ" 
130 FOR 1=1 TO 10 
140 B$=RICHT*(A*,I) 
150 PRINT BS 
160 NEXT I 
170 END 

RUN 
J 

IJ 

HIJ 

GHIJ 

FGHIJ 

EFGHIJ 

DEFCHIJ 

CDEFGHIJ 

BCDEFOHIJ 

ABCDEFOHIJ 

OK 



RIGHTS 1 6 i 



【ランド】 

RaNDom 

でたらめの 意味 e 乱数 (random rummer) のこと。 



機 能 0 以上 1 未満の 間の 乱数 を 発生し ます。 （0SRND く 1) 



f* 式〕 RND [(機能)] 

し 使用例 1 A=RND( 1 ) —次の 乱数 を 兌' k します。 



解 説」 •« 能に したがった 乩钕 を 兌' I:. します。 機能 を ^略した^ 介 は、 ik の 数 を 桁^した ことに 

なります。 





.a 味 


iK の 数 


m じ ft» 系列の 中の 次の a» を？ s^^H 


0 


m じ 乱 a 系列の 中め 'つ !» の a 数 を し i す 


n の » 


M じ 乱数 * 列の M 初の 乱 »: を «ffe し ま す。 【欄 蛐 



• RND imU RUN. CLEAR だ を ％ 行す るた びに M じ 乱数 を か1: します じ 乱数 系 列ん 
ト行 のたびに 違った ft 数 を させる に は、 RANDOMIZE え を * 行し、 乱» 系列 を « 

•ii する よう に プロ グラ ムを 作成して く ださい。 

(H - ID KAN'DOMIZE (乩 钕シ ― ドの, お ii) 



RND 
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ステー 卜 メン卜 

Kiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii mm inn iiiiHiimiHiHniituRNmiiniunHiiinHiiimiiiiiiiHiiiiiiiiniiiiiiiiiH 



【ロール】 

ROLL 

卷く という jft 味。 せき 紙を卷 くように 画面の 表示 を 変える こ 
と c 



[M ^ ) グラフィック 画面 を 上下 あるいは 左右に スクロール します。 



[書式 1 ROLL [上下 方向 ドッ ト数] し [左右 方向 ドッ 卜 数] [， [ 


N 


]]] 




Y 





厂1 用例 1 ROLL 16 — Bilft' を 16 ドッ ト 上方お に スクロール しま 

す。 



f 解 脱） • グラフ ィ ック Wtfii を、 桁定 した ドッ ト钕分 だけ 上下 左右 方^に スクロール します o 

• 上下 方向 ドッ 卜 数 は 上下 方^に スクロール する ドッ ト 数で. Wifti のモ— ド によ り 桁' ぶで 

きる 範1« は 《 なります。 

標^ モー ド （640X200 ドッ ト） ： 一 199 から 199 

解 像 モー ド （640 X 400 ドノ ト） ： 一 399 から 399 
正の 数 を 指定した 場合 は 上方 向に、 ft の 数 を 指定した 場合 は 下方 向に ドッ ト数 (絶 对傻) 
だけ スクロール します。 « 略した 垛介は スクロール を 行いません。 

• 左お 方向 ドット 数 は 左 も 力 I りに スクロール する ドッ ト 数で、 i き iifii の 横ドッ ト敉を 桁^し 

ます。 指'/ k できる 範 Iffl は 一 639 から 639 です。 正の K を «Wi した^ 合 はん: 方び， j に、 れの钕 

を fl^ii した 場合 は 右方お に、 ド' y ト数 (艳 以下で S も 太き い 8 の W 数の ドッ ト数だ 
け スクロール します。 ^略 した * 介 はスク ロール を 行い ま せん。 

• N または Y は スクロール によって 消えた ft'tfii の 色 を 指定す る もので 次の S 味に なり ま 

す。 





スクロール によって i'rt えた Jfl 域 をパ レツ ト ひ o の 色で ゆりつ ぶします。 


Y 


スクロール によって 消えた 領域 を 行 K 色で^ りつぶ します。 



« 略した 場 介 は N を 桁 定し たこと になります。 



ROLL 



ROLL 169 



コマンド 



RUN 



【ラン】 



RUN 

ffi く、 走る という 意味から プログラム を II 行す る こと。 



〔機能 1 メモリ 中の BASIC プログラム を 実行し ます。 また、 ディスクから プログラム を ロードし 

て 実行す る こと もで きます。 



害 ま ) RUN [行 番号] 

RUN ファイル 指定 子 [， R] 

使用^! I RUN 100 

RUN "DEMO' 



—メモリ 中の ブロ グラムの 1 00 行 か ら 'お 行 し 
ます。 

—ドライブ 1 から プログラム 【)l':MO を 口一 
ド して' おむします。 



Cm 説 j *指 定 した プログラム を' お 行し ます。 

RUN [行 番号] 

• 行 番^ を 指' ぶす ると、 メモリ 中の プログラムの その 行から^ 行 を 始めます。 行 番号 を^ 

略す ると、 プログラムの; fcrfi から 灾 行 を i»i 始 します。 

• プログラム^ 行 後 は BASIC のコ マン ドレ ベルに W り ます。 
RUN ファイル 指定 子 し R] 

• ファイル 指定 子で 桁お した プログラム を^み 込んで' お 行し ます。 

• R を 指' ぶ を するとす でに オーブン している ファイル を クローズ せずに ブ u グラム を^ 行 
します。 これ は LOAD ファイル 指定 子， R と 能になります。 Rjfi ^がない 場^ は、 
すべての ファイル を クローズして プログラムの * 行 を ^始 します。 

「参 照 ） CHAIN (プログラムの iiJft^ 行） 

し OAD (ブロ グラ ム の^み 込み） 
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コマンド 



SAVE 



【セ イブ】 

SAVE 

蓄える、 取って おくの 意味から プログラム を 保存す る こと。 



機 能 ] メモリ 中の BAS に プログラム を ディスクに 保存 (セーブ） します。 



(害 式 1 SAVF フ t 


'ィル 指定 子 [， 


A 


] 






P 





I 使用例 ） SAVE "TEST. BAS" —TEST. BAS という ファイル 名で セーブし 

ます。 



I 解 • ファイル 指定 子で 指定した ファイル 名で メモリ 中の プログラム を 保れ: します。 これ をブ 

ログ ラム を セーブ するとい います。 
• ファイル 指定 子に S けて a または p の 指お を 行う ことができます。 



m 


プログラム を 通 の 形式 (バイナリ 形式) で セーブし ます。 この 力-法が- -m) 
です 


A 指定 


アスキー 形式で セーブし ます。 アスキー 形式 は 1 由 iifti に^ ポす るのと M じ 形式 
で セーブし ます。 バイナリ 形式の セーブより 大きい ディスク 上の^ 域 を 必^ 
とします。 


p 指定 


ブ ロテク ト形 式で セーブし ます。 この セーブ は プログラム 保 のた めの 機能 

で、 セーブした プログラムの 内容 を 変 3i する ことができなくなります。 プロ 

グラム を ロードし、 し 1ST や EDIT を * 行しょう とすると Illegal function call 
(違法 KI 数 呼び出し) エラーに なり、 内容 の 確認 や 修正 を 行う こと はでき ませ 

に- 



注） このように ブ ロテク ト形 式で セーブした プログラム は W 度 修正す る ことができ なく 
なります。 また、 この 指定 を 解除す る 方法 もありません。 したがって 不用意に 使用し 
ないよう 注意して ください。 



し 参 照 LOAD (プログラムの^ み 込み) 



SA VE 丄 71 



ステー 卜 メント 



SCREEN 



II iiiiiii II mil mm" iiiiii mi iiiiiniiiiiiiiin 

【スクリーン】 

SCREEN 

screen と は 画面の こと。 ここで は 画面 モー ドを 設定す る こと。 



グラフィック 画面の 表示 モ 一ドを 設定し ます。 
グラフィック 画面の 《 度 
グラフィック 画面の 表示の 有無 
グラフィック 画面の 描画と 表示 



SCREEN [画面 モード] し [画面 スィッチ] し [描画 ページ] 

[, [表示 ページ]]]] 



吏 用例 ] SCREEN 3 



—グラフ ィ ック Wlfti を 解像力 ラー モー ド (- 
25：^ します。 



解説 • 画面 モードに は o から 3 までの ^钕 を jfi^ し、 I 由 iifti の^お i を^お します。 





画面 モー ド 


ゆ hfti の Miit 


ページ 数 


0 


は ゆ 力 ラー モー ド 


640X200 ド ッ ト 


4 


1 


ほ 率 白^ モー ド 


640X200 ド ッ ト 


16(12) 


2 


解 像 白? JA モー ド 


640X400 ド ッ ト 


8(6) 


3 |rt 解^ カラ 一モード 


6^10 X -100 ドッ ト 


2 



ぺ一ジ 钕 は i"i じ 人き さの i 由 jiw の a を^し ます （ > 内の だ 乂侦 は^ ^グラフ ィ ッ クモ一 

ド での 幽 ifti 数です。 ページ は それぞれ I から 始まる BcWi: がつ けられて います。 

画面 スィッチ は 2 ビッ ト のスィ ツチから 成され 0 から 3 までの « を 指お します。 それ 
ぞれ のスィ ツチのお 味 は 次のと おりです。 

1 0 





0 


フラッシュ レス (ほ 描 1 由 i モード 






フラッシュ （rtii) 描 《 モード 



0 



グラフ ィ プク W 面 を 表示し ます 



o 



グラフ ィ プク 画面 を一 時 的に 消します 《 0 にす 

ると もとに おります。 



i ページと 表示 ページ は、 いくつ 力、 持って いる ページに 对 して、 グラフィック を 描く 
ページと、 衣ホ する ページ を 指'/ U します。 したがって、 描 i 由 i ページと^ ポ ページが-致 
しないと、 內》 的に グラフ ィ ックを 描き、 凼 ifti に^ ポ しない ことができます。 描^べ 一 
ジと农 ^ページで 指'ぷ できる 12 リ H は ftWifti モー ド により W- なり ます。 
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(1) 8 色 中 • 8 色 モード または 4096 色 中 • 8 色 モードの 場合 

• 描画 ページで 指定で きる W は 次のと お り です。 



モー ド 

\ 


標準 カラー モード 


標準 白黒 モー ド 


お 解像力 ラー モー ド 


ffi 解 像 白黒 モー ド 


0 


1 


1 


1 


1 


1 


t 


2 


2 


2 


2 


3 


3 




3 


3 




4 

冊 




4 

* 


4 




5 




5 

、 * 


5 


― 


S 


— 


6 


6 










7 




乘、 






8 




9 






9 




10 






10 




11 






11 




12 







• 表示 ページで 指定す るべ 一 ジの ny 係 は 次のと お り です。 



"fii モー ド 


は^ カラー モード 


IS* 白 ffl モー ド 


ft 解像力 ラー モード 


お 解 像 白 ffi モード 


0 










1 




1 




2 


3 


1 1 1 




1 2 3 


2 




2 






2 


3 


X 




2 




3 


3 


X 




2 


3 


X 




2 






A 


X 




2 


3 


X 




2 




> 


5 


X 




2 


3 


X 




2 


3 


6 


X 




2 


3 


X 




2 


3 


7 


X 




2 


3 


X 








8 












9 X 




5 


6 


X 


X 


10 | x 




5 


6 


X 


X 


11 


X 




5 


6 


X 


X 


12 


x 






6 


X 


X 


13 


X 




5 


6 


X 


X 


H 


X 




5 


6 


X 


X 


15 


X 




5 


6 


X 


X 


16 










17 




3 






1 

8 


0 


2 1 4 






18 










8 


9 


X 




5 


6 


19 




X 






8 


9 


X 


4^ 


5 


6 


20 


X 




« 


丄 


X | 4 


5 | 





SCREEN 丄 / 3 



モ— ド 

III ^Illl" 


^や; カラー モー ド 


ほ 準 白黒 モー ド 


^解像力 ラー モード 


« 解 像 I'L' お モード 


21 


X 


7 


8 


9 


X 


4 


5 


6 


22 


X 

, 


7 


8 


9 


X 


A 


5 


6 


23 | X | 


9 


8 


9 


X 


4 


5 


6 


2\ 






一 




25 


X 


10 


11 


じ 


X 


X 


26 


X 


10 


11 


12 


X 


X 


27 


X 


10 


11 


12 


X | 


X 


26 


X 


10 


11 


12 


X 


X 


29 


X 


10 


11 


12 


W 

X 


X 


26 


X I 10 


11 


12 


X 


X 


31 


X 1 10 


11 


12 


X 


X 



x 定で きない 

I： 全圈面 しない 
□ ： k^mw 



(2) 4096 色 中 • 16 色モ— ドの 場合 

• 描画 ページで 指' >U できる W は 次のと お り です。 



\^幅 モ— ド 


(5 や カラ一 モード 


«s^n.'« モード 


« 解像力 ラ- 


- モード 


|a 解 像 白 —ド 


0 




1 


1 




1 


1 


2 


2 


2 




2 


2 




3 






3 


3 




4 






4 












5 


5 




6 






6 


6 




？ 






7 


7 




8 






8 


8 




9 








9 




10 








10 




11 








11 




12 








12 




13 








13 




14 








14 




15 








If) 




16 


國 
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• ^ポベ一 ジ 



こ^^する ページの^ 係 は 次のと お り です。 



モー ト 

指定 f お \ 


は^ カラー モー ド 




お モ- 


• ト 


A 解像力 フー モ— ト 


解 像 白黒 モ' 


一 卜 


0 












WW 










1 




1 




1 


2 


3 


4 


1 1 1 




2 


3 


A 


2 




丄 

X 




1 


2 


3 


4 


X 




2 


3 


A 


3 







1 


2 


3 


1 


x 




2 


3 


A 






1 l 


[ X 




2 


3 


A 


5 


X 




9 


3 


4 


x 1 


y 


れ 

3 


1 


6 


X 




2 


3 




X 




2 


3 


A 


7 


X 




2 


3 


4 


X 




2 


3 


A 


8 


X 




9 


3 | 


4 


X 




2 


3 


4 


9 


X 






3 


4 


X 




2 


3 


4 


10 


X 




2 


3 


4 


X 




2 


3 


4 


11 i 





X 






2 




4 


X 




2 


;i 


4 


12 




X 






？ 


3 


4 


x 




z 


3 


4 


13 




X 






リ 


3 


4 


X 




つ 


3 


4 


14 


X 




2 


3 


4 


X 




2 


3 


4 


15 


x 1 


1 2 


3 


4 


X 




2 3 


4 


16 






















17 


X 


5 


6 


1 

7 8 




18 


X 


5 


6 


7 


8 


X 


X 


19 


X 


5 


6 


7 


8 


X 


X 


20 


X 




6 


7 




X 


X 


21 


X 


5 


ti 


7 


8 


X 


X 


22 


X 




6 


7 


8 


X 


X 


23 


X 


5 


6 


7 


■ ^ 

8 


X 


X 


24 


X 




r> 


/ 


8 ！ 


X 


X 


25 


X 


5 


6 


7 


8 


X 


X 


26 


X 


5 


6 




8 , 


X 


X 


27 


X 


5 


6 


7 


8 


X 


X 


28 


X 


5 


6 


7 


8 


X 


X 


29 


X 


5 


6 


7 


8 


X 


X 


30 




X 







匸 6 


I 


8 


「 x 


X 


31 


X 1 










X 


X 


32 
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x ： できない 

一 ： Ittttfii/^ しない 
□ ： &小 i*iif" 



• SCREEN 文 を 突 行す る と ウィンドウ、 ビュー ボート、 投終參 照^ 標の 胶定は 初期 状 想に 

C#T1 cou ^(カラ一 モ一 ド の! a 定） 
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SEARCH 



【サーチ】 

SEARCH 
採す という 意味。 



「機 能， 指定した 健の、 S 列 変数 中での 位 ■ を 与えます。 

CUED SEARCH (配列 変数 名， データ [， [要素 番号] し [増分]]]) 



「解 説) • 指定 した K 列 変数の 中で、 指^した データ を^ 愤 している 《 初の 《 お ft サ (添字) を 返し 

ます。 指定した データが W つからない 垛 介 は 一 1 を 返します。 
•ffi 定 できる K 列 変数 は、 ^数^の 1 次 TCftd 列です。 

•S* 番号 は、 指定した データ を 探し 始める^ 卞の *'ふ です。 S 秦番兮 を 《 略す ると 0P 

TION BASE 文に よって, 设定 している 添字の 下限 （0 または U の 要; *5 から 探し 始めます。 

*增 分 は、 湖べ る' お^ リ を 指定す る もので、 現在の も H ひに W 分 を 加えた ものが、 次 
に阒 ベる ぶになります。 ^略した 垛介は 1 を 指定した ことになります。 



f|fflj5jj A=SEARCH(B%, 100， 0, 2) 



fid グ ij B% の 中 を fti 初から 2 ステップ おき に 
100 を 探し、 その 添字 を A に 代人し ます。 
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ステー トメ ント 



SET 






【セッ 卜】 

〜の 状 II にす る 意味から、 ここで は ファイルの 状 眩 を 設定す る 

こと o 


(機 


ファイルの 尿 性 を 設定し ます。 




[婁 式） 


SET 


ドライブ 番号 

フ アイ ル 指定 子 
# ファイル 番号 


» 「pi rRi '， 

t L「J 



使用例 ] SET1, "R" —ドライブ 1 に 人って いる ディスクに リード 

ァ フタ ライ トの W 性 を ^定 します。 

SET "NECESS. ITY", "P M —ファイル NKCKSS, ITY を き 込み^ lh に 

し ま す o 

SETS1, "P" —ファイル # 1 を^き 込み ^1ト. にします。 



( 解 J した ドライブ 屮の ディスク や ファイルに P や R の Wrt を, iX'/ii します。 それぞれのお 

の. ffi 味 は 次のと おりです。 



P 


桁^した ディスク、 ファイルに 对 して W き 込み を ^||'. します。 したがって 
PRINTS 文な どで データの i 1 ト き 込み を しょうと すると File write protected ェ 
ラ 一 に な り ま す。 ま た KILL 义 による フ アイ ルの 削除 もで き なくなり ま す。 


R 


ファイル に^き 込み を 行った jfl: 後に 说み 出し を 行い、 その 冉き 込みが 正 しいか ど 
うかの 確^ を^い ます。 



•SK'r 文 は、 にす ベての W 竹: を 解除し、 その後、 R、 P で jlT/ii した を, ffi おします。 
P. R 以外の 义卞を 使 川した 埸^ は、 何も 行いません。 

• ドライブ 番号 を 桁^した 場 介 は、 その ドライブの ディスクに 对 して 》4性 が^^されます。 

PIS 定 をした * 合 は、 この ディスクに W して ファイル を 新しく 作成したり、 fill 除す る こ 

と はでき ません。 

• ファイル 指定 子 を 指' ぶした 場 介 は、 その フ 7 ィルに W しての み を^ 定 します。 ほか 

の ファイルに は^ W しません。 

• ファイル 番号 を 指定した 場 介 は、 その ファイル を オーブン している IHj だけ、 その Wfl: が 

働きます。 

〔参 照) ATTRS (ドライブ、 ファイルの «忭 を ,M ベる） 
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関数 



SGN 


【サイン】 

SiGN 

符号の 意味。 


機 能 ） 数個が 正の 数のと き は 1 、 


0 のとき は 0、 負の 数のと き は 一 1 を 与えます。 


(書式 1 SGN(»*) 


( 使用例 ) PRINT SGN (- 256) 


—結果 は— 1 です。 



「解 BT1 • ( ) 内に 指定した 数式の 後の 侦の) 符兮を 消 ベます。 

•SGN^St の は、 次のと おりです。 



数式 >0 のとき 


1 


数式 =0 のとき 


0 


敉 人く 0 のとき 


一 1 



•ABS(X)*SGN(Xm 必ず X と^しくなります。 



： 参照， abs (絶》. m の, 



S 
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関数 


SIN 




【サイン】 


(機能） 


正弦 (サイン） を 計算し ます。 




l 寄 式 1 


SIN (数式） 




【 使用例 1 


PI # =3. 1 41 59265358979323846 
A=SIN(30*PI#/180) 


— 3o e の 正 弦 をよ m します。 



M_MJ •( ) 内の 数式の バ-: 弦 を, します。 ScWi の ゆ 位 は ラジアンです。 伙& を liH で ひえる m 介 



は、 ラジアンに' &换 する ために? r ハ 80 を 掛けます。 "に は 次の ような W を 使 川す ると も i 

も 精度の a い 針 » を 行う ことができます。 
» 精度 * 数 (Pi# を なの w を 持つ 変 钕 とします） 

PI#=3.H1 r>926f>3f)89793238^6 

• 数式が^ M^'ji 数のと き は、 *» 果も 針 翥 した « になります。 他の * 仓は、 m 
皮で 針 » した 傭になります 《 

I 参照 I ATN (逆 碰） 

COS (余弦） 
TAN (正 接) 
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SPACES 



【スペース • ダラ一】 

SPACE 

空白の こと。 空白の 文字列 を 作る こと。 



〔機 能〕 空白 (文字コード 32) を 操り 返す 文字列 を 作ります 



0 



« ^ 1 SPACE$ (空白の 数） 



使用例 ） A$=SPACE$(50) —変数 AS は 空白が 5 0 個の 文字列です。 



「解 説] • 空白の 数 だけ 空白 (- り を铰 けた 文字列 を 作ります。 指定で きる 数値 は 0 から 255 まで 

の 整数です。 

(参照] SPC (や! *! を 出力） 

STRING$(ffi 定 した 文字 を 《 り 返した 文字列 を 作る） 



SPACES 1。 丄 



【スペース】 

SPaCe 

空白の こと。 余白が 必要な ときに 用いる。 
「機 能 1 指定の 数 だけ 空白 を 画面 や プリンタに 出力し ます。 

( » 式 1 SPC (空白の 数） 

ほ腳 n PRINT "LEFT-iSPCdOrRIGHT" ― 2 っの跟 おの に 10 個の や 白 を 仲人 し ま 

す。 



^ sn • 空白の 数の や ri (•• -) を I 由 (ま や プリ ンタに 出力し ます。 

•SPC ^数 は^ 独で は 使 W しません。 必ず、 PRINT, PRINT USING. LPRINT, LPRINT 
USING, PRINTS. PRINT # USING 文と Jt に 使 用します。 

• 空白の 数に は 一 32768 から 32767 までの 数 f【f (を jfi 定する ことができます。 ただし、 侦がゅ j 
Ifli や プリ ンタの 1 行の 文卞 Sk を 超えて いる 垛 介 は、 玫侦 を W 数で； W つた 余り を や I'i の敉 
にします。 また、 れ の? 4 を桁定 した 坳介 は、 0 を 指定した ことになります。 

•PRINT 义の 終わりに SPC 181 数 を 拊ぉ すると、 や |'| の 後ろに セミコロン (：） を 付けた 垛介 

と M じく、 改行 を 行いません 《 



SPC 



し 参 固 〕 SPACK$(: や |'| の 文卞列 を 作る) 



げ 口 ダラ ム W1 



100 1 SVC 

no ' —— スペース を 《 面に 表示す る —— 

120 WIDTH 80, 25 

130 PR I NT •• ♦ 争 

140 PRINT "I-EFT'SPCdOJ'^IGHT" 

150 PRINT "し EFT"SPC( 10» 

160 rRINT "RIGHT" 

170 PRINT "LEFT"SPC(90>"RIGHT" 

180 END 

RUN 



し EFT RIGHT 

LEFT RIGHT 

し EFT RIGHT 
OK 



182 spc 



SQR 



【スクェア • ルー 

SQuare Root 

square root で 平方根と いう 意味 0 



(機 能 


平方根 (厂) の ィ鼴 を 計算し ます。 




[害 式 1 


SQR (数式) 




[ 使用例 1 


A=SQR( 3 ) 


― /T を, 汁》 します。 



解 説， •( ) 内の 数式の 平方根 を 計算し ます。 

• 数式が K-ffi 度 *敉 のとき は、 お '* も 倍 W'!E で 計 》: した 使になります。 他の 場合 は、 中. W 
度で 計算した 他 になります。 
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ステー トメ ン卜 




【ストップ】 

STOP 

停止の 意味。 プログラムの 実行 を 一時停止 する こと。 


imm) プログラムの 実行 を 一時停止して、 


コ マン ドレ ベルに 戻ります。 


1» 式 1 STOP 


「fe/^ 例 ] 1 200 STOP 


—1200 行で プログラムの « 行が fflh します。 



Cm 説 ) • プログラムの' 丸 行 を 一時^ ii. します。 プログラム 屮の どこに でも、 いくつで もに (くこと 

がで きます。 

•STOP 文 をお 行す ると、 次の メッセージ を^^し、 コマンド レベルに ります。 

Break in XXXX(XXXX は STOP 文の ある 行の 行 ひ） 

文と は W. なり オーブン している ファイル を クローズ しないで プログラム を や? II. し 

ます。 また、 それまで 'お 行した 変数の tfi など、 すべて そのままの 状態に 《 ちます。 
• STOP 义 で プログラム を 時 II. し、 ダイレク トモ 一 ドで 変数の が を, *1 ベ、 C0NT コマ 

ン ドで' ぶむ を すれば、 プログラムの デバ-/ グ に役ケ ちます。 



参 照 1 C0NT (プログラムの 次 行 WlJa) 
END (プログラムの 終 O 
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ステー 卜メニ 



ノ 



STOP ON 
STOP OFF 
STOP STOP 



【ストップ • オン】 
【ストップ • オフ】 
【ストップ ，ストップ】 

STOP key ON/OFF/STOP 

STOP はこ こで は STOP キーの こと。 STOP キーに 
御 を 行う こと。 



能〕 



STOP ] キー を柙 すと 発生す る 割り込み 処理 ルーチンの 実行 を 許可、 》 止、 停止し ます 



o 



〔書式） STOP 


ON 






OFF 






STOP 





I 使用例 〕 STOP ON 

STOP OFF 
STOP STOP 



—割り込み 処埤を * 行し ます。 
—割り込み 処 瑰を禁 1 ト. します。 
— り 込み 処琛を 停 1ト. します。 



\M STl • [ STOP ] キー （および ("CTRL ] + f C 1 キー） による 割り込み 処理の 制御 を 行い 

ます。 

•STOP ON は L§IOPj キーに よる 割り込み 処理 を 可し ます o この 命令 を * 行 後 は、 
[ STOP ) キ 一を 押す ごとに 割り込みが し、 ON STOPGOSUB 文で 指 おした 割り込 
み処 ffl. ルーチン を * 行し ます。 

•STOP OFF は 1 STOP I キーに よる 割り込み 処 fl! をお lh します。 この 命令 を^ 行 後 
は、 [_SIOPJ キー を 押しても り 込み は 兌' k せず、 ( STOP ) キー 本^の 動作 をし ま 
す。 プログラム 終 r 時には 必ず、 STOP OFF を 515 行して ください。 

•STOP STOP は ( STOP 1 キーに よる 割り込み 処理 を f?ll. します。 この 命令 を' ぶ 行 後 

は、 L^iopj キ 一力、' 押された こと だけ を ^ 愤し、 割り込み 処理 は * 行し ません。 その 
後、 STOP ON を^ 行す ると、 先 ほど C^ED キーが 押された ことによって 割り込み 

処^ ルーチン を' お 行し ます。 



〔参照】 ON STOPGOSUB<STOP キーに よる 割り込み 処理 ルーチン の^^) 
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STR$ 



【ストリング • ダラー】 

STRiiiK 

一列の 意味 c ここで は 文字列の こと。 



「機 能〕 数値 を 画面に 表示す る 形式の 文字列に します 0 

匚き STR$ (数式） 



IS 鋭つ • 数値 を、 文で Wlfli に^ ミ する 形式の 义卞 列に^ 換 します。 

• 数 傭が iK の ft のとき は、 »«1 に?! 5 白 1 文字 (ブラス ii 母の ために あけて いる） を 付加し ま 
す。 Pi の 数のと き は マイナス お リ (一） を 含みます。 

： 参照； い u メぇマ ふ リ や^ w にもき 
し プログラム 例」 



140 PRINT MtN 
150 〖>KINT At^RS 
160 GOTO 120 

HUN 

？ 12,34 
46 

12 31 



l 使用例 ' A$=STR$(123) 



—123 を そのまま 文字列" 123" と して A$ に 
代人し ます。 
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STRINGS 



【ストリング • ダラー】 

STRING 

一列の 息 味。 ここで は 文字列の こと。 



機 能 同じ 文字 を、 いくつか 統 けた 文字列 を 作ります 



c 



(害 式 1 STRING$ (文字 数， 


文字列 


) 




文字 コー ド 






D A$=STRING$(50, 65) 
A$=STRING$(50, "A つ 



—A を 50 文字 並べた 文字列 を 作り ます。 
—问 じく A を 50 文字 並べた 文字列 を 作り ま 
す。 



解 説， • 文字列の 先 頒1 文字 （1 バイ ト 文字 だけ)、 あるいは 扮 定 した 文字コード を 持つ 文字 を 文 

字数'/ > 絞 けた 文卞列 を 作ります。 
• 文 字数 は、 *S ける 文字の 数で 0 から 255 までの 数侬を 指定し ます。 
• 文字列 を 指定した 場合 は、 その 先頒の 1 文字 を 指^した ことになります。 また 文 宇コー 

ドには 0 から 255 までの 数侦を 指定し ます。 
• 澳卞 な どの 2 バイト 文字 を衔定 す る こと はでき ません。 



【參 照】 SPACE$ (： や (] の 文字列 を 作る) 
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ステ一 卜 メン卜 



SWAP 



【スワップ】 



SWAP 

交換の 意味 c 変 》 の ffi を 入れ替える こと 



能 



2 つの 変数の 値 を 交換 (入れ替え） します。 



書 式 1 SWAP 変数 1 ， 変数 2 




例 】 IF A( I )>A( J ) THEN SWAP A( I ),A( J 



1 



> のとき 傀 を 交換し ます 0 



解 説 



1 と 変数 2 で 桁 'ぶした' &钕の W を i 換し ます。 
どんな « の « 数 (整数、 攀精 ffi* 数、 fft 精度 * 数、 文卞列 ) でも 1R 定 できます が、 2 つの 
の 》W は 致して いなけれ ばな り ません。 2 つの 》H が一 钕 しない 垛介は Type mis 

match(S の不， エラーに なり ます。 



〔プロ タラ ム例〕 



' SWAP 

， --— バブル ゾー ト --- 
0=100 ： DIM A<C» 

' 一- SLtt て » 卞を ioo««*. -- 

FOR 1=1 TO C 

A( T ) =RND* 100 
NKXT 

' -- W 顺に «び» え -- 

FOR 1 =1 TO C - 1 

FOR J=I*I TO C 

IF AU い A(J) THEN SWAP A(I),A《J> 
NEXT J 
NKXT I 

FOR 1=1 TO C 

PRINT USING "ff#t";A(I); 
NEXT 
FND 



9 3 7^5 

14 5 7 9 



8 2 7 3 5 

14 5 7 9 



7 16 3 4 

115 7 9 



6 8 6 2 3 

13 5 7 9 



18 6 2 3 

13 5 7 9 



3 6 4 13 

13 5 7 9 



2 5 3 o 1 

13 5 7 9 



1 4 3 o 9 

13 5 7 8 



13 3 9 7 

13 5 6 8 



o 3 2 8 5 

13 5 6 8 



7 2 17 5 

3 5 6 8 



7 2 9 7 3 

3 4 6 8 



7 9 8 6 2 

2 4 6 8 



6 8 8 6 1 

2 4 6 8 



6 6 7 5 o 

2 4 6 8 



1 4 6 2 o 

N 2 4 6 8 

u K 

R o 



ooooooooooooooooo 

01234567890123456 

11I11JI1I12222222 
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【タブ】 

TABuIate 

$ にす る こと。 ここで は 表 作成な どに 用いる 桁 方向の 空白の こ 

と。 



t 機 


能 1 


文字 を 表示す る 桁 位置 を 指定し ます。 


1 書 


式 1 


TAB (桁 位置） 




。 l/'J J 


ド MIFNI l/\t3、IU リ, FNJJ) 11"』1^"っ1、^>^1^り、レ<^?0 






1 解 


脱 1 


• 桁 位置で 指^す る 位 IS から データ を^ ホ します。 

•TABW 数 は、 PRINT. LPRINT 文な どの 出力 命令の 中で 使用し ます。 
• 桁 位置に は —32768 から 32767 の範リ fl の 数 を 指定し ますが、 の 数 はすべ て 0 とみな し 
ます。 また、 0 はん 端 を; & 味し ます。 桁 位置が ゆ は1' や プリンタの 1 行の 桁 数 を 超える 坳 
介 は、 柘 位置 を • 行の tif 数で' 别 つた 余りが^ K の 桁 位 いになります。 
•* 字な どの 2 バイ ト 文字に 対して TAB IW& を 使用す る こと はでき ません d 



• も: の カーソルの 桁 位 m が 指定した 桁 位^ よ りおに ある 介、 次の 行の 抬定《 /位に (に 文 



： を 表示し ます 《 



〔参 照] SPC (や |'| の 出力) 



プログラム 例 J 



100 ' TAB 

no ' -- 文卞を * 示す る 桁 位 II の 指定 一- 

120 rRINT "0123456789012345678901234567890123456789^ 

130 FOR 1=1 TO 5 

140 READ A,B$ 

150 PRINT TAB(A) ;B$ 

160 NEXT 

170 DATA 0ひ，5,き，15,»,20，*,38,» 
180 END 

RUN 

0123456789012345678901234567890123456789 



OK 



TAB 
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閱数 



TAN 


【タン ジェン 卜】 

TANgent 

三角関数の tan (正接) の 意味。 


1 機能 1 正接 (タン ジ i ン卜） を 計算し ます。 


nrw) tan (数式） 


{ 使用例 】 Pl#=3, 14159265358979323846 

A=TAN(30*PI#/180) 


—30° の 正接 を， 计 W します。 



\m gftl •< ) 內の 数式の (を, します。 数値の' iMft は ラジアンです。 ftME を 度で ひえる 《i 

合 は、 ラジアンに 変換す るた めに */180 を 掛けます。 ぼに は 次の ような 他 を 使 W すると 
fti も Wffi のおい, i ト t): を 行 うこと がで きます。 
は-も' i 度^ 数 を " の^を 持つ' お数と し ま す） 

PIS=3.H159265358979323846 

•« 式が 倍精度 実数のと き は、 is 果も 倍精度で 針 it した 值 になります。 他の * 合 は、 m 
度で 針 》 した 餞になります。 

(» 照 1 ATN (逆 正 接） 

COS (余弦） 
SIN ぼ 弦） 
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•mm i ii" "mi i imi 隱， mil mm iiiiiiniiiiiii mill i iiiii iiiiiiiiiiiiiiin i iiiii m "mil i mini 

【タイム • ダラー】 

TIME 

時 ra、 時刻の こと。 



(機 


能 ) 


時刻 を 設定したり、 現在の 時刻 を K み 出したり します。 


1 書 


式 1 


TIMES 






TIME$= "時 ： 分 ： 秒" 




m) 


PRINT TIMES —現在の 時刻 を 表示 します。 






TIME$="16 ： 35 ： 56" —新しく 時刻 を 設定し ます。 


i 解 


説 1 


• カレン ダ時, it に 次の 形式で 時刻 を^ 定 します。 



TIME$= M HH ： MM ： SS" 

杪 ： 00-59 

： 00-59 

HS ： 00-23 

• カレンダ 時 針の 時刻 を 8 文字の 文字列で 说み 出します。 文字列の 形式 は 時刻 を, S: 定 する 

形式と 问 じです。 ' 

し 参照」 DATES (H 付の ^定 • ^み 出 し） 



関数 

Hum mm iiiiiiiiiiiiiiiiiii mmi m iiiii iiiinii iiiii i iimi i iiiii iiini 

TIME$ 



T 
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ステー 卜 メン卜 



TIME$ ON 
TIME$ OFF 
TIMES STOP 



mill iiiiiiiiini mm iimiu mi mm 11 urn 11 iiiimi mil i iiiiii i mil i mini 

【タイム • ダラー • オン】 
【タイム • ダラー • オフ】 
【タイム • ダラー • ストップ】 

TIME 

時間、 時刻の こと。 ここで は 時間に 間す る 割り込みの 制御 を 行 

うこと o 



「機 能〕 指定した 時刻に 発生す る 割り込み を 可能な 状態、 禁止の 状態、 停止の 状態に します 



0 



[» ま) TIMES 


ON 






OFF 






STOP 





J TIMES ON 
TIMES OFF 
TIMES STOP 



m リ 込み を "f 能な 状態に します。 

HW り 込み を 禁止の 状 JR に します 
—'せ J り 込み を は il'. の 状態に します 



o 



o 



説〕 



fit おした 時刻に 免 生す る 蘭り 込みの a« 御 を 行います。 

TIMES ON は; H り 込み を" r 能な 状璲に します。 この 命令 を * 行 後 は栴定 した 時刻に な 
る と 'M り 込みが し 、 ON TIMES GOSUB 文で 指定 し た M り 込み 処 ffl ル 一 チン を 'ぶ 行 
します。 

TIMEJ5 0FF は' せ j り 込み をお ||'. します。 この 命令 を ^行 後 は、 指 5£ した 時剡に なっても 

M り 込み は 発生し ません o プログラム 終了 時には 必ず、 TIMES OFF を '太: むします。 

TIMES STOP は M り 込み を 化 ll. の 状態に します。 この * 令 荚行後 は、 «5£ した 時剡に 

なっても、 そのこと を, idtg する だけで M り 込み は 兌' I： しません。 その後、 TIME$ON を 
'ぶ 行す ると' 胡 り 込み 処^ ルーチン を 'ぶむ します。 



匚参 



ON TIME$GOSUB (時期に よる 蘭り 込み 処 fl! ルーチンの 定 
TIME$ (時] H の K お) 



192 mm on/times off/ti\u:$ stop 



TRON 
TROFF 



レース • オン】 
ース • オフ】 



TRace 

追 》 するとい う 息 味。 プログラムの 実行 状 S を 《 おします。 



機 能 



プログラムの 荬 行状 態の 追跡 （トレース） を、 設定 または 解除し ます。 設定す ると 実行した 
行 番号 を 画面に 表示し ます。 



「害 式， TRON 

丁 ROF 




TRON 
TROFF 



—トレースの 設定 
—トレースの 解除 



〔解 ！》) 



TRON コマンド を' お 行す ると 、'お 行した プログラムの 行 ft ふ を ft かっこ [ ] でリ fi ん 
で * 示して いきます。 

TROFF コ マン ドを^ 行す る （または NEW コ マン ドを * 行す る） と 通' おの 状您 に)/ i り ま 

す， 



O 



プログラム 例， 



100 • TRON / TROFF 

1 10 ' --- トレース する プ a グラム - 

120 FOR 1=1 TO 3 

I 30 FOR J- 1 TO 3 

140 PH I NT I: "韋 " = 

150 NEXT J 

160 NEXT I 

170 END 

TRON 

OK 

RUN 

I 100H 1 10H 120) [ 130] ( 140) 1 t | 
( 150)[ 140] 1 » 2 = 2 
I 150) [ 140) 1 t 3 = 3 
I 150] ( 160] ( 13011 140) 2 « 1 = 2 
(150)1 140] 2 t 2 = 4 
2 拿 3 = 6 



2 = 6 




3 



= 3 
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USR 



miiiuuiiiiiii imi ii imi iiunniuiiniiHi mm iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiin mil i 画 imiimi 画 mi 

【ユーザー】 

UScR 

利用者の 意味。 ここで は ユーザー 独自の 機械^ サブルーチンの 
こと。 



が ぽ 詰で 作った サブルーチン を 実行し ます。 



• ^) USR [番号] (式) 



{ 使用例 ； A=USR1(P) —ゆ' ん, (； サゾ' レ-チ ン を リコ,: し よす 



[解説] • 'ぶむ する 拨 サブルーチン （ユーザ一 数) は、 あらかじめ プログラム 中に 準備して い 

なければ なりません。 また、 文で、 その' お 行 |»1 始 アドレス をして,' 3:'>ii する 必 
要が あります。 

•* 号に は DW'USRA; で' された に する、 0〜9 の钕卞 を 桁' ぶします。 *^ 

を VTBft した * 介に は、 0 を 桁^した ことになります。 
• 式 を 指定して、 BASIC か ら 機械,; ft サ ブルー チンに 侦 を' j I き 渡す こと がで きます。 
• USR 数の' 丸 行の み 法 は 次の よ うになります。 

I) ト: ド S1:G = セグメ ントァ ドレス 行 セグメ ン ト> 

DBF USRn= オフ セッ トァ ドレス （'； i 行 l«l 始 * 地） 

'SC ft Yt = USRn ( 数 •: ま た は 文卞列 ) 

- "~ T 1 

* 号 （0〜9) 式 

「参 照 ） BLOAD (機械 ^プロ グラ ムを メモリ に^み 込む） 

CA は (機械, ift サ ブル —チン を 呼び出す） 

CLEAR (データの 消去） 

DEF USR (機械 Sft サブルーチンの KH 始ァ ドレスの 撖 5£) 

ll^nff Disk BASIC ユーザーズ マニュアル チ;10 な 撖 械,, ft プログラム 



U 
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VAL 



一】 



VALue 

» 僅の 意味。 ここで は 文字列 を 数值に 変換す る こと, 



Cm 能〕 数字で 表した 文字列 を 数储に 変換し ます 



o 



「省 式つ VAL (文字列） 



使用例 ] 100 A$=HEX$(1234) 

110 B=VAL("&H"+A$) 



解 説 



16 進^^の 文^列 を敉侦 に 変換 します。 



m\ を ^す 文字列 を 数 こ' &换 します。 

文字列の 先 itfi が 十、 一、 &、 0 から 9 までの 数字で ない とき は 0 になります。 

文字列 中に 数 锒に変 » できない 文字が あ ** 合 は、 その Sl» まで を 数 使に 変換し ます 
^進炎ぉ 中の!? e 白 は *»i します。 
変換 例 は 次のと おりです。 



o 



1 Jtiifl の 文^ | 解釈 I 


文字列の 例 

12 3 4 


VA1. 1«] 数の W( 


「0 から 9 までの 数字 


10 邀 表記の 文字列 ， 


12 3 4 


+ 


10 邀 *gd の 文字列 


+ 12 3 4 


12 3 4 




10 進 表記の 文字列 


- 1 2 3 4 


-12 3 4 


& 


8 進 表 A1 の 文字列 


:&1 2 3 4 


6 6 8 


&0 ま た は &o 


8 進 表 a: の 文字列 」 


&0 1 2 3 4 


6 6 8 


&H または &h 


16 進 表' おの 文卞列 | 


&H 1 2 3 4 


4 6 6 0 



参 照， HEX$ (数 を 16 進^お の 文字列に '変換) 
OCT$ (数 《i を 8 進ぁヒ の文卞 列に 変換) 
(数 W を 10 進^お の文卞 列に 変換) 



[ プログラム 例 j 

100 ' VAL 

1 10 ' ― は抄 ごとに BEEP を 鳴らす "- 

120 CLS 

130 LOCATE 30,8 ： PRINT TIMES 

140 SSS=RIGHT$(TIME$ t 2) 

150 S = VAI.(SS$) 

160 IF S MOD 15 >0 GOTO 130 

170 BEEP ： GOTO 130 
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VARPTR 



【ヴァリアブル • ポインタ】 

VARiablc PoinTeR 

変 ftUariable) を 指し示す （pointer) ことから、 変数の アドレス 
を 示す こと。 



機 能 J 変数 や ファイル 制御 ブロック （FCB) のァ ドレス を 示します 



O 



t 書式） 画 PTR( 


変数 名 


1 機能]) 




# ファイル 番号 





〔—使用 U A=VARPTR(X) 



A=VARPTR(#1) 



—'& 数の 格納され ている ァ ドレス を^し ま 

す。 

—フ アイ ル am» ゾ u ッ クのァ ドレ スを^ し ま 

す。 



説 



変数 名に 桁^した 変数 または fti! 列 変数の、 データ をお 愤 している ァ ドレス を 返します。 
また ファイル 番号 を 桁' ぶした 垛 介 は、 フ アイ ル ゆに 対応 する ファ ィ ル M 御 プロ ッ クの 
ァ ドレス を 返します。 

機能 はァ ドレスの セグメント ァ ドレス を 返す のか オフ セッ トァ ドレス を 返す のか を 桁' ぶ 

します。 



0 オフセット アドレス 



I セ グメン ト アドレス 



« 略した 坳 介 は 0 とみな し、 才 フセッ ト アドレス を 返します。 

返す アドレス は 0 から &HFFFF の範リ H です。 ただし、 赘数 として f ひられる 倘はー 32768 

た' さ 
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• VARPTRlia 数で 得られた ァ ドレス は それぞれ 次の 場所 を 指定し ます。 
変数 

〈下位 ァ ドレス 上位 ァ ド レ ス〉 



整 数咽 








下位 バイ ト 


上位 バイ ト 


(2 バイ ト） 




▼ 






仮お 3 3 


仮 


1SSS8B1 




(4 バイ ト） 




▼ 








但 》S6 


饭 》S5 




(fijssi 指 »a (8 バイ ト） 


文字列 








文字列の 
長さ 


リ D ケーシ 
3 ン 3— K 


文字列 格 W 

ァ 卜' レス 


M バイ ト> 


リロ ケ一シ a ン コード 

0 ： VARPTRfVJfi: で W る セグメ ン トに データが ある 
0 以外： セグメント ァ ドレス (； 0 にデー タが ある 



▼ ： VARPTK IV！ 玖で i ひる オフ セッ ト アドレスの 示す 位 W 



ファイル 》1 御 ブロック 



▼ 












0 


1 


〜 


31 


32 


33 〜 


39 



バイ ト) 



ファイル バゾフ T アドレス （下位、 vm 

フ アイ ル糾 御ブロ " クは 40 バイ トで 構成され フ ァ ィ ル アクセスの 際に 使^ します。 [ _ ] 以 

外の データ も さまざまな 役; W で 使用され ています のでお つた データ を 寄き 込む ことのな いよ 

うに 注意して ください * 



▼ ： VARPTR fVJJft ではる オフ セツ ト アドレスの, お す 位が 



参 照 Disk BASIC ユーザーズ マニュアル 申 データの 内部構造 



ブロ グラム 例〕 



100 ' VARPTR 

no に 一 のデー 
レス を 網べ る -- - 

130 CLEAR ： DIM X( 10) 

140 FOR 1=1 TO 10 

150 X《I)=INT(RND*100> 

160 NEXT I 

170 FOR 1=1 TO 10 

180 OF=VARPTR(X{ I) ) 

190 PRINT I に offset :";HEX き （OF) 

200 NEXT I 

210 END 



RUN 




1 offset 




2 offset 


:8 


3 offset 


:C 


4 offset 


: 10 


5 offset 


： 14 


6 offset 


:18 


7 offset 


： 1C 


8 offset 


:20 


9 offset 


:24 


10 offset 


； :2 


OK 





V 
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ステート メン卜 



VIEW 



【ビュー】 



VIEW 

視界. 視野の 意味。 これから 画面に グラフィックの 表示 範囲 
(ビュー ポート） を投定 する こと。 



機 is j 画面に グラフィックの 表示 範囲 （ビュー ポ一 卜） を 設定し ます。 



(» ま) VIEW (Dx1, DyD-(Dx2, Dy2) [， [領域 色] [， [境界 色]]] 



厂 使用 VIEW(100, 50) — (500， 150),, 7 



frSS 定 します 



o 



「解 説 I • ディスプレイ ゆ は; 系の 2 点 （Dx1， Dy2). (Dx2， Dy2) を》. けり とする 叫 ft 形の 範リ H をグ 

ラフ ィ ツク^^ ^域 （ビュー ボー ト） に >a 定 します。 



(Dx1, Dy1) 




ウィンドウ 









ワールド 座標 



ディスプレイ 画面 （ディスプレイ 座標） 

ビュー ボー トには ワール ドゅ: の 中で WINDOW 文に よって 指定した ゥ ィ ン ドウ 領域 を 

* 示します。 ビュー ボート は グラフィックの * ポ範 を阪定 する ものです から、 ビュー 
ボー 卜の 外に |ズ| 形 を^^す る こと はでき ません。 

(は I 形 を 描く の はあく まで も ワール ドゆ ft?: に対して であり、 WINDOW 文 や VIEW 文 は 
あく までも^^ する »E リ H を^^す る ものです。） 

領域 色に は、 ビュー ボート, は 定時に ビュー ボート を^り つぶす 色 を、 パレット ふで jfi 
定 します。 « 略す ると パレ ッ ト *リ0 の で ゆりつ ぶします。 

を 指定す ると、 ビュー ボートの 外側 を 指定した バ レツ ト *v の 色で 境^線 を 描き 

«略 時には 境界線 を 描き ません。 

ディスプレイ ゆ ffi 系の 库標は Dx1<Dx2， Dy1<Dy2 でなければ なりません。 また ディ 
ス ブレイ 麼標ょ り 大きい 値 を 指定した 場合 は Illegal function call (違法 関数 呼び出し） ェ 
ラーになります。 
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• —度 設定した ビュー ボート は、 お 度 VIEW 文 を 実行し ないかぎ り 変化し ません。 また、 
SCREEN 文に より 初期化 されます。 

•VIEW 文 を いくつか 使用す ると、 豳面 上の 別々 の 位 fi に、 別々 の 大きさで 図形 を 表示す 
る ことができます。 

終 参照 座標 は ビュー ボートの 左上 B の 点、 すなわち、 スクリーン 《標 系の （0, 0) の 
点に 移動し ます。 



「参 照 1 c'Lsr 幽' 《 の 消去） 

SCREEN (グラフ ィ フク- 幽面の モ―ド を 設定） 

日本^ Disk bask: ユーザーズ マニュアル 第 6 窣 テキスト iiiifii と グラフ イツ 
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V 



関数 



VIEW 


【ビュー】 

VIEW 

視界、 視野の 意味。 ここで は ビュー ポートの 位置 を 知る こと。 


1 機能 1 ビュー ポートの 位 s を 示します。 


1 害 式 1 VIEW (機能） 


1 使用例 1 SX1=VIEW(0) 


—ビュー ボート のん h 隅の x を 与え ま 

す。 



I 解 説〕 • ビュー ボー 卜の はに f を、 機能で 指' ぶした ディ ス ブレイ ゆ はの HGJW (で 返します。 

• 機能 は 0 から 3 までの ^数 を 指定し、 な 味 は 次のと おりです。 



酺 


1& 味 


0 


ビュ 


—ボー 


トのん hW の 点の XH*:fi?; 




ビユ 


一 ボ 一 


ト のん: 上 W の 点の Y ゆ は： 


2 


ビュ 


ーボ— 


ト のむ ド W の 点の X ゆ は 


3 


ビュ 


ーボ— 


卜の 右下 PR の 点の 標 



「参 ^ ] vii:w (ビュー ボー ト の,! 

lK;fti)isi( bask: ユーザーズ マニュアル 》;6 や テキスト Wifii と グラフ ィ ック iiiiWii 



200 view 



ステー 卜 メント 



WAIT 


【ウェイ 卜】 

l メ丄 1 1 J 

WAIT 

待つ ことから、 プログラムの 実行 を 指定 値になる まで 待たせる 

こと o 


〇 

■ _ j 


卜の データ を ffl ベ、 指定 信になる まで 待ちます。 


(害 式 1 WAIT 


ポー 卜 番号， データ [， パターン] 





[解 説] • waft 文 は ポー 卜 番号で 指お した I/O ボ一 トの データが ftnu のビッ ト パターンになる 

まで プログラムの * 行 を 伶 止. します。 

• ^み 出した データ は パターンで 指お した データと XORi お を 行い、 さらに データと 
AND i お fl: を 行います。 

• のお * が 0 であれば W び I/O ボー トの データ を 説み 出します。 0 でなければ 次の 

命令 を'; S 行し ます。 

• パターン を « 略 すると 0 を 指定した ことになります。 

•WAIT 文に よ り 無 限 ループに 入って しまう ことがあり ます。 ループから 抜け出す ために 
は、 ウォーム スタート （ [ STOP 1 キー を 押しながら リセ ッ ト ボタン を 押す） を 行って く 

ださい。 



WAIT 201 



WHILE 
WEND 



【ホア ィル〜 エンド】 

IlILE 〜 While END 



：； または 行く という 意味から 

り 返し 処理 を 行う こと o 



ある 条件の もとで 緣 



[機 能〕 WHILE 直後の 条件が 満たされ ている 間、 WHILE〜WEND の 間にある 一連の 命令 を 実行 

します。 



1» 式] WHILE 条件 式 



WEND 



Li 吏 用例 j 100 



1=1 

110 WHILE K60 



- I <60 の あいだ WEND までの 命令 を ^行 
します。 



I 一 1+2 
310 WEND 



WHILE 文と WEND 文 は 必ず 組み合わせて 用い、 処理の 繰り返し （ルー 力 を 形成し^ 
条件 式 は WHILE~WEND ループ を * 行す るか どうかの 判^す るた めの 式です。 
条件 式 を^ 価して、 その も 1 ；果 が^ (一 1) であれば、 WHILE〜WEND|HJの命令をUi行し 
ます。 * 行 後 W び、 条件 式 を,; f 価し ます。 この 拔り 返し を 条件 式の あ 1 が 偽 （0) になる 
まで 姝り 返します。 偽になる と WEND 文の 次の 命令 を^ 行し ます。 したがって、 条件 
式が 初めから 偽で あれば、 WHILE〜WEND|Hj の 命令 は一 度も^ 行し ません。 
WHILE — WEND 文 は、 FOR〜NEXT 文と M 様に 人れ 子 構造に する ことができます。 そ 
れぞれ の WEND 文 は、 め: 前に^ 行した WHILE 文に 对応 付けます が、 WHILE 文と 
WEND 文の 対応が 付かなければ WHILE without WEND (WHILE が あるのに WEND が 

す。 



(# m \ FOR〜NEXT (繰 り 返 し * 行) 



プログラムお 



100 • WHILE - WEND 

い 0 ' ― 指定 8 まで 《簿 する -— 
120 INPUT "積 鋒す る 数 は "； N 

130 I=0:S=0 

140 WHILE I=<N 

150 S=S*I 

160 1=1+1 

170 WEND 

180 PRINT "答え は "； S 

190 END 



RUN 

« 諫 する R は ？ 100 

答え は 5050 
OK 



202 画 L£〜W'£WD 



ステー 卜 メン卜 



【ウイ ドウス】 

WIDTH 

広さ、 幅の こと。 これから 画面 や ファイルの 大きさ を投定 する 

こと o 



撫 ^ 1 画面に 表示す る 文字 数 や 各種 ファイルの 1 行の 長さ を 設定し ます。 



LJL^J WIDTH 桁 数 し 行数] 

WIDTH "デバイス 名 ： "， 文字 数 
WIDTH # ファイル 番号， 文字 数 



IMMMJ WIDTH 80, 25 —i 由 i Si* 示 を 80 桁 25 行に 設定し ます。 
「解 説つ WIDTH 桁 数 [， 行数】 

• テキス トゅ iifii に ^示す る 文字の 桁 数と 行数 を^ 定 します。 }8 定 できる 侦は 次のと おりで 

す。 



桁 》 


40 または 80 


行数 


20 または 25。 V？ 略 時 は 現在の 行数の まま' お化しない 



WIDTH "デバイス 名 ： 文字 数 

• プリンタ （LPT1:)， at! 回 《(COM:) の 1 行のお さ （文字 数） を ^定 します。 ここで^ 
定 した 文字 数 ごとに、 自動的に CR/LF コード を 出力し ます o 文卞 数に は 0 から 255 まで 
の 《K を桁定 し、 0 は 256 とみな します。 ただし 255 を 設定した とき は |'j 動的に CR/L ト- 
コ 一 ドを 出力し ません。 BASICS 動畤は 255 に设定 されて います。 

• WIDTH "LPT1 ： - は WIDTH LPRINT 文と f"] じ 機能です。 
WIDTH # ファイル 番号， 文字 数 

• ファイル 番号で 桁定 した プリンタ、 iifiUlul 線の フ アイ ルの 1 行の 文字 数 を 定し ます。 
ここで <S: 定 した 文寸: 数 ごとに、 自動的に CR/LF コード を 出力し ます。 文字 数に は 0 か 
ら 255 までの « 数 を 指定し、 0 は 256 とみな します。 ただし 255 を 設定した とき は ft 動的 
に CR/ し F コ一 ドを 出力し ません。 BASIC 動 時 は 255 に^ 定 されて います。 



参 照 1 WIDTH LfWNT (プリ ンタの 1 行 の^さの^: 'お 





WIDTH 203 



ステー 卜 メン卜 



WIDTH LPRINT 



【ウイ ドウス • エル • ブリン 卜】 

WIDTH Line PRINT 

line はこ こで は プリンタ のこと。 プリンタの 1 行の 文字 数を設 
定 する こと。 



機 能"] プリンタが 印字す る 1 行の 文字 数 を 設定し ます 



o 




J WIDTH LPRINT 80 



—1 行の 文字 数 を 80 に 設定し ます 



解 説 • プリンタが 印 卞 する 1 行の 文字 数 を 0 から 255 の範リ H で 桁' ぶします。 0 をお 屯した とき 



は 2f 



、 



ます。 



桁 'ぶした 文字 数 を 超える と 『I 呦 的に CK/ し ドコー ドを プリンタに 出力し ます。 ただし 255 
おした とき は、 的に CR/ し F コー ドを 出力し ません。 



ム 



• 文 字数 は 1 バイ ト义卞 を 1 文字と して 数えた ものです。 

•BASlCfe 動 時 は 255( 自動的に CR/LF コード を 出力し ない） に胶定 されます 



i ルの 1 行の 文字 数 を 狡 定) 



し プログラム 例 j 



RUN 




' WIDTH LPRINT 

' "- ブリン タに 送る l n を には定 する 

WIDTH し PRINT 40 
FOR I=〗 TO 160 

LPRINT "*'•; 
NKXT I 
KNI) 



o o o o o o o 

o 1 2 3 1 5 6 



204 WIDTH LPRINT 



ステー 卜 メン卜 



WINDOW 



隨 ihii mil i iim 國画 ii mil miiiiiiiiiii mi mill n urn m m iiiii n mil miniiimmi 

【ウィンドウ】 

WINDOW 

窓の こと。 外の 風景 を 窓 を 通して 見る と、 景色が 跟定 される こ 

とから。 



^ 能 」 画面に 表示す る ワールド 座標系の 領域 （ウィン ドウ） を 設定し ます 



o 



1 » ^ ) WINDOW (Wx1, Wyl)~(Wx2 1 Wy2) 



WINDOW(0, 0) — （1256, 1258) 



ウィン ドウの 人 きさ を^え ます。 



解 説 



ワールド ゆ: 標 系の ゅ標 （Wx1， Wy1) と （Wx2， Wy2) を对 ft とする？ ft 域 を ウィンドウに 
します。 ここで 定 した ゥ ィ ン ドウ 内の グラフ ィ ッ クは l 由 jifii 上の ビュー ボー ト を; ifi 



して W る ことができます。 ただし 抬 ^する ゆ: ffi は Wx1<Wx2、 Wy1<Wy2 でなければ 

なり ません。 




• —度! S 定 した ゥ ィ ン ドウ は、 お 度 WINDOW 文 または SCREEN 文 を^ 行し ない 限 り 変 
化しません。 また WINDOW 文の * 行に より 終 参照 ゆ^ はゥ ィ ン ドウの 左上 PS の 点に 
移動し ます。 



[参 照 j VIEW (ビュー ボー トの 設定） 

WINDOW (ゥ ィ ン ドウの^^ 位お) 



WINDOW 205 



W 



WINDOW 



【ウィンドウ】 

WINDOW 

窓の こと。 ここで は ウィンドウの 位置 を 知る こと。 



し 機 m } ウィンドウの 位置 を ワールド 座標の 座標 値で 知らせます。 



「書式つ WINDOW (機能) 



使用例] WX1=WINDOW(0) —ウィン ドウ のん: 上 隅の X おは: を 如ら せま 

す。 



「解 説〕 • ウィンドウ の 位れ を 、 機能で ffi 定 し た ヮ ― ル ド H (は 系の ゆ: は侦で 返 します。 

• 機能 は 0 から 3 までの 数 侦 で、 « 味 は 次のと おりです。 





& 味 


0 


ウィン ドウ のん h 隅の 点の X ゆ は 


1 


ウィン ドウの 左上 の 点の Y*«! 


2 


ウィンドウのお 下 W の 点の X ゆ は 


3 


ゥ ィ ン ドウの 右下 W の 点の YH も は • 



〔 #_ _?M j WINDOW (ゥ ィ ン ドウの^'/ U) 

日 ね S Disk BASK: ユーザーズ マニュアル 章 テキス ト W 面と グラ フ ィ ッ ク圆 



206 WINDOW 



ステ一 卜 メン卜 



WRITE 


【フィ 卜】 

WRITE 

害く という 息 味。 ifi 面に 文字 を 表示す る こと。 


[mm] データ を 画面に 表示し ます。 


(害 式） WRITE 式 「，式 1 • 




( 使用例 ) WRITE 123. 456, "ABC" 


—幽 凼 に 123, 456, -ABC— と 表示し ます。 



1 解 説] • 式で 指^した 数 依 データ や 文字 データ を I 由 油に * ポ します。 

• 式 を 2 つ 以上^ ける とき は カンマ （J ある は セミコロン （ ： ） で 区切って 並べて いきます 

が、 W 名に 違いはありません o 
•WRITE 文 は PRINT 文と K なり データと データの HH を カンマ （,） で K 切って * ポ してい 

きます。 また 文卞 データ は 二 * 引 ffl 符 (•) で WI んで * ポ します。 



「参 照 J PRlNT(l*ilfli にデ一 タ を农ホ する) 

WWTE# (シーケンシャル ファイルに データ を 寄き 込む) 



r プログラム 例 1 

100 1 WRITE 

1 10 ' --- WRITE と PRINT の 建い -— 

120 A= 12. 34 56:B=1.23E*07:C$ = w ErSON":D$ = ,# COMiniTRR 

130 PRINT "WRITE — -〉"；： WRITE A,B,Ct,M 
140 PR I NT TRINT---> "；: PRINT A;B;C$;D$ 

150 KND 
RUN 

WRITE -.-> 12. 3456 ( 1 .23E*07 f "EPSON" f "COMPUTER- 
PRINT---) 12.3456 1 .23E+07 EPSONCOMPDTER 
OK 



WRITE 207 



ステー 卜 メン卜 





-pi— Ji. 【ライ 卜 • シャープ】 


WRI 


1 1 _ 4-r WRITE 

■ ^ 1 1 害く という 意味。 ここで は ファイルに データ を 害き 込む こと。 


1 機能 1 


データ を シーケンシャル ファイルに 害き 込みます。 


(害 式） 


WRITE # ファイル 番号， 式 [，式] • • • 


f 储田例 1 


1 AA v^DCK" "TCOT" Cr^D ^1 ITD1 IT AC +t 1 «— * ノー ケン * ノヤ J レフ 7 ィ クレ T レヽ 1、 ARC 

IUU (JPcN 1 ct> 1 rvjn UU 1 rU 1 Ao +r 1 ^ /ノン 飞/ レ,/ j レ i し o i " しレ , 

200 A$= "ABC,' ： B$= M DEF N M DEF M と 叩き込みます。 
300 WRITES 1 ， A$, B$ 



〔 解 bd • ファイル 番号で 指定した シーケンシャル ファイルに、 式の データ を^き 込みます。 

•WRITES 文 は、 WRITE 文と |"1 じょうに、 データと データの 出! に H 肿的に カンマ (,） を 
W 人し、 义: i: データ を 二 ff( 引 川符で W みます。 したがって、 I，WNT# 文 のように ブ t/ 

グラ ムで り データ を Mi 人す る必' おが あ り ません。 

A$="Tanaka" 

B$="123-456- 

WRITE* 1, A$， B$ 

はフ アイ ルに 次の よ う な內 'がをはき 込みます。 



I II I 


T 


a 


n 


a 


k 


a 








1 


2 


3 




4 


5 


6 


I* 


CR 


し F 



CR : コード 
LF ： l.K コード 

• PRINT « 文 は 正の 8MB データの 前に 空白 を 出力し ますが、 WRITE* 文 は 出力し ません。 

• ft 後の 式の 後ろに は CR/LF コー ド を^き 込みます。 



「参 照 J PRINTS (シーケンシャル ファイルに データ を « き 込む) 

WRITEOMM に データ 



( プログラム 例】 

100 • WRITE* 

110 ' --- シーケンシャル ファイルに T — タを 害き 込む 
120 OPEN "2:DATA2" FOR OUTPUT AS tl 

1 30 FOR 1=1 TO 3 
140 READ NM$ ,TE し 拿 
150 WRITE 嶋， TE し $ 

160 ，-- PRINT i と遵ぃ データ を カンマで 区切る 必要 はない 一- 
170 NEXT I 
180 CLOSE #1 
190 RND 

200 DATA Tanaka, 123-4567 
210 DATA Sato f 456-7890 
220 DATA Suzuki ,987-6543 



208 U '服 # 



エラー メ ッ セージ 



bask: ：夫 行 時に 兌' 1:. する エラ 一メッセージに は、 次の ような ものが あります。 * の r エラーメッセージ」 に は 
1KB に * ホ される エラーメッセージ、 に U 本^での fi 味、 3 段 H に エラ 一コード を 示します。 



エラ一 メッセージ 


エラー メ ッ セージの 内容 (発生の 原因と 対策） 


/ 0 

ゼロで 除算 

11 


Vi\i\z 0 で别 つたと さ /0 を ^小し、 Jtfl^Ik と し又别 b れる KWi の？ ^ サ 
を 持つ 数 tfi の上阪 《 を^え て プログラムの^ 行 を 継^し ます。 


FAT に 異常 を 発見 

69 


ディ ス クのト AT "、M り 力、 の ttU リ C め壞 されて います。 


Bad drive number 

トフ 1 ノ鲁 号の » り 

70 


接^して いない l,M 辺 ttlS の ドライブ ft- り-や デバイス 名 を ffi 定 しています。 


Bad file name 

フ アイ メレ 名 び ra 邁 つ 、レ、 る 

56 


デバイス 名と して bask: 力 《 扱える もの 以外 を 桁'ぶ しています。 また その 
ァノ 《ィ ス i JTT/t ，々レ c の \ さ 《L、 人 fij ノ J モ— ト r ffl/t し 、 v、 j 1 0 


Bad file number 

7 ァ 1 ノレ 誓亏か 暹っ （レ、 © 

52 


问 時に オーブン できる ファイルの 》 を 超えた ファイル ft ひ を してい ま 
ふ 

9 o 


Bad track/sector 

「ノ/ ノ 、じ ノメ ') InjA つ 
ている 

71 


DSK は、 DSKO$ 命令で ffi 定 した トラック、 セクタ * せが ディスクの 仕様 
々t の W!' て' ォ 


Can't continue 
プログラムの 継続 不可能 

17 


C0NT コ マン ドでブ ログ ラムの 灾行を 継 絞しょう と したが、 停止. 中に プロ 
グラムの 修正 を 行った ため 継^で き ません。 


Deleted record 
レコー ド 消去 済み 
72 


プログラムの 実行で は 発生し ません。 ERROR コ マン ド でのみ^ 示す る こ 
とがで きます。 


Direct statment in file 
ファイル 中に 直接 命令が 存在 
57 


アスキー セーブした プログラム ファイル 中に 行 番号の ない 行 力 《存在し ま 
す。 この ファイル は プログラム ファイル でない 可能性 もあります。 
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エラー メッセ一 ジ 




Disk full 
ディスクが 満杯 
68 


ファ ィル の&が ディ レク ト リで できる^ を 超えた 力、、 ディ スク にに 

デ一 タ を, kii よす る^^が あり ません。 


Disk I/O error 
ディスクの 入出力 エラー 
64 


ディスク 人出 カ屮に エラーが 兌' k しました。 致命的な エラ一 であり luJJU す 

る こと 力 なでさません。 


Disk offline 
ディスクが 使用 不可能 
62 


フ n ッ ビー デ< スクを i ト: しく ドライブに セッ ト していません。 
ハ一 ド ディ スク 1. に bask; 9ft 域が あり ません。 


Duplicate definition 

二重 定義 
10 


K99 を: に 5J£« しています i 


Division by Zero 

ゼロで 除算 
11 


IS 数の KtW(¥、 MOD) の 突 行 時に ゼロで 除 K を 行り ています。 Division by 
Zero を« 示し * 行 を 中 K します。 


Duplicate label 
ラベル？ E» 
31 


M プログラム 中に M じ ラペル 名 を^して います * 


Feature not available 
指定した 機能 は 実行 不可能 
33 


拡 能 を 桁' ぶした ときに Wiffl できる 命令 を^ 行しょう としたり、 碰 
ボ一 ド 内の 命令 をボ— ド をぶ ％ぉ の 状 嫂で WiW しています。 


FIEID overflow 

FIELD 文の 指定 オーバ— 

50 


KIKLI) 文で ftT ぶで きる ラン ダム フ マ ィ ルバ ッ ファの 人き さは 256 バイ ト以 

ド です。 


File already exist 
ファイルが 既に 存在 
65 


NAMK コ マン ドで' feW する フア ィ ル ゲ, を W っフ ァ ィ ルは 既にむ します い 


File already open 

ファイル はすで に オーブン; きみ 

54 


すでに オーブン している ファイルに 対して OPEN 文 または KILL 文 を^ 行 
しました。 


File not found 

ファイルが 見つからない 
53 


OPKN, NAME 义で 指^した ファイルが ありません。 



210 エラ一 メ プ セーシ 



エラ一 メ ッ セージ 


エラー メ ッ セージの 内容 (発生の 原因と 対策） 


File not open 

ファイル を オーブンし ていない 
60 


オーブン していない フ ァ ィ ルに W して 1NTUT# や PRINTtt 文な どの 人出 
力 命令 を^むし ています。 


File write protected 
ファイルが 害き 込み 8 止 
61 


fi^JZ した フ マ ィ ルに SET 义で « き 込み Ull. の ■S'i がして あ り ます。 
フロッピーディスクに ライト プロテクト タブの ような W き 込みお lh の 処理 

がして あり ます。 


FOR without NEXT 
NEXT 文の ない FOR 文 

26 


FOR 义に する NKXT 义 がない ため TOK〜NEXT を 1 ト: しく 'ii 行で き ま 
せん。 ぼ XT 文より 文の &が 多くな つてい ます。 


Illegal direct 

il 法な ダイレク トモ 一 ド での 寞行 
12 


DKF FN 义 のよう な ダイレク トモ一 ド で^ 行で きない 命令 を ダイ レク ト 
モー ドで 人力した。 


Illegal function call 
遠 法 関数 呼び出し 
5 


能 外の パラメータ を ivm に ひえて'; m しょう と しています。 


Illegal operation 

ra« つた 操作 

74 


おった データの 人力 をむ つてい ます。 


Input past end 

tt み 込む データ は 終了 

55 


データの ない ファイルに input it 义 などの 人力 fiy 令 を 'iifi 1 した り 、 すべ 
ての デー タを 人力し 終えた シ一 ケンシ ャルフ アイ ルに 人力 命令 を' お 行して 

います。 フ アイ ルの 終わ り は EOF ra 数な どで ^ベる こ と がで きます。 


Internal error 
内部 エラー 
51 


BASIC の 内 環の R に 不正な コ マン ドが 兌' k しています。 一般に は 

こり W ない エラーです。 


Line buffer overflow 
1 行の «i 数 あふれ 

23 


i§WS« から データ を 行って いる 際に 受 ftt バッファが オーバーフロー 
しました。 

プログラム を 内部 コー ドに 変換す る 際に 内部 コー ドカ巧 12 バイ トを 超え ま 

した。 


Missing operand 
才 ペラン ド がない 

22 


命令 ゃ閱数 を' 行す る 際に 必' おな パラメ 一 タ を 指定して いません。 
または、 ^算 了-のれ W に 何も; id 还が あり ません。 


NEXT without FOR 
FOR 文の ない NEXT 文 
1 


FOR 文 を^ 行せ ずに NEXT 文 を * 行しょう と しています。 FOR 文よ り 
NEXT 义の » が 多 くな つてい ます。 
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エラー メ ッ セージ 


エラー メ ッ セージの 内容 （発生の 原因と 対策） 


No RESUME 
RESUME 文がない 

19 


ON ERROR GOTO 文で 分 « した 処理が 旺 SUME 文な し （エラ 復旧な し） 
で 終了した 場 介に 《生 します。 


Out of DATA 

データがない 
4 


READ 文で 説む データが ありません。 文で 説み 込む データの 数と 
DATA 文で 定 * した データの 数 を 比べて ください。 


Out of memory 
メモリ 容量 不足 

7 


ブ U グラム を 尖 行す るた めの メモリ' お: W が 足り ません。 または GOSUB 文 
や TOR—NEXT 文の ネス ト （人れ 子） が 深す ぎます。 


Out of string space 
文字列 領域の 不足 
14 


文字列 を 格納す るた めの メモリ^:; ft が 足りません。 


OV 

ffi あふれ 

6 


果ゃ 人力した 数 僮の 值 *** きすぎ ると き ov を 表示し、 "j "能な 
^り 人き な餓 で《 絞し ます。 


Overflow 
析 あふれ 

6 


^数の 除 w や^ 数 m 変敉 への 代入な どで 扱う 数 W が 人き すぎます。 この坳 

合 は Overflow を^^し' ぶ 行 を 中断し ます。 


Rename across disks 
ディスク 指定の 間遠い 
73 


NAME コマンドで ffi'/U した ファイルに K なった ディスク *リ' を 指定して 
います。 


RESUME without error 
エラーな しの RESUME 文 

20 


ON ERROR GOTO 文に よる エラー 処^ ルーチン を' ぶ 行せ ずに RESUME 文 
を^ 行しょう としてい ます。 


RETURN without GOSUB 
GOSUB 文の ない RETURN 文 

3 


GOSUB 文の よ うな サブルーチン を^ 行して いないのに RETURN 文 を^ 
行しょう としてい ます。 


Sequential after PUT 

PUT 後の シーケンシャル 出力 

58 


プログラムの' ぶ 行で は 兌^し ません。 ERROR コ マン ド でのみ^ 示す る こ 
とがで きます。 


Sequential I/O only 
シーケンシャル 入出力の み 

59 


アスキー セーブし ていない ファイル を MERGE 文 または MERGE 才 ブショ 
ン 付きの CHAIN 文で 口一 ド しょうと しています。 
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エラーメッセージ 


エラー メ ッ セージの 内容 (発生の 原因と 対策） 


String formula too complex 

文字 式が 複雑す ぎる 

16 


,计^ 式 や 文字列が^ s すぎます。 fn ia 数 や 文字列 数の 力 -, コの 数を械 

らし、 中 IBi 結果 を 変 &に 代人す るよう にして くた' さ レ、。 


String too long 
文字列が 長す ぎる 
15 


- 一で 囲まれた 文字列の 長さが 255 バイト を 超えて いるか、 文字列の 加お: 
の^！ ft が 255 バイ トを 超えて います。 


Subscript out of range 
添字が 範囲 外 

9 


fid 列 変数で 指定した 添字が DIM X、 OPTION BASE X で栴定 した « 囲 を 
超えて いる。 


Syntax error 

文法の raa い 

2 


プログラムのお idi が 文法に しっていません。 
r )j の 数が r (j よりも 多い ときに も * この エラーが 起り ます。 


Type mismatch 
K の 不一致 
13 


式のお 辺 とん: 辺、 あるいは l«JK の' JI 数な どに ゆの 》 う 変 钕 や Wi を 衍^して 

います o 

* 字 8 と KfiSV. と 、が あ ります。 


Undefined label 

ラベルがない 
32 


tmi した ラベルが プログラム 中に' してありません。 


Undefined line number 

行 * 号がない 

8 


^照した 行 *' ふが プログラム 中に^ fr: しません。 


Undefined user function 

ユーザー 関数の 未定義 
18 


DEF FN 文で 定義 していない FN WJS か DEF USR IKj 数で 定^して いない 
USRHySt を^ 行しょう と しています。 変数 名の 先頒 に FN を 使 W すると 

ユーザー' 4i^l«JK の' 行と みなされます。 • 


Unprintable error 

エラー メ ッ セージ 表示 不可能 

21 


KRKOK 义 で エラー メ ッ セージの 定^ していない エラ— コー ド をお 定 して 
います。 


WEND without WHILE 
WHILE 文の ない WEND 文 

30 


WHILK え を' ぶ 行せ ずに WKM) え を^むしょう としました WHILH XX 
り WEND 文の 敉 が 多くな つてい ます。 


WHI し E without WEND 
WEND 文の ない WHILE 文 

29 


WHILE 文に 対 IE する WEND 文がない ため WHILE-WEND を 正しく 行 

でき ません。 WEND 义ょ り 上 义の数 か 多く なつ t います。 
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エラー コード 


メッセージ 


1 


NEXT without KOK 


2 


syntax error 


3 


KI':T 画 without GOS に B 


4 


Out of DATA 


5 


Illegal function call 


6 


OV または Overflow 


7 


Out of memory 


8 


Undefined line number 


9 


Subscript out of range 


10 


Duplicate definmon 


11 


/0 ま たは Division by zero 


12 


Illegal direct 


13 


Type mismatch 


14 


Out of string space 


15 


String 〖ひひ long 


16 


StrinK formula too complex 


17 


Can t continue 


18 


I nclcfinod user function 


19 


No RESUME: 




RKSl'MH without error 


21 


Unprintable error 


22 


Missing ()|H'rand 


23 


I-ine buffer overflow 


26 


KOR without NEXT 


29 


WHILR without WKND 


30 


WKNI) without VVIIILK 



エラー コ— ド 


メッセージ 


31 


Duplicate label 


32 


Undefined label 


33 


Feature not available 


50 


FIELD overflow 


51 


Internal error 


52 


Bad file number 


53 


File not found 


54 


File already open 


55 


Input past end 


56 


Bad file name 


57 


雪、， j* た ■ 

Direct statment in file 


58 


Sequential after PUT 


59 


* 

Saim'mial I/O only 


60 


Kile not open 


61 


File write protected 


62 


Disk offline 


64 


Disk I/O error 


65 


Kilt* already exisl 


68 


Disk full 


69 


Dad allocation lablc 


70 


IJad drive 1 number 


71 


Had irack/seclor 


72 


Deleted record 


73 


Rename across disks 


74 


Illegal operation 
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付 




♦I — » *• 眷 ■ 



• * 



•••••••• 



« 眷 



ノノ • 



お: 



t \ 鲁暑： 



タぉ踏 ： ふ 



M 1 1 




文字コード 表 




F 

E 

D 

C 

A 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 
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BASIC では コマンド、 ステートメント、 間 钕、 演^子な ど 特定 H 的の 使^が 決められて いる^ 語をチ 約, おとし 
ています。 あらかじめ 使 W を 決めて いるの は、 それらの 単^ を^ 数と して 使 川した ときに 起きる^ 乱 を 避ける た 
めです。 したがって， f' 約,; S を' として 使 川す る こと はでき ません。 



次に あげる, ift が BAS にの 予約お です。 これら を 変数 名、 ラベル 名と して 使 する こと はでき ません。 



A A liS 


CSNG 


FY|> 
o/\ 暴 




AKCNV5 




■ * 1 しし L/ 


!U つ 入 1 》 


AND 

■ ■ • 響 


CVD 


ire 
r i しし j> 




ASC 


cvi 

レ、 1 


pi Y 
1 I A 


M しし 


ATN 


cvs 


I A 


MM U I 


ATTRS 


D DAT \ 


PHP 


K 1 IN S 1 K 


AUTO 


i メ/、 i しゅ 


I t \Jo 


KLhN 


B I1KKP 


し r 


1 K に 


KMIDS 


I1LOAI) 


i ノ 1«1 雪ノ i スし 


v3 Vj に I 


KNJS 


BSAVE 


DKFINT 

暴 暴 i ， i 




i/pi ハ a i、 


C CALL 


I)I ; KS\G 




K 1 Y rh 


CDBL 


DKKSTK 

• '鳳' • 、, m 暴、 


"リ、 ，i i# 


1 [ し' に r《 
し しじに I > 


CHAIN 




U 1|1；| |) 


し 


CIIR$ 




III； VC 


1 に T 
しに 1 


CINT 

• , ， 皿 


%\ # % « t 


1 ll'、l'、l'、 

i ir' しし 


は 1 しぬ 


CIKC し E 




■ I 


し 1IN ヒ 


CLKAK 


DSKIS 


|\!I> 


I'lo I 




f\t , I / f 、か 

DSKOS 




LLIST 


CLS 


E に DIT 


INP 


LOAD 


CM I) 


F 丄 


INPUT 


し OC 


COLOR 


END 


INPUTS 


LOCATE 


COM 


EOF 


INSTK 


LOF 


COMMON 


ICQV 


INT 


LOG 


CONSOLE 


ERASE 


IKESKT 


LPOS 


CONT 


ERL 


iskt 


LPRINT 


COPY 


ERR 


J Jis$ 


LSKT 


COS 


ERROR 


K KACNVS 


M MAP 
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MERGE 


PEN- 


RSET 


TAN- 


MIDS 


POINT 


KIN 


THEN 


MKD$ 


POKE 


S SAVE 


TIMES 


MKIS 


POLL 


SCREEN 


TO 


MKSS 


POS 


SKARCH 


TROFF 


MOD 


PRESET 


SEG 


TRON 


MON 


PRINT 


SET 


U USING 


N NAMK 


PSIvT 


SGN 


USR 


NEXT 


PIT 


SIN 


V VAL 


NKW 


R KANDOMIZK 


SPACKS 


VAKPTK 


NOT 


KBYTE 


SPC 


VIKW 


0 OCTS 


READ 


SQR 


W WAIT 


OFF 


KRM 


SRQ 


WBYTK 


ON 


KKM'M 


ST ATI S 


WKNI) 




klCSTOKK 


STKI* 


WlilLH 


OPTION 


RKSIMK 


STOP 


WIDTH 


OK 


KKTl KN 


STKS 


WINDOW 


Ol'T 


暑、 暴、 ■ 


STKIN (； , s 

«j 暴 ■、 暴 i，、f、， 


WRITE 


P WWST 


RND 


SWAP 


X XOK 


PKKK 


ROLL 


T TAB 
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以 ドの» 導 式 によ り、 組み込み IS8 数と して ffl 意され ていない を 利用す る こと 力 * できます。 
DEF FN 文 を 用いて 定 « する こと もで きます ね 



目的の 数学 関数 


組み込み M 数からの 锈導式 


SCC ぶ （で V7 ン ト) 


l/COS(X) 


COS0C ぷ（ コセ カン ト） 


l/SIN(X) 


C01J (コ タン ジェン ト） 


l/TAN(X» または COS(X)/SIN(X) 


arcsin ぶ （アーク • サイ ン） 


ATN T (X/SQK ( — X*X 十リ） 


arccos ぶ （ァ— ク • コ サイ ン） 


ATN(X/SQK( X*X+l" 側 /2 


art'secj* (ァ— ク • セカ ン ト》 


ATN(SQK(X*X-l) + (SGN(X)-l))*! > I#/2 


arccoscc ぶ （アーク • コセ カン ト） 


ATN(|/SQRfX*X-l)) + (S(;N(X)-n*PIC/2 


arcatt ぶ (7 — ク • コ y ンン ェン ト) 


一 Atn(x)+pi#/2 


sinh ぷ （ノ、 ィパ ボリ v ク， サイ ン） 


fKXP(X)-EXP(-X))/2 


COShj (ハイ パボリ 7 ク • コ サイ ン） 


(EXP(X)+EXP (— X))/2 


tanh ぶ （ノ、 ィパ ボリ ック • タンジュン ト） 


-KXP(-X)/(EXP(X)+EXIM-X))*2+l 


scch ぷ（ ハイ パボリ 、、, ク • セカ ン ト> 


2/(KXP(X)+KXIM-X)) 


cos (で h ぶレ、 1 ハ*ホ 'リ 、, ク ' コ七 カン ト） 


2/(EXP(X) KXP(-X)) 


coth ぶ （ハイ パ ボリ ック • コ タン ジェ ント） 


KXi>(-X)/(KXI>(X)-KXP(-X))*2+l 


arcsinh ぶ （ハイ パボリ / ク • ァ一 ク • サイン） 


L(X;(X+SQR(X*\+0) 


arccosh ぶ （ノ、 ィ パ; K リ / ク • アーク • コ サイ ン） 


LOG(X + SQR(X*X-D) 


arctanh ぶ （ハイ パ ボリ ッ ク • ァ" ク • タン ジム ン ト> 


LOG(H X)/(l-X)/2 


arcscchr い、 ィパホ 'リ /ク • アーク • セ カント） 


L(X;((SQR(-X*X+n + l)/X) 


arccosecli ぶ （ハイ パボリ /ク 'アーク • コセ カント） 


LOG«SGN(X) *SQR(X*X+1)+I)/X) 


arccolh ぶ （ハイ パ ボリ / ク • ァ— ク 'コ タン ジェ ント） 


LOG((X+l)/(X-|))/2 


logiox (常 fflWtt) 






sin x (Iff) 


SIN(X*PIit/I80) 


cos OS) 


COS(X*PI#/l80) 


tan x (IS) 


TAN(X*PI#/180) 
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プロ グラ 1 の 作: • 編: 二 実行 ^^^^^^^^^^^^^^^MM 

AUTO 行 * ゆ を S 動的に 10 

DELETE プログラム 行の IW 除 45 

EDIT プログラム 行の 修正 54 

LIST プログラム リストのお ボ 106 

LLIST プログラム リストの プリンタ 出力 106 

MERGE プログラムの マージ （結合） 】 は 

NEW プログラムの iHi 121 

RENUM 行番 お のも^ 163 

CONT プログラムの^ 行リ HJ8 33 

LOAD, R プ ti グラムの 灾行 107 

RUN プログラムの 'J£f 170 

TROFF プログラムの トレースの 中 ll: 193 

TRON プログラムの トレース 193 

BLOAD ttf^ft プログラムの ロード （^み 込み） 12 

BSAVE «W』ft プログラムの セーブ (齊き 込み） 13 

FILES ファイル y, の^ ポ 62 

KILL ファイルの 11リ 除 90 

LFILES ファイル 名の プリンタへの 出力 62 

LOAD プログラムの ロード （说み 込み） 107 

NAME ファイルお の^お 120 

SAVE プログラムの セーブ (冉き 込み） 171 

REM 注釈 行の 設定 162 

注 * 行の »6 162 

NEW ON システムの Wfe 動 122 

プログラムの 実行の 流れ 

CHAIN プログラムの iiSft (チ よ イン） 16 

END プログラムの * 行 終 T 55 

FOR〜NEXT 繰り返して * 行 64 
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GOSUB〜RETURN サブルーチンの^ 行 71 

GOTO プログラムの 分岐 72 

IF〜GOTO〜E し SE 条 ft • 判断 処^に よる 分 *4 75 

IF 〜丁 HEN〜ELSE &件 断処瑰 による 分岐 75 

ON〜QOTO プログラムの 分岐の^ 126 

〇N〜GOSUB サブルーチンの! 5 つ U に (i 

STOP ブ n グラムの^ む 184 

WH，LE〜WEND 条 fT がな のとき ル— ゾ内を リひ/ 202 

データの 管理-定義 に — ' ― - ― ■ —-" ^ 

CLEAR 傾 域の • «ft の « 去 22 

COMMON の 引きお し 31 

DATA KKAI) 文 で^み 込む データの^^ 39 

DEFINT «ft を に 定義 42 

DEFSTR ^ft を文ホ « に记義 42 

DIM «M 変 K の^ « 46 

ERASE の ffl 去 57 

FRE ユーザー エリアの 未 使 坩« (域 をポす 67 

LET 代人 义 100 

OPTION BASE (KWftft の滋 中の 下 の ift お 136 

READ データの み 込み 161 

RESTORE READ 文で K み 込む DATA 文 行の 164 

SEARCH «W* 数 内での «56 データの t4f?t 177 

SWAP 2* 数 W^ltt の *换 188 

VARPTR • ファイル；！ ！ブ U ックの アドレス を^ら せる 196 

データファイル | 

CLOSE ファイルの ク ti ーズ 23 

CVD 8 バイト 文字^ (を ««l«*ft にま換 38 

CVI 2 バイト 文字 M を 養 »に«« 38 

CVS 4 バイト； ！；卞タリ を^も Wfi;' ぶ &に^ 換 38 

EOF フ アイ ルの 終わ ：） の 判別 「>6 

FIELD フ', ィ ルバ ッ フ ァ への 义' 卜' お^の; 1 ;! I リ 'り て 61 

FPOS ディスク I. の,; i み; ヰ きした セクタ を )31 ら せる 66 

GET* ランダム ファイルから レコードの^み 出し 68 

INPUTS シーケンシャル ファイルから データの ^み 出し 79 

INPUTS シーケンシャル ファイルから データ の^み 出し 80 

LINE INPUT* シーケンシャル ファイルから 行の^ み 出し 104 

LOG ファイルの な 位 [W, を^る 108 

LOF ファイルの 人き さ をポす 110 
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LSET ファイル バッファへの 义卞 データの A き 込み （/に if せ） 113 

MKD$ 精度 * &を 8 バイ ト 文字列に 変換 118 

MKI$ お K を 2 バイ ト文字 列に 変換 118 

MKSS 攀 精度 を 4 バイ ト 文字 M に «» 118 

OPEN ファイルの オーブン 134 

PRINT© シーケンシャル ファイルへの データの せ き 込み 154 

PRINTS USING A 式 招 定 による シーケンシャル フ-, ィル への データの, ヰき 込み 154 

PUT4t ランダム ファイルへの レコードの i やき 込み 157 

RSET ファイル バッファへの 文' パ データの A き 込み （ィ, W せ 》 113 

WRITER シーケンシャル ファイルへの データ のれき 込み 208 

キーボード 

HELP OFF 1 HELP j キーに よる' M り 込み 処^ を ？かト. 73 

HELP ON I HELP 】 キ 一による', 1 り 込み 処 ffi を, 73 

HELP STOP 1 HELP 1 キ— による^り 込み 処^ を^ I に 73 

INKEYS キー ホード 人力の チ ユック 7(i 

INPUT キーホー ド からの 人力 78 

INPUTS キーボードから 义 卞 を^み 取る 80 

INPUT WAIT キーボードからの 人力 (時 mWW 付き) 81 

KEY ファンク ショ ンキ 一の^^ 87 

KEY LIST ファンク ショ ンキ一 の 内お を l*j|fli にみ, 八 88 

KEY OFF ファンクションキー による M り 込み 処^ を 89 

KEY ON フ？ ン クシ ヨン キ一 による', 1 PJ り 込み 処^ を お 

KEY STOP ファン クシ 3 ン キーに よる^ り 込み 処^ を^ lh 89 

KINPUT 114：^ 人力 モードに して キ 一ボード 人ノ J 91 

LINE INPUT キーボードからの U 尺） J 103 

LINE INPUT WAIT キーボードからの • 行 人力 (時 l»i お 11^ ひき） 105 

ON HELP GOSUB t HELP 】 キ —による^り 込み 処 押 127 

ON KEY GOSUB ファンクションキーに よるお J り 込み 処^ 128 

ONSTOPGOSUB f STOP j キーに よる M り 込み 処 ff. 132 

STOP OFF ( STOP j キ —による; M り 込み 処^ を;^ I: 185 

STOP ON £ STOP 〕キ —による り 込み 処^ を iit"f 185 

STOP STOP 1 STOP] キーに よる^り 込み 処^ を Kiih 185 



スクリーン （テキスト 画面） ^^K^^^^^^^^^^^^^^^H 

CLS —iifii の iilJ;- 24 

COLOR 1 文' i: の fe の 25 

COLOR® 示して いる i 字の 色 を 29 

CONSOLE テキスト の さまざまな モード^ 定 32 

COPY I 由 ilfH のハ一 ドコ ビー 34 

CSRLIN 力一 ソルの 行 位 ^ を) SI ら せる 37 

LOCATE S6 — ソルの 位 R の JS 定 とお 示 109 
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pos 力一 ソルの を 如ら せる 1 化 

PRINT データの i*hfti への^^ 149 

PRINT USING ft 式 指定に よる 画面への 农示 151 

WIDTH 师文字 》 の 203 

WRITE データの へのお ポ 207 

スクリ 一ン （グラフィック 画面） HK^K^^HHHBBH^BBIMB 

CIRCLE れ N を 描く 20 

CLS V^lliW^yitl 24 

COLORi 前 K 色 • »K 色 • » 示す る 色の »定 25 

COLOR? パレ ノ ト * ゆと カラ 一コードの Wit を' 27 

COPY Wlfli のハ一 ドコ ビ一 34 

DRAW ペン を W かして M 形 を 描く 47 

GET® グラフ ィ ック パターン の^み リ 69 

LINE 跺 '叫ズり 形 を 描く 

MAP ワールド はと スクリーン H (はの' &换 »M 

PAINT を ゆりつ ぶす 138 

POlNTHMIk) 終 #IH«« を 知る "5 

POINT 2 (関数） ffi&HUR の 点の 色 を 知る 146 

PRESET 点の^ 人 に (i 

PSET 点 を 描く 156 

PUT® グラフ ィ , ク パターンのお 小 】「>8 

ROLL グラフ ィ/ ク^ば i| の スクロール 169 

SCREEN グラフィック ゆ ilfii のお ^モードの は' ぶ 172 

VIEW ビュー ボートの^^ "州 

VIEW(nn) ビュー ボー 卜の ffi お 位 K を 知る 200 

WINDOW ゥ ィ ン ドウの "5： ぶ 205 

WINDOW (関数） ウィン ドウの を 知る 206 

プリンタ ： 二:- ： = : ニニ: 二 —ニニ^ 二 — 一 ^^ニニ ニニ—: J 

COPY ゆ iihi の ハード コビ一 34 

LLIST ブ U グラム リストの ブリン タ 出力 106 

LPOS ゾリ ン タ ヘプ h^m<t\^y 112 

LPRINT データの ブリン タ への 出力 

LPRINT USING |» 式 »Sy こよる ブリン タ への 出力 は 1 

SPC 'だ 1'1 の 出力 182 

TAB データのお rtfi え 189 

WIDTH LPRINT fB 力 桁 数の 設定 204 



224 tmm^Ji 



CLOSE j!fi^【【il 線の クローズ 23 

COM OFF による « り 込み 理を禁 it 30 

COM ON 通 但回« による 割り込み 》 理を 》w 30 

COM STOP 通 侰 回線に よる 鶴り 込み »理 を «C 止 30 

EOF ^^バッファの データの ィに睐 56 

INPUTS 通^ 回線からの データ K み 込み 79 

INPUTS 通 化 からの データ 読み込み 80 

LINE INPUTS —行の データ! S み 込み 104 

LOC バ' / ファの データ ^ 108 

LOF 4tt バッファの 空き 鎖 域 HO 

ON COM GOSUB 雄 侰ほ綠 による M り 込み 処環 124 

OPEN "COM1 ： itfi^M 線の オーブン 134 

PRINTlt Jifiifel 線への データ 送《 154 

PRINT* USING 齊式 IfcE による データ 送信 154 

WIDTH 举« データ 敝の ttS 203 

WRITE* 通倌岡 線への データ 送 « 208 

日付 • 時刻 ^^M^^^K^^M^^^^^KHB^KB^^B 

DATES II 付の^ 定 み 出し 40 

ON TIMES GOSUB B ヶ^に よる 剖り 込み 処 i¥ 133 

TIMES W#j の设^ み ffl し 191 

TIMES OFF 時 M による «| り 込み A 驪を 禁止 192 

TIMES ON 時 « によ * 割り込み »珊 を 許可 192 

TIMES STOP 時 *) による 割り込み »现 を 停止 192 
機械語 プログラム • メモリ 

BLOAD f!| 械 お プログラムの ロード （说み 込み） 12 

BSAVE W 械ぉブ ログ ラムの セーブ (tt き 込み） 13 

CALL «械» プログラムの « 行 14 

CLEAR Kf^ifi プログラムお^ の^^ 22 

DEF SEG セグメント アドレスの ^定 43 

DES USR 機械^ プログラムの IS1 始 アドレスの^^ 44 

MON MWffi モニタの 起動 119 

PEEK メモリ 力、 ら 1 ハイ ト说み 出る 141 

POKE メモリに 1 ノ 、'イト! 1 ? き 込む 147 

USR 襯 プログラムの « 行 194 

VARPTR フ？ ィル制 御 ブロックの アドレス をお I る 1% 



m 能 別' お' ji る 25 



数値 処理 • 数値 関数 I I mm — ■ 

ABS 艳 WW 5 

ATN 逆 il: 接 （アーク タンジュン ト） 8 

CDBL ほ »度餓 に «* 15 

CINT に' 4 : 換 (小^点 以下 叫^： /〔人） 19 

COS * 弦 （コ サイン） 35 

CSNG ^ffltt 細 :« 換 36 

CVD 8 バイト 文字 91 を 侬 MK 类 » に 38 

CVI 2 バイト 文字 91 を 兼 数に fgfll 38 

CVS 4 バイト 文字 W を fliflMfi* 数に « 換 38 

DEF FN ユーザ—^^^ K の', ii^ 41 

exp ('の 衍 ^ma (so 

FIX 小 ftflB 切り 搶て 63 

INT 小 り 拚て 83 

log warn in 

RANDOMIZE /IL 钕シ… ト' の^' ii 160 

RND fttt の 168 

SGN iK • tlWy- 179 

SIN il: 弦 （サイン） 180 

SQR 'にム fJ4( ルー ト） 183 

TAN ii;^ ( タ ン ジェ ン 卜 》 190 

VAL 义' 卜 列 を tiW (に' &換 195 

文字列 処理 • 文字 関数 HH^^^^HBaaBBHHHHMIKKHIB 

ASC 文卞の 文 卞 コード を Xil る 7 

CHRS 文 '卜-コード を 义卞 に' &换 18 

DEF FN ユーザーお «1« 数の 4】 

HEX$ lOJttti を HiffiiiA, にの 义卞 列に^ 換 7A 

INSTR ffiVU した 义卞 列の 検 * 82 

LEFTS ^ から iRfe バイト 数の 文字 W の 取り出し 98 

LEN 文卞 列のお さ （バイ htt) 99 

MID$ 文ネ列 のれき 換え 116 

MID$ (関数） 文 ネグリの fl; を 取り出す 117 

OCT$ |0«数 を 8»Jfc«K の 文字 «に« 換 123 

RIGHTS ム から 指^ パイ ト& の义卞 列の 取り出し 167 

SPACES — • 文物の 作成 181 

STR$ —も 文 柳: « 換 186 

STRINGS 1 Jt 字 を 指 5i£ バイ ト数 分の 文字列に «换 187 

VAL A: 字タ 0 を 数 tfi に 変換 195 
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AKCNVS 1 バイト 文字 を 2 バイト 文字に 変換 6 

JIS$ 2 バイト 文字の 文字コード を 知らせる 84 

KACNVS 2 バイト 文字 を 1 バイト 文字に 変換 85 

KEXT$ 文字列から 指^した tt:JTl の 文字列 を 抜き出す 86 

KINPUT 日本^ 人力 モードに して キーボード 人力 91 

KINSTR 指定した 文卞 列の 検 * 92 

KLEN 文字列の K さ （文 宇 ft) 93 

KMID$ B 本 SS 文字 W の 一 6B を 取り出す 94 

KNJ$ «字 コード を 漢字に 麦换 95 

KPLOAD ユーザ の 文'?: パターン のな 鉍 96 

KTYPE 栴 定 した 位 》 の 文字の WW を: 91 ら せる 97 

エラー 処理 

ERL エラーの «'k したむ 58 

ERR エラー コード 58 

ERROR エラ一 の 59 

ON ERROR GOTO エラ一 処^ ルーチン 125 

RESUME エラー Jft 理ル一 チンからの 復« 165 

ディスク 

ATTR$ ドライブ 'ファイルの W 性 を •《 ベる 9 

DSKF ディスクの トラ •/ ク ft や セクタ 敉 をお 1 る 50 

DSKIS ディスクから め: 接 データ を « み 出す 51 

DSKOS ディスク にめ: 接 データ を ft き 込む 53 

SET ドラ イブ • フ アイ ルに« 竹-を^ 定 する 178 

ライトペン ^^^H^^^^HH^M^^^^^M^^^^^^^^H 

ON PEN GOSUB ライトペン による M り 込み 処理 129 

PEN ライ ト ペンの 状 ® を 肩べ る 142 

PEN OFF ライトペン による 割り込み を^ 止 143 

PEN ON ライトペン による ffl り 込み を^ 町 143 

PEN STOP ライ ト ペンに よる M り 込み を 伶 ih 143 
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割り込み 処理 



ON COM GOSUB 
ON ERROR GOTO 
ON HELP GOSUB 
ON KEY GOSUB 
ON PEN GOSUB 
ON STOP GOSUB 
ON TIMES GOSUB 
RESUME 
RETURN 



線に よる 割り込み 処埤 
エラ一 処^ ルーチン 

"HiLP~) キ 一によ る' 期 り 込み 処现 



ファンクションキー によ る^ 0 込み 処^ 
ライ ト ペンに よる ffl り 込み 処^ 



、 STOPJ -:: よるお;； 込み ^j'! 1 



時刻に よる « り 込み 環 

エラ 一処埤 ルーチンからの 

M り 込み 処^ ルー チ ン からの^ W 



音 

BEEP 

I/O ポー 卜 

INP 
OUT 
WAIT 



ス ビーカ を ぬらす 

人力 ボ一 ト から 1 バイ ト 人力 
出力 ポー 卜へ 1 バイ ト 出力 • 
人力 ボー 卜の 状趙 待ち ……- 



演算子 

欲 算 子に ついては 日本 ffi Disk BASIC r 2.6 式と «算 了- j を 参照して くださ レ 



十， ―， *, /. • 
¥ 

MOD 

=, <〉， 〉<， <， >， ぐ 

AND 

EQV 

IMP 

NOT 

OR 

XOR 



お Sk の 除 W(ifti) 

お数の 除 

>=, =<, => IB 係 *» ィ- 



俳 他 的 ^iMKAffiiimH 
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人 と|ム;： はの^ 点 をみ つめる 



EPSON 



(0762)62-3216 
(0542)51-1061 
(052)962-7001 
(075)361-755! 
(06) 397-0900 
(06) 632-3353 
(082)262-5181 
(0878)23-3646 
(092)47 卜 0761 
(0992)25-7717 
(03) 377-3321 



秦 エブ 7>PC シリーズに M す诚術 的な 問 'こ19談 に電 IS でお 荅 えします。 
エブ ノ>«>( ンフ オメ 一 >3 ^パー 東京 (03)377-3531 大阪 (06)337-0915 

参 受付 時 M/AU9 : 00〜PUS : 30 月 BK 日〜 金 嗜 日 (抚日 を 除く） 



ェづソ ン 販売 株式会社 

秦本 社:〒 ISI 東京都せ 谷 区 初 台 卜 53-6 • ショールーム: 新 宿 NS ビル 5Pa fc 



おのかけ i ちがいが *t えてお ります ので、 番号 をよ くお 《 めの 上お かけくだ 



画 製品の に M する お W 合わせ は、 下 K サービス センターまでお « いします。 

參礼模 サービス センター テ 060 礼 《布 中 失 g« —条 srrs 礼 s»Mt 台 ビルら ks 

参讪台 サービス センター T980 台 市育囊 2 —番 町 4-1-1讪 台 セント ラル ビル 4fii 
き 東京 サービス センター 〒ほ I 東]! SttiS 谷 区 《 合 卜 H-6 

• & 本 サービス センター f390 松 本？ H 中央? -卜? TttMtll! —生 ft ビル 8啄 
秦名古 S サービス センター 〒《0 名 市中 E 新栄 町2リ3 栄 »— 生 ft ビル 9FS 
壽大ぉ サービス セン ター f532 大 8 市 S 川 飞 -Mft 大 »R —生 ft ビル 
• 広 鳥 サービス センター 〒7W 広 ftff 賓 区*町卜12-16 栄 * 広 島 ビル 5 は 

• «S サ- ビス センタ— 于 8ぼ 東? -6?3tt5«Vfil! ニヒル 7S 



(03) 377*7001 
(0?63)36-7251 
(0W»»2- 職 
(06) 397-09M 

(0W)47 卜 0761 



秦 受付 時 W/«I9 : 00〜W5:00 月 《i 日〜 金 W 日 （祝日 を 除 く ) 

tZY コー エフ ソン 株式会社 

本 社 〒お 2 長野県 市 大和 3-3-5 
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(0262) 24-7660 
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